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序章　『後朝』







　クロノが目を覚ますと、白々とした光がカーテンの隙すき間まから差し込んでいた。

　月明かりではなく、早朝の弱い陽ひの光だ。清すが々すがしい朝だった。

　リックを殺してから感じていたもやもやが消えている。女将おかみが慰なぐさめてくれたお陰かげだ。

　まあ、途と中ちゆうで一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいになってしまい、慰めるどころではなくなってしまったが。

　女将はもう帰っちゃったかな？　とクロノは隣となりを見て、ホッと息を吐ついた。

　女将がこちらを向いて眠ねむっていたからだ。

　毛布が捲めくれ、肩かたから腰こしにかけてのラインが露あらわになっている。

　歳としだから他ほかの女と比べられると居たたまれないと言っていたが、とても魅み力りよく的てきだ。

　豊かな胸、キュッと引ひき締しまった腰、むっちりとした尻しり。

　レイラのスマートなボディーラインも好きだが、女将の肉感的な体付きも好きだ。

　クロノは女将の左手を見た。水仕事をしているせいか、少しだけ肌はだが荒あれている。

　だが、注目すべきは薬指だ。銀色の指輪――恐おそらく結けつ婚こん指輪だろう――が輝かがやいている。

　少しだけ罪悪感を覚えて視線を上げると、女将の寝ね顔がおが視界に飛び込んできた。

　童女のようにあどけなく、安らかで満ち足りたような寝顔だった。

　女将の口が微かすかに動き、涙なみだが零こぼれ落おちる。

　亡なくなった旦だん那なさんの夢を見ているのかも知れない。いや、きっと、そうだ。

　旦那さんが亡くなって辛つらいことや悲しいことが沢たく山さんあったはずだ。

　悲しみや寂さびしさに押おし潰つぶされそうになったこともあっただろう。

　にもかかわらず、女将は五年も食堂兼けん宿屋を守ってきたのだ。それもたった一人で。

　女将は慰めに来たと言っていたが、本当は慰めて欲ほしかったのかも知れない。

「……都合よく考えすぎか」

　エロゲーじゃあるまいし、とクロノは苦く笑しようした。

　だが、女将が慰めを必要としていて、自分が少しでも役に立てたのなら嬉うれしい。

　クロノは女将に毛布を掛かけて天てん井じようを見上げた。

「……今日はのんびりしたいけど」

　盗とう賊ぞく団の討とう伐ばつを終えたばかりなのでのんびりしてもバチは当たらないはずだが、やるべきことは多い。

「街を視察して……とその前に工こう房ぼうに行って、その後はケイン達たちの見み舞まいにいかないと」

　これから部下になるのだし、見知らぬ街に連れてこられたばかりなのだ。

　警けい戒かい心しんを解く意味でも見舞いは必要だ。まあ、迷めい惑わくがられる可能性が高いが。

「ケイン達に襲おそわれた商人との示談交こう渉しようはシッターさんに任せてるからＯＫと。あとは売春と奴ど隷れい売買の――」

「ぅ、ん」

　隣で女将が小さく呻うめき、クロノは口を噤つぐんだ。流石さすがに独り言で起こすのは申し訳ない。

　売春と奴隷売買の規制、和紙の販はん売ばい、生活困こん窮きゆう者しやの保護――、と指折り数える。

　どれも一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかないが、やらないという選せん択たく肢しはない。

「もう少しだけ寝ねよう」

　クロノは目を閉じた。十分睡すい眠みんを取ったつもりだったが、睡すい魔まはすぐに襲ってきた。







第一章　『ティリア帰還』







　帝てい国こく暦れき四三〇年七月上じよう旬じゆん――メイドはティリアの髪かみを纏まとめると三さん面めん鏡きようを広げた。

　角度を変え、髪かみ型がたを確かく認にんする。いつもと変わらない丁てい寧ねいな仕事に満足感を覚える。

「よろしいでしょうか？」

「うむ、問題ない」

　ティリアが頷うなずくと、メイドは三面鏡を折おり畳たたんだ。母譲ゆずりの金きん髪ぱつはティリアの密ひそかな自じ慢まんなので、今日のように髪型が決まると気分がいい。

「本日は如何いかがなさいますか？」

「引き継つぎの準備をしようと考えている」

「承知しました」

　メイドの声には安あん堵どに似た響ひびきがあった。帝てい都とを離はなれてから二ヶか月げつ余りが経たつ。兵士や騎き士しならばまだしもメイドは良家の子女だ。里心が付いても仕方がない。

　もっとも、ティリアが帝都への帰還を決めたのはメイドの気持ちを慮おもんぱかってではない。アルコル宰さい相しようから早く帰還して欲しいと書簡が届いたからだ。

　無視することもできるが、今回はアルコル宰相に理がある。戦時ならまだしも平時において皇族が二ヶ月以上も帝都を空けるのは好ましいことではない。

　しかし、ティリアには帝都に帰還する前にやらなければならないことがあった。

「その前にクロノの部屋に行こうと思う」

「恐れながら……」

　そう言って、メイドは黙だまり込んだ。何も言わないのは発言の許可を待っているからだ。

「発言を許す」

「エラキス侯こう爵しやくに関かかわるのはお止やめ下さい」

「それは何な故ぜだ？」

「あの者は成り上がり者の新貴族です。高貴な方が関わるべきではありません」

「高貴な者か」

　ティリアは思わず苦笑した。初代皇こう帝ていは高貴どころか、出自さえ明らかではない。

　高貴とは程ほど遠とおい存在だが、それを口にする訳にはいかない。

「我わが父はその成り上がり者の力で玉座に就いたのだ。つまり、私の地位も新貴族の尽じん力りよくあってのものだ」

「そ、それは……」

　メイドは口くち籠ごもった。彼かの女じよは旧貴族出身だ。新貴族であるクロノが特別扱あつかいされていることに思う所があるのだろう。

「古くから我が一族を支えてくれた貴族達を軽かろんじるつもりはない。だが、家格を理由にクロノ達を軽んずれば忘ぼう恩おんの誹そしりは免まぬがれまい。分かってくれるか？」

「皇女殿でん下かの御お心こころを察することができず申し訳ございません。しかしながら、エラキス侯爵が貴族にあるまじき行こう為いを行っていることもまた事実です」

　メイドは絞しぼり出だすように言った。貴族にあるまじき行為とはハーフエルフを部屋に連れ込んでいる件だろう。

　あれだけ注意したのにまた連れ込んでいるのか、と小さく溜ため息いきを吐く。

「その件に関しては私から注意しておこう」

「ありがとうございます」

「一つ頼たのみがある」

「何なりと申しつけ下さい」

「これから私はクロノの部屋に行くが、その前に人ひと払ばらいをしておいてくれ」

「……承知しました」

　メイドは間を置いて答えた。逡しゆん巡じゆんしたとアピールするために間を置いたと考えるのは流石に穿うがち過ぎか。

　ティリアがイスから立ち上がると、メイドは剣けん帯たいを手に恭うやうやしく頭こうべを垂れた。剣帯を着ける許可を求めているのだ。

　いつもならばメイドに剣帯を着けさせるのだが――。

「いや、今日は自分でやる」

「承知しました」

　剣帯に手を伸のばし、そこで動きを止める。不意に軍学校時代のことを思い出したのだ。

　軍事演習で負けたこと、それを認められずに論戦を吹ふっ掛けたこと、逃にげるクロノを追い回したこと――二年間の軍学校生活の中で卒業までの五ヶ月が最も充じゆう実じつしていた。

「皇女殿下？」

「何でもない」

　ティリアはメイドの声で我に返り、素す早ばやく剣帯を身に着けた。

「では、失礼いたします」

　メイドが部屋を出て行き、ティリアはそっと剣の柄つかに触ふれた。

　あの五ヶ月は楽しかった。だが、楽しい日々も、友情も永遠には続かない。

　いつか終わってしまうものだからこそ、尊く、美しいと感じるのかも知れない。

「いや、感傷が過ぎるか」

　友情が続くかどうか今から決まるのだから。





※






　クロノが目を覚ますと、女将が微笑ほほえみを浮うかべてこちらを見ていた。

　全ぜん裸らである点は今朝と変わらないが、いつの間にか腕うで枕まくらをされていた。

「おや、起きたのかい？」

　女将はクロノを抱だき寄よせて額にキスをすると照てれ臭くさそうに笑った。

「何だか、照れちまうね。慰めてやるとか言って余よ裕ゆうがなくなっちまうんだから」

「そうなんだ」

「なんで、安心してるんだい？」

　クロノがホッと息を吐くと、女将は訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「女将が本気だって分かって安心したんだよ。それに昨日のあれが演技だなんて言われたら女性不信になっちゃうよ」

「べ、別に本気だった訳じゃないよ」

　女将は体を起こし、胸に手を当てた。肌がピンク色に染まり、実にエロティックだ。

　右手を左手に重ねているのは旦那さんのことを思い出しているのだろうか。

　死んだ旦那さんが女将を縛しばり付つけていることに少しだけ怒いかりを覚える。

　いや、嫉しつ妬とだろうか。死んだ旦那さんだけではなく自分にも関心を向けて欲しい。

　女将はチラリとクロノに視線を向け――。

「なんて顔をしてるんだい」

「どんな顔？」

　クロノは体を起こし、手の平で頬ほおに触れた。まあ、触さわっても分からないが。

「捨てられた子犬みたいな顔だよ」

「女将が本気じゃないって言うから」

「そ、それは……」

　女将は口籠もった。

「ちょ、ちょっとだけ本気だったよ」

「ちょっとだけか」

「ほ、本気だったよ！　本気だったからそんな顔をするんじゃないよ！」

　クロノが溜息交じりに呟つぶやくと、女将は慌あわてふためいた様子で言った。

「で、でもね、昨夜も言ったけど、あたしはそんなに若くないから困るんだよ。若い頃ころに比べて腰こし回まわりに肉が付いたし、体力も衰おとろえてきたし……」

　女将の声は尻すぼみに小さくなっていき、最後の方は聞き取れなかった。

「いやいや、そんなことないよ。女将は若いし、綺き麗れいだよ」

「そんなことを言われてもねぇ。大体、クロノ様にはレイラ嬢じようちゃんがいるじゃないか」

「二人とも大事にします」

　女将はぎょっとした顔でこちらを見た。

「いや、それは……色々マズいんじゃないのかい？」

「貴族が愛人を囲うのは普ふ通つうのことでは？」

「そりゃ、人によるだろ。あたしの知ってる貴族は……というか、クロノ様の父親は愛人を囲っちゃいないだろ？」

「僕ぼくは僕、父さんは父さんだよ」

「そりゃ、そうだろうけど」

　女将はこめかみを押さえ、呻くように言った。

「取とり敢あえず、昨夜は本気だったということでいい？」

「ま、まあ、本気だったよ」

　女将は顔を赤らめ、ごにょごにょと呟いた。その姿があまりに可愛かわいらしく――。

「……女将」

「なんだ――イッ！」

　女将は毛布の膨ふくらみを見て、息を呑のんだ。

「ろ、六回もしたのにバケモノかい！」

「女将が可愛すぎるのがいけないんだよ」

「や、止めとくれよ」

　クロノが肩を掴つかむと、女将は手を払はらい除のけようとした。だが、その力は弱々しい。

　手に力を込める。その気になれば抵てい抗こうできたはずだが、女将はベッドに横たわった。

　毛布が捲れ、豊かな胸が露わになる。

「……綺麗だ」

「な、何を言ってるんだい！」

　女将は上うわ擦ずった声で言ったが、目は潤うるみ、頬は上気している。

　クロノは女将に脚あしを開かせ、その間に身を滑すべり込ませた。

「後生だから堪かん忍にんしとくれよ。六回もしたせいであちこち痛いんだよ。それに旦那とだってこんなにしたことは……」

　女将はクロノから視線を逸らし、胸を庇かばうように両りよう腕うでを交差させた。

　結婚指輪がキラリと光り、クロノは少しだけイラッとした。

「僕は意外に独どく占せん欲よくが強かったのかも知れない」

「な、何を言ってるんだい？」

「女将を僕の色に染めたい」

「な、なな、な何を言ってるんだい！」

　女将は顔を真っ赤にして言った。

「いいよね？」

「……」

　クロノが確認すると、女将は顔を背けた。堪忍して、と囁ささやくような声こわ音ねで呟く。

　誰だれに許しを請こうているのか分からないが、クロノは自身のそれを女将に向けた。

　その時、扉とびらを叩たたく音が響いた。女将がホッと息を吐く。

「ほ、ほら、誰かが来たよ？　さっさと出ちゃどうだい？」

「いや、ここまで来て止めるのはちょっと。用事があるならまた来てくれ――」

　ドンドンという音がクロノの言葉を遮さえぎった。今いま更さらながら嫌いやな予感がした。

　欲望が危機察知能力を曇くもらせたのかも知れない。クロノはベッドから下り――。

「女将、僕のズボンは？」

「床ゆかに落ちてるんじゃないのかい？」

　クロノは床を見たが、床には何もなかった。扉を叩く音は激しさを増している。

「扉の陰に体を隠かくして、隙間から応対すれば何とかなるはず！」

　かなり不自然な気もするが、この場を乗り切れば何とかなるような気がした。

　クロノがドアノブに手を伸ばした瞬しゆん間かん、扉が勢いよく開いた。

　開けたのは当然というべきかティリアだった。

「クロノ！　私がノックをした、ら……」

「えへへ、おはよう」

「ぎ、ぎ――」

　ティリアが悲鳴を上げようと口を開いた瞬間、不敬罪の三文字が脳のう裏りを過よぎった。

　処しよ刑けいされる自分の姿を想像して総毛立つ。気が付くとクロノは動いていた。

　ティリアの腕うでを捻ひねり上げて壁かべに押し付け、助けを呼ばれないように口を塞ふさぐ。

　さらに足で扉を閉める。自分でもびっくりするほどのスピードだ。

　火事場の馬ば鹿か力ぢからだろうか。いや、それでも、普ふ段だんのティリアなら対応できたはずだ。

　恐らく、クロノが全裸だったので動どう揺ようしたのだろう。

　当たり前といえば当たり前か。クロノだって目の前に象さんをぶらぶらさせている男が現れたら冷静に対処する自信がない。

「む、むぅぅぅ！」

　ティリアは唸うなり声ごえを上げて身を捩よじった。いけない。このままでは人が来てしまう。

　人が来たらおしまいだ。皇女を襲った犯罪者として処刑されてしまう。

　だから、事情を説明すべきだ。真心を込めて説明すればきっと分かってくれるはずだ。

　だが、その前に大人しくしてもらわなければ――。

「……大人しくしろ」

「むぅぅぅぅぅッ！」

　自分でもびっくりするほどドスの利きいた声が出てしまった。同じように感じたのか、ティリアは激しく抵抗した。

「静かにするんだ。大人しくしていれば悪いようにはしない。分かったら頷くんだ」

　ティリアが頷き、クロノは口から手を離した。もっとも、腕は捻り上げたままだが。

「まさか、そんな方法で私の虚きよを衝つくとは……」

　何を言っているのか分からないが、大人しくしてくれるのはありがたい。

「ティリア、僕ぼく達たちは歩み寄る努力を――」

「くッ、殺せ！」

「なに言っちゃってるのッ？」

　クロノは思わず目を見開いた。そんなに負けたことがショックだったのだろうか。

　エリートは脆もろいというが、たった一度負けたくらいで死を選ぶとは――。

「さっさと殺せ！」

「いやいや、殺すだなんて――」

「ま、ままさか、私を辱はずかしめるつもりか！　そ、そんな目に遭あうくらいならッ！」

「ちょっと暴れないでよ！」

　何を勘かん違ちがいしたのか、ティリアは激しく暴れた。お尻が揺ゆれ、クロノを刺し激げきする。

　突とつ然ぜん、ティリアが動きを止めた。首筋はもちろん、耳まで真っ赤になっている。

「な、なな、何を擦こすり付けてるんだ、お前は！」

「べ、別に擦り付けたくて擦り付けてる訳じゃないよ！」

「ええい、殺せ！　いっそのこと殺せッ！」

「ちょっと、暴れないでよ！　ちゃんと話し合おう！」

　ティリアが再び暴れ始めたので仕方がなく腕を捻り上げる。かなり痛いはずなのだが、全然大人しくならない。

「もう……暴れるなって言ってるだろ！」

　クロノはさらにティリアの腕を捻り上げ、壁に強く押し付けた。別の物も押し付けることになってしまったが、大人しくさせることに成功する。

　ティリアは肩かた越ごしに睨にらみ付けてきた。唇くちびるを噛かみ締め、涙目で睨んでくるその姿に罪悪感を刺激される。それと同時にサディスティックな悦よろこびが湧わき上あがってきた。

「てぃ、ティリア？」

「私もここまでか。好きにしろ」

　何ど処ことなく鼻に掛かったような声だった。好きに、とクロノは生なま唾つばを呑み込んだ。

「二人とも何をやってるんだい」

　呆あきれたような声が響き、二人して声のした方を見る。すると、女将が立っていた。

　服は着ているが、皺しわから何が起きたのか想像するのは容易だろう。

「ど、どうして、ここにコックがいるんだ？」

「そいつはクロノ様に聞いとくれ。あたしは湯ゆ浴あみをして仕事に行くよ」

　女将は軽く肩を竦すくめ、クロノ達の脇わきを擦り抜ぬけて部屋を出て行った。

　パタンと扉が閉まり、痛々しい沈ちん黙もくが舞まい降おりる。

「どういうことだ？　お前は私が来ると分かっていたのではなかったのか？」

「そんな訳がないじゃない。僕は――」

「ふッ！」

　クロノが事情を説明するよりも早くティリアが鋭するどい呼気を発した。

　股こ間かんから激痛が這はい上がり、目の前が真っ白になる。股間を蹴けり上げられたのだ。

「お、オッフゥゥゥゥゥッ！」

　クロノは激痛に呻いた。次の瞬間、熱が迸ほとばしった。いや、爆はぜた。

　えも言われぬ快感が全身を貫つらぬき、股間を押さえてその場に蹲うずくまる。

「な、何をしたッ？」

　ティリアは慌てふためいた様子でクロノに向き直り、状態を確かめようとしてか、髪と背中に触った。そして、白はく濁だくした液体がべっとりとこびりついた繊せん手しゆを目の前に翳かざす。

「何だ、これは？」

「あ、赤ちゃんの素もと」

「ぎ、ギャァァァァァァァッ！」

　発情期の野の良ら猫ねこを絞しめ殺ころすような悲鳴が響き渡わたった。
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　クロノが外に出ると、ゴルディがドタドタと駆かけ寄ってきた。

「クロノ様、ナイスタイミングですぞ！」

「どうかしたの？」

「新型の鎧よろいが完成したのでご覧になって頂きたいと思ったのですぞ」

　ゴルディは誇ほこらしげに胸を張った。その背後ではドワーフ達が鎧を身に着けたマネキン――胴どう体たい部分だけなのでトルソーと呼ぶべきか――を運んでいる。

　ドワーフ達がトルソーを地面に置くと、ゴルディは振ふり返かえった。

「これが新型の鎧ですぞ！」

「へ～、これが」

　クロノはしげしげと鎧――胸甲冑ブレストアーマーを見つめた。敵に発見されないようにという配はい慮りよからか、色は艶つやのない黒だ。複数のベルトによってトルソーに固定されている。

「面おも白しろいデザインだね」

「デザインだけではなく、素材も違ちがいますぞ！　成形過程で特とく殊しゆな熱処理を施ほどこしているのです！　この処理によって鉄の硬こう度どと靱じん性せいを飛ひ躍やく的てきに高めているのですぞ！」

　ゴルディは口から泡あわを飛ばしながら素材の素す晴ばらしさをアピールした。技術的なことは分からないが、とにかくすごい素材のようだ。

「肩や脇の部分にあるベルトはサイズ調整のため？」

「一人一人にサイズを合わせて作るのは手間ですからな。いくつかの規格を決め、ベルトで微び調ちよう整せいするようにしたのですぞ」

「確かにそっちの方が合理的だね。でも、それだと防ぼう御ぎよ力りよくが下がるんじゃない？」

「鎖帷子チエインメイルを着れば問題ありませんぞ」

「それもそうだね」

　クロノは頭を掻かいた。確かに鎧の下に鎖帷子を着るのは極ごく自然な発想だ。

「じゃ、あとは耐たい久きゆうテストを――」

「もう終わりましたぞ」

「そうなの？」

　改めて鎧を見ると、へこんでいる箇か所しよがいくつもあった。

「剣による攻こう撃げきはもちろん、至近距きよ離りから放った矢でも十分に防げますぞ！」

「それはすごい」

「機き工こう弓きゆうで放った矢は防げませんでしたが……」

「防げてないよ」

「そうですな」

　ゴルディはがっくりと肩を落とした。どちらも自分が開発したものなのだから誇ればいいと思うが、開発者ならではの葛かつ藤とうがあるのかも知れない。

　ふと気配を感じて振り返ると、ドワーフが穴だらけになった胸甲冑を工房の奥おくに運んでいく所だった。

「どうされますかな？」

「できれば機工弓で放った矢を防げるようにしたいんだけど……」

「鎧の重みでミノタウロスとリザードマン以外は動けなくなりますな」

「なら機工弓を防ぐのは諦あきらめて、この鎧に切きり替かえていこう」

「分かりましたぞ」

　ゴルディは神しん妙みような面おも持もちで頷いた。

「そういえば剣と矢については分かったけど、鈍どん器きはどうなの？」

「衝しよう撃げきが伝わってしまいますな。なので、通常は致ち命めい傷しようになりそうな箇所にギュッと布を詰つめ込んだ服を着るのですぞ」

　服程度で防げるのか疑問だが、できることは何でもしておくべきだ。

「厚手の服も作れる？」

「もちろんですぞ」

「ゴルディは何でも作れるんだね」

「何でもは作れませんぞ」

「でも、服を作れるんでしょ？　紙も作ってたし」

「昔から手先は器用な方でしてな」

　若い頃でも思い出しているのか、ゴルディはしみじみと呟いた。

　クロノのあやふやな知識を頼たよりに紙を作ったことを考えると手先が器用というレベルを超こえているような気がするが――。

「じゃ、それもお願いしたいんだけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「何がですかな？」

「装備の他に紙の製造もしなきゃならないからさ。正直、働き過ぎなんじゃないかと」

「ドワーフは頑がん丈じようなので大だい丈じよう夫ぶですぞ」

　ゴルディはあっけらかんとした口調で言った。

「あまり根を詰めすぎないようにね？　働き過ぎで死んだら元も子もないし」

「クロノ様は心しん配ぱい性しようですな。働き過ぎて死ぬことなんてありませんぞ」

　ゴルディは笑ったが、クロノは笑えなかった。この世界において過労死という言葉は一いつ般ぱん的てきではないのかも知れないが、自分の領地をブラック企き業ぎようのようにしたくない。

「うん、でも、休みはきちんと取るようにして」

「分かりましたぞ」

　ゴルディは渋しぶ々しぶという感じで頷いた。

「じゃ、僕は視察に行くから。とその前にケイン達の見舞いに行かなきゃ」

「……クロノ様」

　ゴルディはクロノの手を握にぎり締めて頭を垂れた。

「どうしたの？」

「本当に感謝しておりますぞ。クロノ様のお陰で夢を実現することができましたぞ」

「僕なりの思おも惑わくがあってやったことだし、ゴルディなら僕の力なんてなくたって夢を実現できたよ、きっと」

「いえ、クロノ様のお陰ですぞ。このご恩は工房の仕事でお返ししますぞ」

「頼りにしてるよ」

「ご期待に応こたえられるように頑がん張ばりますぞ！」

　ゴルディは背筋を伸ばして言った。

「じゃ、僕は視察に行こうと思うんだけど……」

「何かご入り用ですかな？」

「紙を持って行きたいんだけど、大丈夫？」

「新たに五十枚用意しておりますぞ」

「十枚だけもらっていくね」

「……そういえば」

　クロノが工房に向かおうとすると、ゴルディがぼそりと呟いた。

「どうかしたの？」

「先さき程ほど、悲鳴のようなものが聞こえたのですが、何かあったのですかな？」

「さあ？　野良猫じゃない？」

　ああ、とゴルディは合が点てんがいったと言うように声を上げた。

「じゃ、僕は紙をもらってから視察に行くね」

「いってらっしゃいませですぞ」

　クロノは脂あぶら汗あせを流しながら工房に向かった。ゴルディが聞いたのはティリアの悲鳴に違いない。あの後、放心状態のティリアをアリッサに押し付けて逃げしまったが――。

「取り敢えず、ティリアの件は視察が終わってから考えよう」

　クロノは未来の自分に全すべてを託たくすことにした。
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　クロノが病院の敷しき地ちに入ると、ケインが建物から出てくる所だった。病院で支給されたのか、半はん袖そでのシャツとズボンを着ている。それはいいとして何故か剣を持っていた。剣帯を身に着けているにもかかわらずだ。

「やあ、元気そうだね」

「うぉッ！」

　クロノが声を掛けると、ケインは驚おどろいたように跳とび退すさった。

「なんだ、クロノど……クロノ様じゃねぇ、ないですか」

「クロノ殿どのでもいいよ」

「そういう訳にはいきません。私がクロノ様を立てている所を見せないと、部下が侮あなどるかも知れません」

　ケインは背筋を伸ばすと丁寧な言こと葉ば遣づかいで言った。こうして丁寧な言葉遣いをすると貴公子然として見えるから不思議だ。

「質問してもよろしいでしょうか？」

「いいよ」

「何故、クロノ様が病院にいらっしゃるのですか？」

「ケイン達を見舞いに来たんだよ」

「申し訳ありませんが、見舞いは遠えん慮りよして頂ければ……」

　ケインは呻くように言った。

「ご迷惑でしたか？」

「心こころ遣づかいは嬉しいのですが、私の部下はまだクロノ様に警戒心を抱いているのでパニックに陥おちいる可能性があります」

「そういうことなら仕方がないね」

　クロノは肩を竦めた。パニックに陥るだけならまだしも、やっぱり罠わなだったんだと襲い掛かられたら堪たまらない。

「ご理解頂き、感謝いたします」

「怪け我がの調子はどう？」

「大した怪我ではないので来週には働き始められます」

「がっつり斬きられてたような気がするけど、本当に大丈夫なの？」

「まだ少し引ひき攣つっているような気はしますが、問題ありません」

　大丈夫とアピールするためか、ケインは体を捻った。

「無理をしなくてもいいよ？」

「いえ、私達は新参者なので早く実績を積んで信用を勝ち取らなければなりません」

「僕は信用しているつもりなんだけど……」

　そこまで言って、ケインがクロノのことだけを言っているのではないと気付く。

　クロノの部下や領民から信用されるようになりたいと言っているのだ。

　当然といえば当然か。ケインとその部下は盗賊あがりなのだ。被ひ害がいに遭った商人もいるし、できるだけ早く仕事を始めなければ不満は募つのる一方だ。

「でも、まあ、来週なら」

「と言うと？」

「被害に遭った商人と示談交渉の真っ最中なんだよ。流石に交渉が終わってないのに働いてもらうのはマズいかなって」

「勝手を言って、申し訳ありません」

「気にしなくていいよ。でも、交渉してるのは事務官のシッターさんだから後でお礼を言っておいてね」

「はい、必ず」

　ケインは静かに頷いた。

「ところで……」

「何でしょうか？」

「なんで、剣を持ってるの？」

「ああ、これは皇室の紋もん章しようが入った剣をどのように扱えばいいのか分からなかったので」

　そう言って、ケインは照れ臭そうに笑った。

「普通に扱えばいいんじゃない？」

「そうですか」

　ケインはホッと息を吐ついた。クロノはかなりぞんざいに扱っていたのだが、この世界で皇族とはかなりの権けん威いを持つようだ。

「じゃ、僕は行くよ」

「大したおもてなしもできず申し訳ありません」

　ケインが深々と頭を下げ、クロノは踵きびすを返した。
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　クロノは商業区を抜け、広場にある露ろ店てんを巡めぐる。一店当たりの品目が驚くほど少ないが、流通事情を考えれば仕方がない。

　幅はば広ひろい商品を扱えるのは独自の流りゆう通つう網もうを持つ大規模な商会だけなのだ。

「……ジャガイモとトウモロコシはないのにお米はある不思議」

　クロノは露店で買ったドライフルーツを食べながら呟いた。

　軍学校にあった植物図ず鑑かんにも載のっていなかったので発見されていないのかも知れない。

　元の世界では当たり前のように売っていた物が存在しないのは奇き妙みような気分だ。

「「クロノ様、発見みたいな！」」

　双ふた子ごのエルフ――アリデッドとデネブが駆け寄ってきた。

「二人とも今日は……」

「盗とう賊ぞく討とう伐ばつに参加したご褒ほう美びで今日はオフみたいな！」

「街をぶらぶらしてても楽しいけど、ドライフルーツをくれたら幸せみたいな！」

「どうぞ」

「クロノ様ってば太っ腹だし！」

「催さい促そくしちゃったみたいで申し訳ないみたいな！」

　アリデッドとデネブは次々とドライフルーツを口に入れ、あっという間に食べ尽つくしてしまった。全部あげるつもりはなかったのだが、食べてしまったものは仕方がない。

「甘あま酸ずっぱくて美お味いしいし！」

「ただで食べるドライフルーツは美味しいみたいな！」

　クロノは空になった袋ふくろを折おり畳たたんでポケットに入れた。

「二人が休みってことはレイラも休みか」

「レイラは兵舎で勉強中だし」

「でも、クロノ様が呼べばきっと来るみたいな」

「……止めておくよ」

「そんなに気を遣つかわなくても問題なしみたいな！」

「いきなり呼びつけて押おし倒たおしても全然ＯＫだし！」

　勉強の邪じや魔まもしたくなかったのだが、二人にはそれが不満らしい。それにしても――。

「押し倒すって、そんなケダモノじゃあるまいし」

「むむ、予想外の反応みたいな」

「何のための愛人なのか疑問だし」

　アリデッドとデネブは首を傾かしげた。

「恋こい人びとじゃなくて愛人として認にん識しきされてるんだ」

「貴族様が亜あ人じんを恋人にすることなんてないし。それはそれとして本妻も、本命もいないのに愛人とはどうなのかちょっと疑問に思ったり」

「愛人とは何かという疑問はさておき、どうして押し倒さないのか疑問に思ったり」

「単にいきなり押し倒すのはよくないと思ってるだけだけど……」

「それは愛なのみたいな？」

「それは愛かもと思ったり」

　一人が首を傾げ、もう一人が小さく頷うなずいた。

　一方が頷いてくれたので自分の愛は正しいと思い直す。

「僕は僕なりにレイラを愛してるから大切にしたいんだよ」

「束そく縛ばくするばかりが愛じゃないみたいな」

「そういう形の愛に憧あこがれるみたいな」

　二人は顔を見合わせて頷いた。

「じゃ、僕は視察を続けるから」

「ちょっと待って欲ほしいし！」

「暇ひまならあたしらと遊びましょみたいな！」

　クロノが踵を返すと、二人は腕にしがみつき、ぐいぐいと胸を押し付けてきた。

「遊びじゃなくて視察なんだけど？」

「それで構わないし！」

「あたしらはこの辺に詳くわしいから役に立つみたいな！」

「まあ、それなら」

　一人で漫まん然ぜんと視察するよりも詳しい人に案内してもらった方がいいだろう。

「まずはこっちだし！」

「肉肉肉！　肉が食べたいし！」

　ぐいぐい腕を引かれて連れて行かれたのは焼いた鶏にわとりのもも肉を売っている店だ。

　畜ちく生しよう、奢おごらせる気満々だ。

「肉三つ！」

「美味しい所をよろしくみたいな！」

「……三つで銅貨一枚です」

　二人はハイテンションで注文したが、店長はぼそぼそと呟く。

「クロノ様、お会計お会計みたいな！」

「可愛い部下に奢って欲しいし！」

「分かったよ」

　クロノは溜ため息いきを吐きつつ、財さい布ふから銅貨を取り出して店主に渡した。

　まいど、と店主は呟き、鶏のもも肉を差し出してきた。

　二人は店主から料理を受け取り、囓かじり付いた。クロノもやや遅おくれて囓り付く。

　味付けは塩のみ、ぼそぼそした食感なので廃はい鶏けい――卵を産まなくなった雌めん鳥どり――だったのかも知れない。

「二人とも買い食いはよくするの？」

「ピクス商会が食料を収める前はしょっちゅうだったけど、最近はそうでもないし」

「一日三食になって大満足だけど、露店の料理が無む性しように食べたくなる時があるみたいな」

「なるほど」

　多分、二人は足りないカロリーを買い食いで補っていたのだろう。

「次はこっちみたいな！」

「向こうにあるのは果実水みたいな！」

　二人が料理を食べながら歩き出したので慌てて付いていく。

　すると、二人がぴたりと足を止めた。

「食べ終わったので骨はゴミ箱に！」

「そこら辺に捨てたのがバレると超怒おこられるし！」

　二人は広場に設置されたゴミ箱に骨を捨てた。街にゴミ箱を設置しようと提案したのはクロノだ。それだけではなく、ゴミの捨て方にルールを設けた。

　お陰かげで街に漂ただよっていた腐ふ敗はい臭しゆうはかなり薄うすくなった。まだまだ予断を許さないが、この調子ならばいずれ解決できるはずだ。

　クロノは骨をゴミ箱に捨て、もったいないと思いながらポケットから取り出した紙で指に付いた脂あぶらを拭ぬぐった。

「二人ともこれを使って」

「おおぅ、紙で指を拭うとは贅ぜい沢たくの極きわみだし」

「レイラがこの贅沢を享きよう受じゆしていると考えるとそこはかとなく嫉妬しそうだし」

　二人はそんなことを言いながら指を拭ふき、脂で汚よごれた紙をポケットにしまった。

「さあ、次こそ果実水みたいな！」

「といってもドライフルーツを浸つけた水みたいな！」

　二人は高々と拳こぶしを突き上げて歩き出した。

「テンションが高いなぁ」

　クロノは二人のテンションに圧あつ倒とうされながら後を追った。

　二人におねだりされるままに果実水を買い、ドライフルーツを買う。

　高価な品であれば断ったのだが、二人は心得ているようで安い食べ物を選んでいる。

　微び妙みように計算高い。二人のおねだりが少なくなり、クロノはある露店の前で足を止めた。

　そこに見知った食べ物があったのだ。それは――。

「切り干し大根？」

「いえ、それはビートを干したものです」

　木箱に座すわっていた女性がにっこりと微笑ほほえみ、クロノの間ま違ちがいを訂てい正せいした。

　若い――といってもクロノより年上だろう――女性だった。

　黄おう土ど色のローブに身を包み、ダークブラウンの髪かみを肩かたの位置で切り揃そろえている。

　小麦色の肌はだをしているが、これは日に焼けたせいだろう。

　というのもローブの隙すき間まから見える部分が雪のように白かったからだ。

「ビート？　ああ、あの蕪かぶみたいなヤツね」

「はい、これは黄土にして豊ほう穣じようを司つかさどる母ぼ神しん様の教えに従い、父が何十年も掛かけて品種改良したものです」

「黄土にして豊穣を司る母神？」

　クロノは鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいた。黄土にして豊穣を司る母神は六ろく柱ちゆう神しんの一柱だが、ハシェルに神しん殿でんはなかったはずだ。

「「シオン様と初対面みたいな？」」

　二人の声が唱和する。

「シオンさんって言うんだ」

「シオン様は黄土神殿の神しん官かんさんみたいな」

「ただでご飯を食べさせてくれるいい人みたいな」

　神殿が何処にあるのか言わなかったということは二人とも知らないのだろう。

「「その節はお世話になりました」」

　二人が頭を下げ、シオンは引き攣った笑えみを浮うかべた。

「二人ともシオンさんはただでご飯を食べさせた訳じゃなくて、信者獲かく得とくのために炊たき出だしをやっていたんじゃ？」

「そ、そんな裏があったとは気付かなかったし！」

「し、神官様が下心ありありで施すなんて世も末だし！」

　二人は芝しば居いがかった口調で言った。

　きっと、事情を知りながら炊き出しを利用していたに違いない。

「こうやって、善意は駆く逐ちくされていくんだね」

「それは失礼すぎみたいな！」

「あたしらだって事情を説明してくれればお代わりはしなかったし！」

　クロノは溜息交じりに言うと、二人は勝手なことを言った。

「あ、あの！」

　喧けん嘩かしているとでも思ったのか、シオンは声を張り上げた。

「黄土にして豊穣を司る母神様は皆みなで大地の恵めぐみを分かち合えと仰おつしやってますから」

「ほら、早とちりだし」

「あたしらは恥はじるようなことをしてないし」

「でも、露店を出しているということは……」

「恥ずかしながら神殿から支給される予算では炊き出しもままならず、こうして活動費用を稼かせいでいます。あの、どうでしょう？　甘あまくて美味しいですよ？」

　シオンは恥ずかしそうに俯うつむき、おずおずと切り出した。

「でも、ビートは家か畜ちくの飼料だし」

「いくら何でも家畜の飼料を人に売るのはどうかと思ったり」

「あの、家畜の飼料になることが多いだけで食べられない訳じゃないですよ。そ、その、デネブさん？」

「いや、あたしはアリデッドだし」

「あ、あの、すみません」

　シオンが申し訳なさそうに頭を垂れると、アリデッドはニヤリと笑った。

　デネブの腕を掴つかんでクロノの陰に隠れ、ぐるぐると回る。

「さあ、どっちがアリデッドで！」

「どっちがデネブみたいな！」

　二人はクロノの陰から飛び出し、腕を広げた。

「貴方あなたがアリデッドさんですか？」

「いや、あたしはデネブだし」

「あ、あの、申し訳ありません」

　そんなに気に病やむことはないと思うのだが、シオンはしゅんと項うな垂だれた。

　う～ん、とクロノは唸った。髪かみ型がたを変えていないので間違うとは思えないのだが――。

「あ、そういえば……」

「どうかしたみたいな？」

「デネブ、こっちに」

　こちらに向き直ったデネブの耳に触ふれる。すると、くすぐったそうに笑った。

「君はアリデッドだ」

「な、な、な、何を証しよう拠こにそんなことを？」

　デネブ改めアリデッドはそっぽを向き、口笛を吹ふいた。

　それだけで証拠になりそうだったが、はぐらかそうとするに違いない。

「デネブは耳を撫なでると、目が潤うるむんだよ」

「な、な、何という洞どう察さつ力りよく！」

「見破ったのはクロノ様が初めてみたいな！」

　何度も同じことをやっていたのか、とクロノは溜息を吐いた。

「そういうのはいいからシオンさんに謝あやまって」

「はい、調子に乗って申し訳ないことをしたし」

「もう二度としないので許して欲しいみたいな」

「い、いえ、私も見分けが付かなかったので」

　二人が頭を下げると、シオンも頭を下げた。

「で、このビートでしたっけ？」

「はい、そうです」

「囓っていいですか？」

「あ、はい、どうぞ」

　クロノはビートを抜き取とり、先せん端たんを口に含ふくんだ。雑味はあるが、確かに甘い。

　ふとある知識が甦よみがえる。もし、このビートがクロノの想像通りの物であれば――。

「クロノ様！　それは家畜の餌えさだしッ！」

「何でもかんでも口に入れる子どもじゃあるまいしみたいな！　ペッしなさい、ペッ！」

「クロノ様？」

　シオンは首を傾げ――。

「――ッ！　申し訳ございません！」

　ローブを翻ひるがえして平へい伏ふくした。他国では神官は特権階級として扱あつかわれるが、ケフェウス帝てい国こくでは平民として扱われる。初代皇こう帝ていが織お田だ信のぶ長ながばりの宗教弾だん圧あつを行った結果だ。

「あの、そこまで恐きよう縮しゆくしなくていいですから」

「い、いえ、領主様とは知らず無礼な態度を取って申し訳ございません」

　参ったな、とクロノは頭を掻いた。

「まあ、平伏するのも無理ないし」

「クロノ様の噂うわさはすごいものがあるし」

「どんな噂？」

　かなり悪い噂が立ってるような気がするが、念のために聞いておく。

　覚かく悟ごしておけばダメージは少なくて済む。

「その者……眉び目もく秀しゆう麗れいにして比類なき剣けん技ぎと魔ま術じゆつを操あやつり、神算鬼き謀ぼうにて十倍の兵力差を覆くつがえす、その右目は心底を見み抜ぬく神の目なり」

「慈じ悲ひと冷れい酷こくさ、盗とう賊ぞくすら心しん酔すいさせる魅み力りよくを持つが、色を好むのが玉たまに瑕きず」

「一つしか当てはまってないよ」

　二人が芝居がかった口調で言い、クロノは呻うめいた。もう一つくらい当てはまっていれば人生が変わっていただろう。少なくとも軍学校で落ち零こぼれることはなかった。

「なんで、そんな噂が？」

「あたしらが頑張って広めたり」

「はったりは大事みたいな」

　二人はしれっと言った。

「そういう訳でクロノ様は優やさしい方だから大丈夫だし」

「心配しなくて大丈夫だし」

「夜な夜な女性をベッドに連れ込んだり、殺さつ戮りくを好んだりという噂も嘘うそでしょうか？」

「色を好む、の部分は事実だったり」

「何人かが餌え食じきになってたり」

「……二人とも」

　クロノは深々と溜息を吐いた。

「……取り敢あえず、ビートの干ひ物ものを一束下さい」

「ど、銅貨一枚になります」

「どうぞ」

　クロノが銅貨を差し出すと、シオンは恭うやうやしく受け取った。





※






　クロノはアリデッドとデネブを連れて商業区を歩く。

「ビートなんて買ってどうするのみたいな？」

「飼料にするにしても量が少なすぎるみたいな」

「いいことだよ、いいこと」

　クロノは笑みを浮かべた。このビートがクロノの知るそれと同じ物であれば特産品になるかも知れない。

「ま、まさか、そのビートで縄なわを作って、あたしらを縛しばったり」

「そういうのはマジで勘かん弁べんして欲しいし」

「どんな連想ゲーム、それ？」

　二人が怯おびえたかのように言い、クロノは突っ込んだ。

　干したビートを見て、いきなりＳＭを連想するのはおかしいと思う。

「もしや、干したビートを買ったのは次に会う口実だったり？」

「お金がないなら分かってるよな的な展開だったり？」

「いや、しないから」

　男なら一度は妄もう想そうするシチュエーションだが、それは犯罪だ。

「いやいや、否定しなくてもあたしらは分かってるし」

「その人の好よさそうな顔の下に秘ひめられた欲望を承知してるし」

「いやいやいや、分かってないから」

「いやいやいやいや、分かってるし」

「いやいやいやいやいや、これはいつまで続けなきゃいけないのみたいな？」

「別に続けなくていいよ」

　クロノは小さく笑った。単純に二人との遣やり取りが楽しかったのだ。

　雑談をしながら視察を続け、商業区の一角――ピクス商会の前で立ち止まる。

「あたしらはここで待ってた方がいいみたいな？」

「お邪魔なら兵舎に帰るのも仕方なしみたいな」

「別に秘密にするつもりはないから大丈夫だよ」

「まあ、そういうことなら一いつ緒しよに行くし」

「こういうお店に入るのはすごく勇気がいるみたいな」

　二人を連れて店に入ると、ニコラが近づいてきた。

「クロノ様、本日はどのようなご用件で？」

「お話ししたいことがあって来たんです」

「では、こちらに」

　ニコラに先導され、クロノ達たちは奥の応接室に移動する。

　テーブルとソファーがあるだけだが、殺風景という感じはしない。

　クロノがソファーに座ると、アリデッドとデネブは脇わきを固めるように座った。

　ニコラは対面に座り、静かに口を開いた。

「商売の話ということでしたが？」

「こういう物を作ってみたんです」

「紙、ですね」

　クロノが紙をテーブルに置くと、ニコラは眉まゆ根ねを寄せて呟いた。

　恐おそらく、目の前にある紙が自由都市国家群のそれと異なると分かっているのだろう。

「書き心ごこ地ちを試ためしても？」

「どうぞ」

　ニコラは羽根ペンで文字を書いた。滑なめらかな筆ひつ致ちだ。

　開発初期の紙はペン先が引っ掛かっていたが、現在はその問題をクリアしている。

「ほぅ、見事な書き心地です」

「それはよかった」

　ニコラが感心したように言い、クロノは胸を撫で下ろした。

「ニコラさんならいくらで売りますか？」

「そうですね」

　ニコラは思案するように腕うでを組んだ。

「ケフェウス帝国における洋皮紙の相場が一枚で銅貨三枚ですから……市場を切り開く意味でも銅貨一枚が妥だ当とうではないかと。もちろん、仕入れ値次し第だいでもっと安くできますが」

「卸おろし値ねはいくらが妥当だと思いますか？」

「……それは」

　クロノの面子を慮おもんぱかってか、ニコラは言いい淀よどんだ。

「すみません。いじわるな質問でした。実はまだ値段を設定していないんですよ」

「と仰いますと？」

「紙を作ってみたものの、何一つ決まってないんです」

　日給銀貨一枚で十人を雇やとった場合、紙を真しん鍮ちゆう貨一枚で千枚売れば赤字にならない。

　もちろん、口にはしない。金額を口にすればその金額をベースに交こう渉しようが進んでしまう。

「なるほど、本格的に動き始める前に相場を知りたかったということですね？」

「そういうことです」

　卸値がいくらになるのかも分からず、投資するのは無む謀ぼうすぎる。

　地図も、方位磁針も、食料も持たずに旅に出るようなものだ。

「では、当面はクロノ様の工こう房ぼうで作られた紙を真鍮貨五枚で買い取らせて頂きます」

「当面は？」

「本格的に動き始めてから改めて価格交渉をさせて頂きたいと思います。何分、こちらも手て探さぐりの状態ですから」

　そう言って、ニコラは苦笑いを浮かべた。

「他に条件はありませんか？」

「そうですね。クロノ様の工房で作られる紙は全てピクス商会が取り扱うというのはどうでしょう？」

「それでお願いします」

「では、覚書を交かわしておきましょう」

　ニコラは羽根ペンを手に取った。





※






「こ、ここはちょっと……」

「ご一緒しにくいみたいな」

　アリデッドとデネブはエレインの娼館を見つめて呟いた。まだ昼間だが、二人の黒服が扉とびらの前に立っている。

「ま、ままさか、あたしらを売うり払はらうつもりみたいな？」

「そ、それだけは勘弁して欲しいし。これでも誇ほこりを持って兵士をしてるみたいな」

「そんなんじゃないから」

　クロノは体をくねらせる二人を横目に見ながら黒服に歩み寄った。

「どうも。エレインさんはいらっしゃいますか？」

　黒服は顔を見合わせた。

「エレイン様はここにいらっしゃらない」

「そうですか」

　協力して欲しいことがあったのだが、アポなしで会えるほど暇ではないようだ。

「じゃあ、伝言をお願いできますか？」

　黒服達は再び顔を見合わせた。

「分かった。だが、互たがいのために詳しい内容を口にするのは止めてくれ」

「では、お話したいことがあると伝えて下さい」

「ああ、承知した」

　黒服が頷き、クロノは踵を返した。

「ありゃ、もうお終しまいみたいな」

「アブノーマルなプレイを想像してたから期待外れみたいな」

「いや、そういうのはちょっと」

　そういうことに興味がない訳ではないが、もう少し後でいいかなと思う。

「次はどうするのみたいな？」

「あたしらは何ど処こまでも付いて行くし」

「取り敢えず、用事は済んだから屋や敷しきに戻もどるよ」

　クロノが歩き出すと、アリデッドとデネブは軽い足取りで付いてきた。





※






　クロノは侯こう爵しやく邸ていに戻るとアリデッドとデネブを連れて厨ちゆう房ぼうに向かった。

「あたしら侯爵邸に入るの初めてみたいな」

「なかなか視線が痛いし」

　ティリアのメイドは物もの珍めずらしそうに周囲を見回す二人に厳しい視線を向ける。

　そういう目で見られることに慣れているのか、二人は平然としている。

　クロノは食堂の陰にある階段を下り、厨房の扉を開けた。すると、熱気が押し寄せてきた。暑いだけではなく、湿しつ気けもすごい。

「暑いし！」

「蒸むし蒸しするし！」

「えっと、女将おかみは？」

　クロノは二人の言葉を流して周囲を見回した。

　半地下にある厨房は民家がすっぽり収まるほど広い。

　壁かべの棚たなには丁てい寧ねいに磨みがかれた調理器具が並び、竈かまにはコンロが据すえ付つけられている。

　女将はコンロから離はなれた場所でメイド服をはだけて汗あせを拭っていた。

「おや、クロノ様……ど、どうして、こんな所にいるんだい」

　途と中ちゆうで自分があられもない格好をしていることに気付いたのか、女将はやや慌あわてた様子で服装を正した。

「ちょっと厨房を借りようと思って」

「いいけど、料理ができるのかい？」

「簡単な料理くらいなら作れるよ」

「へ～、意外だね」

　女将は軽く目を見開いたが、クロノにとっては当たり前のことだ。

　九年近く義務教育を受けていれば簡単な料理の一つや二つ作れるようになる。

「じゃ、あたしらはこれで」

「非番の日はダラダラ過ごすに限るみたいな」

「二人とも最後まで付き合ってよ」

　クロノは厨房から逃にげようとする二人の肩を掴んだ。

「冷気を操る魔術って使える？」

「あたしらはエルフだし」

「全系統の魔術を習得済みみたいな」

「二人に珍めずらしい物を食べさせてあげるよ」

「なかなか興味をそそられる提案みたいな」

「だがしかし、ダラダラ過ごすのも捨てがたいみたいな」

　アリデッドとデネブは顔を見合わせて唸うなった。

「ちょっとくらいなら、クロノ様に付き合ってもいいし」

「決して食い意地が張っている訳じゃないみたいな」

　二人は素す早ばやくイスに座った。どうやら、調理を手伝うつもりはないようだ。

　いいけどね、とクロノは小さな鍋なべに水を入れ、コンロの上に置いた。

　小さな泡あわが立ち上ってきた所でビートの束を入れる。

「家畜の飼料なら勘弁みたいな」

「そんなことを言いながら座っているあたしら」

「一体、何を作ろうってんだい？」

「砂糖を作れないかなと思って」

「さ、砂糖！」

「あ、あの伝説の！」

　クロノが浮かんできた灰あ汁くを掬すくいながら言うと、アリデッドとデネブは立ち上がった。

「伝説だなんて……」

　大おお袈げ裟さなと言いかけて思い直す。クロノの記き憶おくが確かならば砂糖は一キログラム金貨一枚で取引されていたはずだ。兵士の月給は金貨二枚なので、そう考えるとかなり高額だ。

「どうして、砂糖を作れるって思ったんだい？」

「露店の店主がとても甘いって言ってたんだよ。で、実際に囓ってみたら甘かったから糖分を抽ちゆう出しゆつできるんじゃないかと思って」

「本当に作れるのかね」

　女将は訝いぶかしげに眉根を寄せたが、それ以上は突っ込んでこなかった。

　突っ込まれなかったのだから咄とつ嗟さに吐いた嘘にしては上出来だろう。

　ビートを噛かんだ時、シュガービートのことを思い出したのだ。

　シュガービート――甜てん菜さいとも呼ばれるサトウキビと並ぶ砂糖の主原料だ。

　一時間が経過した頃ころ、クロノはザルでビートを掬い、さらに汁しるを煮に込こんだ。

　やはり灰汁が浮いてきたのでひたすら掬う。

　中学生の頃に動画サイトで見た『甜菜から砂糖を作ってみた！』によればこの手順で間違っていないはずだが、本当にこれでいいのか不安になる。

　不安と戦いながら煮込んでいる内に変化が生じる。徐じよ々じよに粘ねん性せいが増し、微かすかに焦こげたような臭においが漂い始めたのだ。

「クロノ様、焦げてるし焦げてるし！」

「あわわ、砂糖が砂糖が！」

　アリデッドとデネブが悲鳴じみた声を上げた。

「あと一歩なんだけど」

　クロノは鍋を見つめながら呟いた。粘性は高まっているが、このままでは焦げてしまう。

　どうするべきか悩なやんでいると、女将が口を開いた。

「湯ゆ煎せんしちゃどうだい？」

「湯煎？」

　クロノが問い返すと、女将は溜息を吐つき、新しい鍋に少量の水を入れて火に掛けた。

「湯煎ってのはお湯を入れた鍋で容器を温めるってことだよ。そんなことも知らないなんて、やっぱり、男の子だね。さあ、続きはあたしがやってあげるよ」

　女将は小さめのボウルに煮に汁じるを移し、湯煎を開始した。

「少しざらついてきたね」

　女将はへらで煮汁を掻かき混まぜながら呟く。さらに時間が経過し、甘い匂においが厨房に漂う。

　女将が鍋を調理台に移動させると、アリデッドとデネブが覗のぞき込んだ。

「樹液みたいな感じだし」

「黒っぽいし」

　アリデッドとデネブが顔を見合わせて呟いた。確かに水分が飛びきっていないからか砂糖醤じよう油ゆのように見える。

　女将はそんな二人を無視して砂糖を指で掬って舐なめた。

「うん、こりゃ、紛まぎれもなく砂糖だ」

「「砂糖！」」

　アリデッドとデネブが先を争うように指を突っ込んで口に運んだ。

「熱ッ！　けど、甘いッ！」

「こ、これが伝説の砂糖ッ！」

　二人はだらしなく相そう好ごうを崩くずした。

　このままじゃなくなっちゃうな、とクロノはボウルを取り上げた。

「クロノ様、独ひとり占じめは駄だ目めだし！」

「あたしらにも幸せを分けて欲しいし！」

「別にいいけど、もっと美お味いしいものを食べたくない？」

「た、食べたいけど、さ、砂糖が……」

「も、もっと美味しいものを食べたいし」

　二人は呻きながらイスに座り直した。

「女将、牛乳と卵をちょうだい」

「はいよ」

　クロノは新しいボウルに砂糖、牛乳、卵らん黄おうを目分量で入れ、軽く泡あわ立だてた。

「女将、金属製のボウルを調理台に置いて」

「はいはい」

　女将は壁の棚にあったボウルを手に取り、調理台に置いた。

「二人とも、ボウルを凍こおらせて」

「よく分からないけど……氷つらら舞まい」

「氷舞！」

　二人が時間差で魔術を放つ。白い、冷気の塊かたまりのようなものがボウルに直ちよく撃げきする。

　ギシリという音が響ひびき、ボウルが霜しもに覆おおわれた。

「念のため、もう一発」

「氷舞！」

「氷舞！」

　二人が再び魔術を放つと、ボウルを覆う霜が厚みを増した。

　クロノは砂糖、牛乳、卵黄の混合物を霜で覆われたボウルに流し込んだ。

「冷たッ！」

　ボウルを腋わきに抱かかえて乱暴に掻き混ぜると、中身がシャーベット状に変わった。

「こんなもんか」

　クロノはアイスクリームを皿に分け、好こう奇き心しんに目を輝かがやかせるデネブ、アリデッド、女将に差し出した。

「めしあが――」

「美味しい～ッ！　けど、頭が、頭がッ！」

「痛い痛いけど、スプーンが止まらないしッ！　ま、魔まし性ようの味みたいなッ！」

「まあ、いいんだけどさ」

　調理台の上で身み悶もだえする二人を横目に呟く。

「どう？」

「美う味まいよ。こんなに美味しい物は食べたことがないねぇ」

　女将はアイスクリームを食べ、口元を綻ほころばせた。

「これは何て料理なんだい？」

「……アイスクリーム」

　クロノは少し間を置いて答えた。アイスクリームのつもりで作ったが、これではまるでシャーベットだ。

「クロノ様は食べないのかい？」

「レイラとティリアにも食べさせてあげようと思って」

「クロノさ――」

「クロノ、捜さがしたぞ！　私にあんな真ま似ねをして逃げ出すとは何事だ！」

　声のした方を見ると、ティリアがレイラを押おし退のけて厨房に入ってくる所だった。

　レイラは少しだけ恨うらめしそうにティリアを見ている。

「ああ、二人とも呼びに行く所だったんだ」

　クロノはアイスクリームを皿に分け、テーブルの上に置いた。

「なんだ、これは？」

「いただきます」

　ティリアとレイラはアイスクリームを同時に食べ、動きを止めた。

「こ、これは……何という、いや、こんな物で誤ご魔ま化かされないぞ」

「冷たくて、甘くて、美味しいです」

　ティリアは不満そうに唇くちびるを尖とがらせながら、レイラは口元を綻ばせながらアイスクリームを口に運んだ。

「どうやって作ったんだ？」

「内ない緒しよ」

「いいから教えろ」

　クロノが人差し指を唇に当てながら言うと、ティリアは柳りゆう眉びを逆立てた。誤魔化されないと言っていたが、意識の矛ほこ先さきを変えることに成功したようだ。

「怒らないって約束してくれる？」

「うむ、父と母に誓ちかおう」

　ティリアは胸を張り、鷹おう揚ように頷うなずいた。

「まず、ビートから採った汁を鍋で煮込んで」
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「そんなものを私に食べさせたのか！」

　怒おこらないと約束したばかりなのにティリアは立ち上がって叫さけんだ。

「約束を破ったから終しゆう了りよう」

「ま、待て。怒ったら取り上げるなんて言わなかったぞ」

　クロノがアイスクリームを没ぼつ収しゆうすると、ティリアは慌てた様子で言った。

「そんなもの、なんでしょ？」

「わ、私は家畜の餌なんて食べないぞ」

　ぐぬぬ、とティリアは呻き、未練がましそうにレイラ、女将、アリデッド、デネブに視線を向ける。

「だ、駄目だし！　これはあたしらの報ほう酬しゆうだし！」

「何もしてないけど、差し上げることはできないみたいな！」

　アリデッドとデネブはティリアの視線からアイスクリームの入った皿を庇かばう。

「お前達から奪うばうつもりはない」

「わ、分けてじゃなく奪うという所に底知れぬ恐きよう怖ふを感じるみたいな」

「な、何だか意味もなく震ふるえてくるし」

　アリデッドとデネブがぶるぶると震えながら言い、ティリアは立ち上がった。

「クロノ、アイスクリームを食べ終えたら私の部屋に来い」

「「姫ひめ様さまってば大だい胆たん！」」

「――ッ！」

　アリデッドとデネブが茶ちや化かすと、ティリアは大きく目を見開いた。今朝のことを思い出したのか、顔を真っ赤にしている。女将も同じなのか、真っ赤になっている。

「わ、私は今後のことについて話そうと思っただけだ」

「「子どもは何人みたいなッ？」」

「不敬罪で牢ろうにぶち込むぞッ！」

「「キャァァァッ！」」

　ティリアが真っ赤になって怒ど鳴なると、アリデッドとデネブは悲鳴を上げて逃げ出した。

　そのまま厨房を飛び出したかと思いきや――。

「「クロノ様、フォローをお願いしますみたいな！」」

　扉の陰かげから顔だけ出してそんなことを言った。





※






「な、何なんだ、あの双ふた子ごは。わ、私とクロノが、こ、こ、こ子どもだなんて」

　クロノが執しつ務む室しつに入ると、ティリアは席に着いてぶつぶつと呟つぶやいていた。

「来たよ」

「――ッ！」

　クロノが声を掛かけると、ティリアはびくっと震えた。

「な、何だ、クロノか。どうしたんだ？」

「ティリアが呼んだんだよ」

「そうだ――ッ！」

　ティリアはハッとしたようにクロノを見た。顔がみるみる赤く染まっていく。どうやら今朝のことを思い出したようだ。

「わ、私にあんなものをぶっ掛けて逃げるとは何事だッ！」

　ティリアは真っ赤になって叫び、バンバンと机を叩たたいた。誤魔化せたと思っていたのだが、やはり現実は甘くないようだ。

「は、はは、母上譲ゆずりの髪かみによくもよくも！」

　さらにバンバンと机を叩き、頭を抱えて机に突つっ伏ぷした。くきーーッ！　と奇き声せいを上げているが、気持ちはよ～く分かる。

　もし、自分が女で、知り合いから赤ちゃんの素もとをぶっ掛けられたら――殺される、とクロノは命の危険を感じて踵きびすを返した。

「逃げるなッ！」

　白い光に包まれた羽根ペンが首筋を掠かすめて扉に突き刺ささった。

「も、もう用は済んだものとばかり」

「そんな訳がないだろう」

　ティリアが居住まいを正したので、クロノも背筋を伸のばした。

「実は……帝てい都とに戻ることになった」

「いつ帰るの？」

「具体的な日程は決めていないが、来週中には帰るつもりだ」

「なるほど、なら丁度いいかも」

「丁度いいとはどういうことだ？」

「ケインが来週には働きたいって言ってたからさ」

「ああ、そういうことか。だが、傷の方は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「できるだけ早く働いて信用されるようになりたいんだって」

「本当に盗賊か？」

　ティリアは困こん惑わくしているかのように眉根を寄せた。気持ちは分からないでもないが、元々は自由都市国家群で真ま面じ目めに働いていたのだ。

　さらにいえば傭よう兵へいになる前は農家だった。偏へん見けんかも知れないが、真面目にこつこつ働くという性質が遺伝子に組み込まれていても不思議ではない。

「他に用はない？」

「どうして、お前はすぐに帰ろうとするんだ？」

「だって、ティリアが呼ぶ時って碌ろくなことがないんだもの」

「失礼なヤツだな、お前は。私はいくつか質問しようと思っていただけだ」

「そういうことなら……と先にこれを渡わたしておくね」

　クロノは机に歩み寄り、小こ瓶びんと折おり畳たたんだ紙を置いた。

「これは何だ？」

「ビートから作った砂糖とアイスクリームのレシピだよ」

「砂糖？　そうか、砂糖が入っていたのか。道理で甘あまいはずだ。しかも、サトウキビではなく、ビートから作ったと」

　ティリアは思案するように腕を組んだ。静せい寂じやくが舞まい降おりる。嫌いやな予感がした。

　実戦を経験して研とぎ澄すまされた危機察知能力が逃げろと訴うつたえている。

「クロノ、どうしてビートから砂糖が抽出できると分かったんだ？」

　ティリアは静かに立ち上がり、ゆっくりと近づいてきた。

　優しげな表情を浮うかべているが、それが恐怖を誘さそう。

「どうしてだ？」

　ティリアは立ち止まり、問いかけてきた。距きよ離りは五歩にも満たない。

「答えろ」

「囓かじってみたら甘かったから砂糖を抽出できるんじゃないかなって思ったんだよ」

「家か畜ちくの餌を囓る貴族が何処にいる？」

「ここにいるよ」

「確かに、そういう貴族もいるかも知れん」

　ティリアが距離を詰つめてきたので、その分だけ後あと退ずさる。

「百歩譲って囓る貴族がいたとしよう。だが、紙の製法はどうだ？」

「どうして、ここで紙の話をするの？」

「いいから答えろ」

　クロノが問い返すと、ティリアは苛いら立だったように言った。

「偶たま々たま、作り方を知っていたんだよ」

「ほぅ、何ど処こで紙の作り方を知ったんだ？」

「子どもの頃に教わったんだよ」

「なるほどなるほど、子どもの頃に教わったか。それが本当の話なら南辺境は紙の一大生産地になっていなければおかしいな」

「そ、それは……」

　クロノは後退り、背中に軽い衝しよう撃げきを受けた。いつの間にか壁かべ際ぎわまで追い詰められていたのだ。横に逃げようとしたが――。

「逃がすかッ！」

　ティリアの腕が行く手を塞ふさいだ。壁ドンというヤツだ。

「……私はお前と話すようになってから、ずっと違い和わ感かんを抱いだいていたんだ」

「どんな？」

「異物感だ」

「そりゃ、浮いてたと思うけど」

「そういうレベルじゃない。ここにあってはいけないものがある。そういう違和感だ」

　ティリアは目を細め、短たん剣けんを鞘さやから引ひき抜ぬいた。

「お前は何処かで自由都市国家群とは異なる紙の製法を学んだ。何処で学んだ？　さあ、言え。言わないと死ぬぞ」

「殺すぞの間ま違ちがいじゃ？」

「どっちも同じだ」

　言え、とティリアはクロノの喉のど元もとに刃やいばを突き付けた。

「友達だと思っていたのにひどいや」

「私も友達だと思っているが、残念ながら私には立場というものがある。お前に領主という立場があるようにな」

「友情は永遠じゃない？」

「……そうだ」

　クロノが小さく呟くと、ティリアは呻うめくように言った。

「正直に言え。そうすれば死なずに済むかも知れん」

「殺さないって約束してくれないの？」

「内容次第だ」

　クロノは溜ため息いきを吐いた。事実を話しても、嘘を吐いても殺されるような気がする。

　どうせ殺されるのならば事実を口にするべきだろう。

「……僕ぼくは異世界から来たんだ」

「そうか。その話は誰だれかにしたか？」

「部下に話したけど、信じてもらえてないっぽい」

　ティリアは溜息を吐き、クロノから離れた。首筋に触ふれると、ぬるりとした感かん触しよくがあった。どうやら、血が流れているらしい。

「ケフェウス帝てい国こくの初代皇こう帝ていは異世界から来たと言われている」

「僕と同じ？」

「お前は図ずう々ずうしいな」

　ティリアは呆あきれたように言った。少しだけ緊きん張ちよう感が和やわらいだ気がするが、まだ短剣を鞘に収めていないので命の危機は継けい続ぞく中だ。

「モリ・ランマルの名前に聞き覚えは？」

「それなら知ってる」

　森もり蘭らん丸まる――本能寺の変で織田信長と運命を共にした小こ姓しようの名前だ。もっとも、クロノはそれ以上のことを知らないが。

「なるほど、蘭丸が訛なまってラマルになったんだ。徹てつ底てい的てきに宗教弾だん圧あつをして政教分ぶん離りしたのは織田信長に倣ならったのかな？」

「その名前を知っているとは確定だな」

「あ、信長の名前も残ってるんだ。だったら火ひ縄なわ銃じゆうは？　火縄銃はないの？」

「火縄銃？」

「ないんだ、火縄銃」

　ティリアが不思議そうに首を傾かしげ、クロノは肩かたを落とした。

　まあ、よくよく考えてみれば知識があるからと簡単に再現できるものでもないか。

　黒色火薬の材料を知っていても作れるかどうかは別問題なのだ。

「でも、どうして僕を殺そうとしたの？」

「異世界人で黒くろ髪かみだからな」

「まあ、ケフェウス帝国では珍しいと思うけど」

　クロノは前まえ髪がみを摘つまんで呟いた。

「初代皇帝が黒髪だったという話も残っている。お前を担かつぎ上あげようとする連中がいたら厄やつ介かいだからな」

「ひどい理由」

「もっと厄介なのは異世界の知識だ。悪用されて国が滅ほろんだら洒落しやれにならん」

「そんな大した知識は持ってないよ」

「お前にとって大した知識でなくてもこの世界ではそうじゃないということだ」

「そんな大袈裟な」

「大袈裟じゃない。やり方にもよるが、お前の作った紙で自由都市国家群に大だい打だ撃げきを与あたえられるんだぞ。砂糖だってそうだ」

「そんなもんかな？」

「そういうものなんだ」

　ティリアは苛立った様子で言ったが、競争原理が働くのは悪いことではないと思う。

　もちろん、口にはしない。短剣を首筋に突き付けられるのは一度で十分だ。

「そういう反応をされると殺すべきか、生かすべきか悩んでしまうな」

「うう、冗じよう談だんに聞こえない」

「もちろん、冗談じゃないぞ」

　ティリアは軍服の襟えりを掴つかんでクロノを壁に押し付けた。押し退けようとしたが、びくともしない。腕から白い光が立ち上っている。神しん威い術じゆつで筋力を強化しているのだ。

　ティリアはクロノに顔を近づけ、目を細めた。

「私はお前を殺すべきか、生かすべきか悩んでいる。お前はどうするべきだと思う？」

「僕の立場からしたら生かす以外に選せん択たく肢しはないね」

「道理だな」

　ティリアは溜息交じりに言い、短剣を鞘に収めた。取とり敢あえず、殺されずに済むようだ。

「殺さないでくれる？」

「しばらくは生かしておいてやる」

「よかっ――」

「ただし！　生かしておいてやるから、せめて私が帰るまでは品行方正な領主のふりをするんだ！　ハーフエルフやコックを……女を部屋に連れ込むのは禁止だ！」

「え～、そんなぁ」

「情けない声を出すな！　お前はメイドに何と言われているのか知っているのか？」

「それって、どっちのメイド？」

「私のメイドに決まっている」

「だったら、仕方がないよ」

　ティリアのメイドは上級貴族の関係者だ。そんな彼かの女じよ達たちにしてみればティリアと気安く接するクロノは面おも白しろくない存在に違ちがいない。

「仕方がない、じゃない！　お前は貴族に相応ふさわしくないと言われてるんだぞ？　このまま帝都に帰ったら……」

「どんなことになるの？」

「悪い噂うわさが立つのは間違いない」

「なんだ、その程度か」

　ティリアは神しん妙みような面おも持もちで言ったが、クロノは胸を撫なで下おろした。

「その反応はおかしくないか？」

「散々、軍学校で陰かげ口ぐちを叩かれたから慣れてるよ。遠い帝都で陰口を叩かれても全く気にならないね。勝手に言ってろって感じ」

「今はいいかも知れんが、お前が中央に――」

「僕は中央で活かつ躍やくしたいなんて思ってないよ」

「何だと？」

「僕は地方領主として人生を全まつとうできたらそれで満足だよ」

　意外そうに目を見開くティリアに自分の気持ちを伝える。

「人選を間違えたかも知れんな」

　ティリアはぼやくように言った。

「やっぱり、目的があったの？」

「目的というか、将来的に何かの役に立てばラッキーくらいの感覚で領主にしてやったんだが、ここまで野心がないとは……」

「期待してるって言ったくせに」

「もちろん、そういう気持ちはあったが、何かの役に立てばと思っていたのも事実だ」

　ティリアは溜息交じりに言った。

「まあ、仕方がないな」

「ご期待に添そえなくて悪いね。それで、僕は解任？」

「もう許可をもらっているからな。これで解任したら悪あしき前例を作ることになる。だが、お前の悪い噂が広がると、私にも影えい響きようが出る」

「そこは一いち蓮れん托たく生しようということで」

「地方領主として人生を全うしたいと言っているヤツが一蓮托生とは片腹痛い」

「うん、でも、まあ、ティリアがピンチの時には……」

「どうして、黙だまり込む？」

「駆かけつけたいのはやまやまだけど、領民や部下に危険が及およぶのは避さけたいと思って」

「いきなり守りに入ったな」

「自分だけなら無理も無む茶ちやもするんだけどね」

「やはり、お前を領主にしたのは間違いだったかも知れないな」

　ティリアはぼやくように言った。

「まあ、お前が悪い噂が立つことを気にしていないのは分かった。だが、せめて、私がハシェルを発たつまで禁欲しろ、禁欲」

「ぜ――」

　善処しますと言うよりも早くティリアは短剣を引き抜き、刃をクロノの首筋に当てた。

「禁欲するか死ぬか、今ここで決めろ」

「わ、分かりました。禁欲します」

　クロノは泣く泣く頷いた。





※






　一週間が過ぎ、ティリアが帝都に帰る日がやって来た。普ふ段だんは槌つち打うつ音を響かせている工こう房ぼうも今日ばかりは静まり返っている。クロノは侯爵邸の庭園でティリアと見つめ合っていた。ただし、二人きりではない。

　クロノの背後には侯爵邸の使用人が、ティリアの背後には馬車と騎き兵へいが並んでいる。

「寂さびしくなるよ」

「だったら、もっと寂しそうな顔をしろ」

　ティリアは不ふ愉ゆ快かいそうに顔を顰しかめた。

「本当に寂しいと思ってるんだよ。でもさ――」

「皆みなまで言うな」

　ティリアがクロノの言葉を遮さえぎる。やはり、不愉快そうな顔をしている。

　気持ちは分からないでもないが、こちらの気持ちも理解して欲ほしい所だ。

　何しろ、一週間も禁欲を強しいられたのだ。顔が綻んでも仕方がないではないか。

「チッ、この淫いん獣じゆうめ」

「淫獣！」

「どうして、目を輝かせる！」

　ティリアは声を荒あららげた。

「いや、だって、いるのかと思って」

「淫獣とはお前みたいなヤツのことだ」

「なんだ、いないんだ」

　クロノは小さく呟いた。ファンタジーな世界なのだから触しよく手しゆモンスターがいてもよさそうなものだが、残念ながらいないようだ。

「まったく、お前というヤツは。もう少ししんみりとした雰ふん囲い気きを出せないのか？」

「しんみりと言われてもね」

　ティリアが呆れたように言い、クロノは頭を掻いた。

「帝都まで二週間もあれば行けるし、僕とティリアの関係ならこんなもんじゃない？」

「わ、私達たちの関係？」

　ティリアは上うわ擦ずった声で言った。何を考えているのか、耳まで真っ赤だ。まあ、赤ちゃんの素をぶっ掛けた仲ではあるが――。

「友達、でしょ？」

「友達……そうだな、私達は友達だな」

「世界中を敵に回しても君を守るみたいな台詞せりふは言えないけど、少なくとも僕から敵に回ることはないよ」

「また、微び妙みような言い回しを……」

　ティリアは苦虫を噛み潰つぶしたような表情を浮かべた。守るものがなければこんな台詞を吐かずに済むのだが、領主とは不自由なものだ。

「じゃ、またね」

　クロノが手を差し出すと、ティリアは握にぎり返してきた。柔やわらかな手の感触に少しだけ心臓の鼓こ動どうが速まる。

「……そういえば」

「またねと言ったばかりだぞ」

　ティリアは呆れたように言った。

「補ほ充じゆう兵のことなんだけど、軍務局に申しん請せいしたのに返信がないんだよね」

「分かった。私がエラキス侯こう爵しやく領に補充兵を送るように言っておく」

「悪いね」

「友達なのだから少しくらい骨を折ってやる。他ほかにはないか？」

「初代皇帝の件なんだけどさ」

「藪やぶから棒ぼうにどうしたんだ？」

「初代皇帝って子どもはどうしたの？」

「どうしたって、普ふ通つうに子どもを作ったぞ。決まってるじゃないか」

　ティリアは不思議そうに首を傾げた。

「なら、いいんだ」

「おかしなヤツだな」

　異世界から来た人間が子どもを作れるのか心配だったが、杞き憂ゆうだったようだ。もしかしたら、元の世界とこの世界には何らかの繋つながりがあるのかも知れない。

「他にはないか？」

「あとはないかな」

「じゃ、達者でな」

　ティリアは手を離はなし、背後に控ひかえていた箱馬車に向かった。だが、途と中ちゆうで足を止めて肩かた越ごしにこちらを見る。

「シッター、クロノのことを頼たのんだぞ」

「お任せ下さい」

　ティリアの言葉を受け、いつの間にか隣となりに来ていたシッターが答える。

「今度こそ、さよならだ」

　ティリアが乗ると、箱馬車はゆっくりと動き始めた。

　クロノは黙って箱馬車を見送った。
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　その夜――クロノはレイラに勉強を教えていた。

　勉強会は恒こう例れいとなっていたが、その日に限ってレイラの様子がおかしかった。

　本を読んでいても、かけ算を解いていても何処か上の空なのだ。

　当然、読み間違いや計算ミスが頻ひん発ぱつする。もしかしたら、体調が悪いのかも知れない。

　厳しい訓練を終えた後に勉強し、さらに休みの日にも自主的に勉強しているのだ。

　体調を崩しても仕方がない。にもかかわらず、自分は禁欲終了と喜んでいた。

　そんな自分が恥はずかしい。今日は我が慢まんするべきだろう。

　求めれば応じてくれると思うが、レイラには善人だと思われたい。

　うずうずするが、何とかなるはずだ。我慢できなければ右手の世話になればいい。

「疲つかれてるなら早めに休む？」

「……はい」

　レイラは何か言いたそうにしていたが、何も言わずに服を脱ぬぎ始めた。

　クロノは軽く目を見開いた。いつも丈たけの短いタンクトップと飾かざり気けのないショーツを身に着けているレイラが今日に限ってフリフリの下着だったのだ。

　ゴクリ、とクロノは生なま唾つばを呑のみ込んだ。考えてみればレイラ達はもう未み払はらい分の給きゆう与よを自由に引き出せるようになったのだ。

　まさかフリフリの下着を買うとは思わなかったが、自分のために買ってくれたと思うと股こ間かん――もとい、胸が熱くなる。

　クロノはドキドキしながら上着のボタンを外し、驚きよう愕がくに目を見開いた。

　なんと、レイラが服を畳み始めたのだ。普段は下着を脱いでスマートなボディーラインを惜おしげもなく曝さらしながら服を畳み始めるのに。

　さらに異常事態は続く。レイラは服を机の上に置くとベッドに横たわってしまったのだ。

　一体、何が起きているのか。クロノは不ふ審しんに思いながら制服を脱ぎ、下着姿でベッドに横たわった。すると、レイラが背中を向けた。レイラが背中を向けたのだ。

　クロノは息を呑むほどの衝撃を覚えた。

「あの、レイラ？　レイラさん？」

「――ッ！」

　クロノが触れると、びくっとレイラは体を硬こう直ちよくさせた。

　落ち着け。素数を数えて、落ち着くんだ。

　理由を聞くべきか。いや、藪やぶ蛇へびになったら目も当てられない。

「照明を消すよ」

「――ッ！」

　次の瞬しゆん間かん、クロノはレイラに組くみ敷しかれていた。電光石火の早はや技わざだった。

「……クロノ様」

「何でしょう？」

　レイラがギラギラした目でクロノを見下ろしている。それは捕ほ食しよく者しやの目だ。

「申し訳ございません」

　そう言って、レイラは下――クロノの下半身の方に移動した。

　冷気がクロノの下半身を刺し激げきする。パンツを下ろされてしまったのだ。

　レイラは軽く目を見開いた。一週間禁欲を強いられたせいで暴発寸前だった。

「……失礼いたします」

「あ、あの、はい、お願いします」

　温かく、ぬるぬるした感触にクロノはあっという間に達してしまった。レイラはクロノを放すと、うっとりとした表情を浮かべた。

　その艶あでやかな表情にクロノは興奮していた。恐おそらく、それはレイラの雌めすとしての表情を引き出せたことに起因するものだろう。

　レイラがゆっくりと体を起こし、クロノは寒気を覚えた。彼かの女じよの瞳ひとみは未いまだに捕食者のそれであったからだ。




　一時間後――。




「……ふぅ」

　レイラはクロノの胸に額を押しつけ、艶つやっぽくも荒あら々あらしい呼吸を繰くり返かえした。

「申し訳ありません」

「いや、まあ、この一時間の間に起きたことは謝あやまってもらうことじゃないんだけど、どうかしたの？」

「クロノ様が一週間求めて下さらなかったので……」

「いや、それは……」

　ティリアに禁欲を命じられていたからで、と言い出せない雰囲気だった。

「それに女将おかみの件も……」

「気付いてたんだ？」

「はい、女将のクロノ様を見る目が優やさしかったものですから」

　レイラは小さく頷いた。女将とはアイスクリームを作った時に顔を合わせたきりのはずだが、それだけで関係に気付くとは恐るべき洞どう察さつ力りよくである。もはや超ちよう能のう力りよくの域だ。

　いや、クロノが気付いていないだけで女将と何かあったのかも知れない。だが、それを尋たずねるのは憚はばかられる。
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「飽あきられてしまったのかと不安で我を忘れてしまいました。クロノ様は貴族で、いつまでも私のようなハーフエルフが独ひとり占じめできる訳がないと分かっていました。分かっていたはずなのに、私は、なんて」

　浅ましい、とレイラは自分を卑ひ下げするように呟いた。クロノは何も言えなかった。

　軽い気持ちで女将を抱いていたのならいくらでも言い訳ができただろう。

　だが、本気で女将を抱いたのだ。その気持ちは今も変わっていない。

「僕はレイラのことを愛しているけど、女将のことも愛しているんだ。でも、多分、他の女性……たとえばアリデッドやデネブに誘ゆう惑わくされたら拒こばみきれないような気がする。跡あと継つぎのことを考えたら結けつ婚こんもしなきゃならないし、公私混同もしたくないから、目に見えるメリットはないと思う」

　情けない。レイラは盗とう賊ぞくに犯おかされるなら死を選ぶと言ってくれたのに自分はベッドの上で不誠実極きわまりない台詞を吐はいている。さらに公私混同をしたくないなんて都合のいいことまで言っている。

　不誠実、ここに極まれりだ。レイラはこんな不誠実な男の愛人なのだ。そう考えるとレイラがクロノを求めた理由が分かるような気がした。

　実感が欲しいのだ。愛という形のないものでしか繋がっていないからこそ行こう為いを通じて実感を求める。それは当然の感情だ。

「このまま関係を続けて、もし、仮に、万が一、私がクロノ様の子どもを身み籠ごもったら？」

「もちろん、認にん知ちするよ」

「ハーフエルフの子を認知するなんて聞いたことがありません」

　クロノが言うと、レイラは慌あわてたように体を起こした。

「これが僕なりの誠実さ……いや、すごく調子のいいことを言っているのは分かってるんだよ。でも、養子だったり、貴族だったり、上官だったりで、あっちを立てたら、こっちが立たない状じよう況きように」

　レイラはくすりと忍しのび笑わらいを漏もらした。

「今のクロノ様は子どもみたいです」

　レイラはクロノにキスをして、いつもの位置に戻もどった。今度は背を向けない。

「多分、私もクロノ様と同じです。愛だけを望むのなら兵士を辞やめるべきなのに、少しでも役に立ちたくて……私は欲張りです」

「きっと、一番の欲張りは僕じゃないかな」

　クロノはレイラの耳に優しく触れた。







第二章　『黄土神殿』







　帝てい国こく暦れき四三〇年七月中ちゆう旬じゆん――。

「いつもありがとうございます」

「いえ、私は黄土にして豊ほう穣じようを司つかさどる母ぼ神しん様の教えに従っているだけですから」

　シオンはにっこりと微笑ほほえみ、男に野菜を煮に込こんだスープと硬かたいパンを渡した。

　汚きたならしい身なりの男だ。爪つめはどす黒く変色し、体は饐すえたような臭においを放っている。

　仕方のないことだ。この人は誰にも頼たよれずに路上で物もの乞ごいをして暮らしているのだから。

　領主が替かわり、ハシェルはいくぶん住みやすくなったらしい。

　けれど、底辺まで落ちてしまった人は容易に這はい上がれない。

　そのことに憤いきどおりを覚え、同時に自分の無力さを情けなく思う。

　自分にはこうして炊たき出だしをすることしかできないのだ。

　ガンガンという音が響ひびき、シオンは我に返った。

　目の前に汚らしい身なりの男が立っていた。先さき程ほどとは別の男だ。

「どうぞ」

「チッ、また屑くず野菜のスープかよ。偶たまには肉が食ってみてぇな」

　男はスープとパンを受け取り、去って行った。

　よくあることです、と自分に言い聞かせ、湧わき上がる負の感情を抑おさえる。

　実際、炊き出しを行っているとよくあるのだ。感謝の言葉を口にしてくれる方が珍めずらしい。

　シオンは自分の手を見つめ、小さく溜息を吐いた。

　黄土にして豊穣を司る母神は古くから農耕神として信しん仰こうされてきた。

　神しん官かんは大地の恵めぐみを分かち合い、農耕の知識と技術を伝えることを使命とする。

　だが、シオンはその在り方に疑問を抱くようになっていた。

　そして、畑仕事でボロボロになった手を見るたびに思う。

　自分も父のように誰からも顧かえりみられることなく死んでいくのではないか、と。

　そんな風に考えているから――、とシオンは暗あん澹たんたる気分で溜息を吐いた。
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　エラキス侯こう爵しやく邸ていには槌打つ音が響き、ドワーフ達が忙いそがしそうに動き回っていた。

　見慣れた光景だが、最近は筋肉質な男達がそこに加わった。

「おい！　早く木を運んでくれ！」

「煉れん瓦がはこっちでいいのか？」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　サボってるんじゃねぇッ！」

「す、すみません！」

　ある者は木材を、ある者は煉瓦を運び、ある者はサボろうとして叱しかられていた。

　男達が建てているのは和紙を作るための工房――製紙工場である。

　クロノはゴルディと共に作業風景を眺ながめていた。

「この分なら二ヶか月げつもあれば完成しそうですな」

「工房自体はね。これから働いてくれる人を集めて、技術指導をして、それまでに材料を備び蓄ちくして……」

　クロノはやらなくてはならないことを指折り数え――。

「ゴルディ、過労死しないでね？」

「ははは、前にも申し上げた通り、働き過ぎて死んだ者などおりませんぞ」

　ゴルディは朗ほがらかに笑った。その顔は誇ほこりと喜びに満ちている。

「しかし、クロノ様は面白いことを考えますな」

「面白いこと？　ああ、ライン作業のことね」

　クロノは首を傾げ、すぐにゴルディが何を面白いと言っているのかに気付いた。

「作業工程を分担するなど考えたこともありませんでしたからな」

「この方法なら覚える手間が少なくて済むと思ったんだけど……」

　ライン作業とは工場で製品を作る際に用いられる方法だ。

　自分の担当する仕事だけ覚えればいいので一から職人を育てずに済む。

　効率的な方法だと思って提案したが、いざ計画が動き始めると、もっと上う手まい方法があったのではないかと不安が湧き上がってくる。

「いえ、ラインという発想は素す晴ばらしいですぞ。未知の試みですが、模も擬ぎ的なラインで試ためしてみれば問題点も洗い出せると思いますぞ」

「そう言ってくれると、安心できるよ」

　上手く軌き道どうに乗れば一年半で投資した額を回収できるが、軌道に乗らなかった時のことを考えると今から胃が痛い。

「だから、紙を寄よ越こせって言ってるでしょうが！」

　背後からヒステリックな声が聞こえて振ふり返ると、エレナが工房で働くドワーフに詰め寄っていた。

「ホント、使えないわね！」

　エレナは吐き捨てるように言って、今度はこちら――ゴルディに向かってきた。

「そこのドワーフ、紙を寄越しなさい！」

「紙なら工房にありますぞ？」

「なかったから言ってるんじゃない！」

　エレナは苛立った様子で言った。

「……エレナ」

「何よ？」

　クロノが名前を呼ぶと、エレナは拗すねたような口調で言った。

「もう少し丁てい寧ねいな言葉を心こころ掛がけてよ」

「はぁッ？」

　エレナの片かた眉まゆが跳はね上がる。

「……エレナ」

「ちょ、ちょっと待って！」

　クロノが手を伸のばすと、エレナは怯おびえているかのような表情を浮うかべ、後あと退ずさった。

　いや、後退ろうとしたというべきか。その場に立たち尽つくすエレナの首輪に触れる。

　すると――。

「や、お願いだから、あたしが悪かったから殴なぐらないで」

「一度も殴ったことなんてないよ」

　エレナが怯えているような、媚こびているような声こわ音ねで言い、クロノは溜息を吐いた。

　やはり、奴ど隷れい商人に心を折られた結果、暴力への耐たい性せいが極きよく端たんに低下しているようだ。

　脅おどすようなやり方は好きではないが、こうしないと止まらないのだから仕方がない。

「お願い、お願いします。殴らないで下さい」

　首輪を上に引っ張ると、エレナは爪つま先さき立だちになった。

　抵てい抗こうしようと思えば抵抗できるのにされるがままだ。

「ゴルディ、紙を探してきて」

「分かりましたぞ」

　ゴルディが工房に向かって走る。

「こういうことはしたくないから丁寧な言こと葉ば遣づかいを心掛けてね」

「ど、ドワーフを庇かばうつもり！」

　怒いかりからか、エレナの瞳がギラギラとした輝かがやきを放つが――。

「ご、ごめんなさい！　生意気なことを言ってごめんなさいッ！　もう二度と生意気なことを言いません！　だから、叩たたかないで、叩かないで下さい！　ねぇ、何か言ってよ！　怖こわいのよ！」

　クロノが首輪を上に引くと、エレナは必死に懇こん願がんした。

　心を立て直せたのは一いつ瞬しゆんだけだったようだ。

「エレナ、君の仕事は？」

「経理と事務……それと娼館と奴隷売買の営業許可の受付も」

　エレナは媚びるような上うわ目め遣づかいでクロノを見つめた。営業許可の受付は新しい仕事だ。

　今までエラキス侯爵領には売春と奴隷売買を制限する法律がなかった。

　だが、来月以降はクロノの許可がなければ売春も、奴隷の売買も行えなくなる。

　売春は条件を満たした娼館でのみ、基本的に街がい娼しよう行こう為いは禁止だ。

　奴隷の売買も許可された奴隷商人のみ合法となり、奴隷市も事前申請が必ひつ須すとなる。

「紙を用意するのも君の仕事だよ？」

「は、はい、その通りです」

　何な故ぜか、エレナは潤うるんだ瞳でクロノを見つめ、切なそうに太ふと股ももを擦すり合あわせた。

「今後は誰に対しても丁寧に接すること。分かったね？」

「わ、分かりました」

　クロノが首輪から手を放すと、エレナはその場にへたり込んだ。石の上にでもへたり込んだのか、スカートを押おさえてビクビクッと体を震ふるわせる。

「ありましたぞ」

「……ありがと」

　エレナはゴルディから紙を受け取ると、震える脚あしで立ち上がった。そして、覚おぼ束つかない足取りで侯爵邸に戻っていく。

「クロノ様は、これからどうするのですかな？」

「街の視察に行ってくるよ」

「分かりましたぞ」
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　クロノはきょろきょろと視線を巡めぐらせながら街を歩く。売春が許可制になることもあってか、街がい娼しようらしき女性は目に見えて減ったが、浮ふ浪ろう者の数は減っていない。

「……早く救きゆう貧ひん院いんを再開しないと」

　といったものの、そう簡単に再開できない理由がある。この世界の救貧院は利用者が自立できるまで衣食住を提供する場所ではないのだ。

　レイラによれば利用者はなけなしの金品を巻き上げられ、過か酷こくな環かん境きよう――食事は一日一回、寝ねる時は床ゆかに雑ざ魚こ寝ね、無給で働かされ、さらに院長や職員に暴力を振るわれるという強制収容所のような所らしい。正直、これでは利用者の自立など夢のまた夢だ。

　院長と職員を呼び戻せば解決だと軽く考えていた自分をぶん殴ってやりたい。

「新しい院長を雇やとった方がいいよな」

　ふと脳のう裏りを過よぎったのは黄土にして豊穣を司る母神の神官シオンだ。

「炊き出しをやってるんならそういう人達から信用されてるだろうし、ビートの件もある。読み書きができるんなら部下に勉強を教えて欲しいし、この辺りの農業についても教えて欲しいし……こんなに仕事させたら過労で倒たおれるかも」

　それ以前に救貧院の仕事じゃないか、と頭を振る。できる人に仕事を任せているといえば罪悪感を覚えずに済むが、実際は仕事の割り振りが下手なだけだ。

　領主として、指揮官として仕事を上手く割り振る方法を覚えなければなるまい。

「さて、シオンさんは」

　クロノは広場に入り、周囲を見回した。幸い、シオンはすぐに見つかった。

　彼女は一週間前と同じ場所で木箱に座すわっていたのだ。

「やあ、シオンさん」

「く、クロノ様」

　シオンはハッとしたように立ち上がった。

「座ってていいよ」

「は、はい、分かりました」

　シオンは木箱に座り、恥ずかしそうに俯うつむいた。チラチラとクロノの顔を盗ぬすみ見みる。

「あ、あの、ほ、本日はどのようなご用件でしょうか？　び、ビートを……いえ、何でもありません」

「そのことなんだけど――」

「イィィィィィヤッホォォォォォォォッ！」

「ヒャッハァァァァ！」

　甲かん高だかい叫さけび声ごえがクロノの言葉を遮った。衝しよう撃げきを受け、尻しり餅もちをつく。声の主――アリデッドとデネブに突つき飛とばされたのだ。

「ビートを売って欲しいし！」

「あるだけ袋ふくろに詰つめろみたいな！」

「……二人とも落ち着いて下さい」

　アリデッドとデネブが喚わめき、やや遅おくれてやってきたレイラが溜ため息いき交じりに窘たしなめる。

「あの、び、ビートは、あ、あの……一週間前は家か畜ちくの飼料を売りつけるなと」

「記き憶おくにないし！　あたしらがビートを買うしッ！」

「畑ごと買い上げてもいいし！　売るか売らないか早く決めて欲しいしッ!!」

「ひぃッ！」

　アリデッドとデネブがものすごい剣けん幕まくで詰め寄り、シオンは悲鳴を上げた。

「売って頂けないと、次の休みまで買いに来られないので」

　レイラが申し訳なさそうに付け足した。

「……君達は強ごう盗とうか」

「「「クロノ様！」」」

　クロノが手に付いた土を払はらいながら立ち上がると、レイラ、アリデッド、デネブの三人は目を見開いた。

「だ、誰だれが、こんなことを！」

「ゆ、許せないよね！」

「君達に突き飛ばされたんだよ」

　クロノは手の平を見つめ、顔を顰めた。手の平に小さな傷があった。アリデッドとデネブは顔面蒼そう白はくだ。二人とも貴族に傷を負わせることの意味を理解しているようだ。
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「ほら、早く神しん威い術じゆつで治すみたいな！」

「お布ふ施せを弾はずんじゃうからお願いみたいな！」

「あ、あの、わ、私……」

　アリデッドとデネブの剣幕に圧あつ倒とうされ、シオンは今にも泣き出しそうだ。

「二人とも、これくらいの傷で神威術を使わせられないでしょ」

　神威術は便利な術だが、廃はい人じんになるというリスクが存在する。流石さすがにこの程度の傷で使わせる訳にはいかない。

「クロノ様、失礼します」

　レイラがクロノの手を取り、口元に運ぶ。そして、傷に舌を這わせた。

「あの、レイラさん？　エルフの唾だ液えきには治ち療りよう効果があるんでしょうか？」

「分かりません」

　レイラはしばらく傷を舐なめ続つづけ――。

「これで大だい丈じよう夫ぶだと思います」

「あ、ありがとう」

　恥ずかしさのあまり頬ほおが熱いが、レイラも恥ずかしそうに俯いている。

「「二人は熱そうなのに、あたしらは極ごつ寒かんみたいな」」

　アリデッドとデネブはシオンから離れた。

「あの、私はどうすれば？」

「「ビートを売ってくれれば帰って構わないし」」

　砂糖以外に興味のなさそうな二人を眺め、クロノは溜息を吐いた。

「シオンさんに相談したいことがあるから、勝手に帰らせちゃ困るよ」

「「だってさ」」

「ちなみにビートは僕ぼくが買かい占しめます」

「な、な、何の権利があってッ？」

「お、横暴だし！」

「クロノ様は領主兼けん指揮官ですので全すべての権利を持っています」

「「うぐッ！」」

　レイラに指し摘てきされ、アリデッドとデネブは呻うめいた。

「あ、ありがとうございます！　クロノ様に黄土にして豊穣を司る母神様の祝福がありますように」

「シオンさん、話したいことがあるんですけど、時間は大丈夫ですか？」

「は、はい、大丈夫です」

　片付けなければと考えているのか、シオンがチラチラと露ろ店てんに視線を向ける。

「ね、ねぇ、クロノ様？　あたしらにもビートを分けて欲しいみたいな？」

「な、何ならサービスするし」

　アリデッドとデネブはクロノの腕うでに自身のそれを絡からめた。

　さらに胸を押し付つけてくる。柔らかいが、レイラよりも小こ振ぶりだ。

「……二人とも」

「や、クロノ様を本気で誘惑してる訳じゃないし！」

「そ、そう、あたしらの目的はあくまでビートだし！」

　レイラが低く押し殺したような声で呟つぶやくと、二人は慌てふためいた様子で離れた。

「ビートが目的って」

「あわわ、一難去ってまた一難みたいな！」

「で、でも、あたしらはまたアイスクリームを食べたいみたいな！」

　クロノが呻くと、二人はやはり慌てふためいた様子で言った。

　そこでシオンが露店に視線を向けたことを思い出す。

「シオンさんの手伝いをしてくれたら分けてあげてもいいよ」

「分かったし！」

「ビート！　ビート！　ビートを山ほどもらえるし！」

　山ほどやるとは言っていないが、やる気に水を差すのも悪いので黙だまっておく。

「シオンさん、指示を出してやって下さい！」

「は、はぁ……」

「指示を！　指示を請こうみたいなッ！」

「一分一秒が勝負だしッ！」

「わ、分かりました！」

　シオンは外に出て、二人に指示を出す。

　素す早ばやい指示ではなかったが、二人は瞬またたく間まに露店を解体し、荷物を纏まとめ上あげた。

「終わったし！」

「ビート、ビートをくださいみたいな！」

「あ、あの、できれば荷車に積んで頂ければ……」

　シオンは申し訳なさそうに広場の一角に止まっている荷車を指差した。

「や、やってやるし！」

「ど、ド根こん性じようッ！」

　二人は解体した露店と荷物を担かつぎ上げ、荷車に積んだ。

　ゴルディはエルフの筋力は弱いと言っていたが、個人差があるようだ。

「侯爵邸までお願い」

「さ、際限なく要求が積み重なるし！」

「けれど、ここで諦あきらめたらビートがもらえないし！」

　クロノのお願いに二人は悲鳴じみた声を上げたが、素す直なおに荷車を引き始めた。

「じゃあ、行こうか」

「はい、クロノ様」

「……は、はい」

　クロノが歩き出すと、レイラとシオンはやや遅れて付いてきた。

「……クロノ様」

「何？」

「し、失礼します」

　名前を呼ばれて立ち止まると、レイラが腕を絡めてきた。

　どうやら、腕を組みたかったようだ。

「じゃ、行こうか？」

「はい！」

　クロノはレイラと腕を組みながら歩き出した。不自然な点がないか確かく認にんしながら歩いているせいで荷車と距きよ離りが開くが、すぐに追いついた。

　というのも、アリデッドとデネブが立ち止まって立て札を見ていたからだ。

「どうかした？」

「新しい立て札っぽいけど、書いてあることが分からないし」

「読めない立て札に意味があるのかと思ったり」

　どうやら、アリデッドとデネブも文字が読めないようだ。

「あの、これは――」

「これは来月から売春と奴隷売買が許可制になるという公示です」

　シオンの言葉を遮さえぎり、レイラが説明する。

「よろしかったでしょうか？」

「正解」

　クロノは不安そうに言ったレイラの耳を優しく撫なでた。

　ふるふるとレイラは心ここ地ちよさそうに体を震わせ、軽く頭を振って正気を呼び戻した。

「「どういうこと？」」

「来月からクロノ様の許可を受けた者でなければ売春と奴隷売買が行えなくなります」

　自信がないのか、レイラはチラチラとクロノに視線を向けてくる。

「「なんで？」」

「売春は性病の蔓まん延えんを防止するため、奴隷売買は売ばい却きやく後のトラブルを防ぐため、と書かれています」

「今までそんなことしてなかったのに訳が分からないし」

「そんなことして何の得があるのみたいな」

　アリデッドとデネブは制度を変へん更こうする意図を理解できなかったらしく首を傾かしげた。

　それはレイラも同じだったようで助けを求めるように視線を向けてきた。

「クロノ様、何のために制度を変更するのでしょうか？」

「それは――」

「よければ私が説明するわよ」

　香こう水すいの匂においが鼻び腔こうをくすぐり、空いている方の腕に柔やわらかなものが押し付けられる。

　ギョッとして隣となりを見ると、エレインがいた。残念ながら地味な服を着ている。

「その方は？」

「私の名前はエレイン・シナーよ。クロノ様とはちょっとした知り合いって所ね」

　レイラが低めの声で言ったが、エレインは柔らかな笑えみで応じた。

「クロノ様は定期的な健康診しん断だんをする娼館にだけ営業を許可することで皆みんなが安心して娼館を利用できるようにしたのよ。奴隷売買も理り屈くつは同じね。この街で売買される奴隷は女の子ばかりだけど、奴隷商人の暴力が原因で購こう入にゆう後に死ぬこともあるから」

「奴隷を購入した方の利益を守るためということですか？」

「あら、賢かしこいのね。けど、それじゃまだまだね」

　エレインはくすくすと笑った。可愛かわいいわね、と心の声が伝わってくるような笑い方だ。

「どういう意味でしょう？」

「それは直接聞いた方がいいわ」

　そう言って、エレインは意味深な視線を向けてきた。

　どうやら、彼女は売春と奴隷売買を許可制にした本当の理由に気付いているようだ。

「何か言うことはないの？」

「その節はお世話になりました」

「いいのよ。お陰かげでうちは許可一号の栄えい誉よを賜たまわったから。でも、次はもっと早めに言ってね。本当に根回しが大変だったんだから」

「それは申し訳ないです」

　クロノは素直に頭こうべを垂れた。許可制に移行するにあたり、彼女には同業者に対する根回しをしてもらった。その代価が許可一号の栄誉という訳だ。

「言ってみただけよ。じゃ、私は行くわね」

「さよなら」

「お店で待ってるわ」

　エレインはクスッと笑い、クロノから離はなれた。そのまま何ど処こかへと向かう。

「僕ぼく達たちも行こうか」

「はい、クロノ様」

　クロノはレイラと共に歩き出し、すぐにシオンが付いて来ていないことに気付いた。

　肩かた越ごしに背後を見ると、シオンはエレインが去って行った方を見ていた。

「どうかしたんですか？」

「い、いえ、何でもありません」

　シオンは少し慌てた様子で首を横に振った。

　クロノは何となく引ひっ掛かかるものを感じたが、そのまま歩き出した。
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「「アイスクリーム！」」

　侯爵邸に着くなり、アリデッドとデネブは持てるだけのビートを抱かかえて走り去った。

　向かった先は外ではなく玄げん関かんだ。自分で食材を購入するつもりはないようだ。

「女将に怒おこられなければいいけど……レイラも厨ちゆう房ぼうに行く？」

「いえ、クロノ様の傍そばにいさせて下さい」

「じゃ、応接室に」

　レイラは名残なごり惜おしそうにクロノから離れた。応接室は三階にある。腕を組んだままでは階段を上りにくいと考えたのだろう。

　クロノは二人を応接室に案内し、ソファーに腰こしを下ろした。すると、レイラが遠えん慮りよがちに隣に座った。シオンはといえば所在なさそうに立ち尽くしている。

「シオンさん、どうぞ座って下さい」

「あ、はい」

　クロノが手の平でソファーを指し示すと、シオンはソファーに浅く座った。

「あ、あの、今日は……どのような御ご用よう件けんで？」

「相談事はいくつかあるんですが、まずはエラキス侯こう爵しやく領で行われている農業について教えて下さい」

「は、はい、分かりました」

　シオンは居住まいを正した。

「え、エラキス侯爵領では三さん圃ぽ制農法を行っています」

「三圃制農法？」

　クロノが鸚おう鵡む返がえしに呟くと、シオンはびくっと体を強こわ張ばらせた。

「三圃制農法とは耕作地を三つに分け、一年目は春の作物、二年目は冬の作物、三年目に畑の地力と水分を回復させるために休耕地とし、そこで家畜を飼育する農法です。あの、地力は作物を育てる力のことです、はい」

「肥料を撒まいたり、用水路で水を引いたりしないんですか？」

「ひ、肥料ですか？」

「はい、人や家畜の糞ふん、食たべ滓かす、灰を撒けば畑を休ませずに済むんじゃないでしょうか？」

　畑には牛の糞を撒くはずだし、隣りん家かの住人は食べ滓を家庭菜園に埋うめていた。

　マンガで灰を撒くと土によいと紹しよう介かいしていたような気がする。

「あ、あの、それほど大量の糞を何処から調達すればよいのでしょうか？」

「街で集めたり、村で集めたりできませんか？」

「輸送が難しいですし、全ての休耕地を賄まかなえるほど牛を飼っている村はありません」

「牛を増やす所から始めなきゃいけないんですね」

　クロノは小さく溜息を吐ついた。現代日本と同じようにはいかないのは仕方がないとして牛を増やす所から始めなければならないのは辛つらい。

「よ、用水路についてですが、この辺りには水源がありませんから……」

「確かにこの辺りには川も、湖もありませんね」

　水源は地下水か、雨水だ。農業用の井い戸どや溜ため池いけを作るには莫ばく大だいなコストが掛かる。

　できないことはないが、自分の代で整備することは難しいだろう。

「あ、あの！」

　シオンは意を決したように口を開いた。

「し、死んだ父によれば、クローバーを栽さい培ばいすると、水分を保ったまま地力の回復を促うながせるそうです。みんなは信じてくれなかったんですけど、じ、自分で畑を耕して、牛を放して、実証したので……」

　シオンの声は尻しりすぼみに小さくなり、最後の方は蚊かの鳴くような声になっていた。

「なら、クローバーを休耕地で栽培しましょう」

「え？」

　即そつ決けつしてしまったせいか、シオンは目を見開いた。

「ああ、いえ、いきなり全面的な実じつ施しは難しいですね。取とり敢あえず、休耕地の一割でクローバーを栽培することにしましょう。成果が出たら少しずつ範はん囲いを拡大していく感じで、そうすれば農村の人達も受うけ容いれやすいと思うんです」

　悪くないアイディアのように思うが、実際には調整が必要になる。

　結果が出ないだけならまだいいが、悪あく影えい響きようが出たら最悪だ。

　その時は税の一部を免めん除じよする必要があるだろう。

「クローバーを栽培する時は技術指導をお願いできますか？」

「わ、私でよろしければ」

「それと、シオンさんは炊き出しをやっているんですよね」

「は、はい」

　シオンは恐きよう縮しゆくしているかのように肩かたを窄すぼめた。

「実は救貧院を再開しようと思ってるんです。もちろん、今までの救貧院のように私財の没ぼつ収しゆうをしたり、無給で働かせたりしません。自立できるまで衣食住を提供し、仕事を斡あつ旋せんする救貧院です。その救貧院の院長をシオンさんにお願いしたいと思うんです」

「……」

　シオンは俯き、肩を震わせていた。

「それと、シオンさんのお父さんが品種改良したビートなんですが、砂糖が抽ちゆう出しゆつできると分かったんです。将来的には砂糖を特産品に――」

　突とつ然ぜん、シオンが立ち上がり、クロノは話すのを止めた。一方的に話しすぎてしまったのかも知れない、と今いま更さらのように後こう悔かいする。

「……こ、こんなの」

　シオンが嗚お咽えつするように言葉を漏もらし、涙なみだがぽろぽろと零こぼれ落おちた。

「こ、こんなのあんまりです！」

「あ、あの、シオンさん？」

「父さんも、私も一いつし生よう懸けん命めい頑がん張ばったのに！　貴方あなたは私達ができなかったことを簡単に！」

　シオンは堪こらえきれなくなったように叫んだが、クロノは困こん惑わくすることしかできなかった。

　救いを求めて視線を巡らせるとレイラと目が合った。

「クロノ様が気にする必要はないと思います」

「いや、でもさ……」

「クロノ様はとても優やさしい方ですが、その優しさが恵まれない人間には毒になることもあります」

　そうかも知れない、とクロノはレイラの言葉を受け容れた。

　クロノはレイラがどれほど辛い目にあって、どれほど絶望したのかを知らない。

　クロノはシオンの苦労を知らない。どれほど悩なやみ苦しんだのかを知らない。

「わ、私！　なんて失礼なことをッ！」

　シオンは唐とう突とつに我に返り、走り出した。向かう先は窓――となれば目的は明らかだ。窓から飛び降りようとしているのだ。

「レイラ、止めて！」

「分かりました」

　レイラはシオンの正面に回り込むと拳こぶしを繰くり出だした。拳が鳩尾みぞおちにめり込み、シオンはその場に倒れ――涙と涎よだれで顔をぐしゃぐしゃにして咳せき込んだ。

　けひゅ、けひゅッという聞き慣れない音に総毛立つ。

「レイラさん！　き、気絶してないですッ！」

「鳩尾を殴っただけですから」

　レイラはシオンの背後に回り込み、キュッと首――恐おそらく、頸けい動どう脈みやく――を絞しめた。

　すると、シオンはすぐに動かなくなった。
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「「美う味まッ！」」

　クロノが食堂に入ると、アリデッドとデネブがアイスクリームを美お味いしそうに食べていた。そんな二人を横目に見ながら空いている席に座り、深々と溜息を吐く。

　自分がレイラの力を借りてシオンを客室に運んでいる間に二人はアイスクリームを食べていたのだ。溜息の一つも出るというものだ。

「まったく、どれだけ食い意地が張ってるんだか――おや、クロノ様じゃないか」

　食堂と厨房を繋つなぐ通路から出てきた女将おかみが軽く目を見開く。銀色のトレイを持ち、その上にはアイスクリームを盛った小皿が載のっている。

「やあ、女将」

「溜息を吐くと、幸せが逃にげちまうよ」

　クロノが溜息交じりに言うと、女将はこちらに近づいてきた。

「ほら、これでも食べ――」

「そのアイスクリームはあたしらのだし！」

「あたしらの正当な報ほう酬しゆうみたいな！」

　女将の言葉をアリデッドとデネブが遮る。

「このアイスクリームも、あんた達が食ってるのもクロノ様のために試作したもんだよ。文句があるんなら材料費を出しとくれ」

「も、文句はないみたいな」

「だから、給料から差し引くのは勘かん弁べんして欲ほしいみたいな」

　女将が言い返すと、アリデッドとデネブは俯いてスプーンを舐めた。

「ほら、これでも食べてしゃっきりしな、しゃっきり」

「……ありがとう」

　クロノはアイスクリームを受け取り、スプーンで口に運んだ。濃のう厚こうな味が広がり、雑味のない甘あまさが舌を痺しびれさせた。

「美味しい」

「そうだろ、そうだろ」

　思わず呟くと、女将は嬉うれしそうに言って対面の席に座った。

「ビートの煮に汁じるに灰を入れて不純物を沈しずめたんだよ」

「それで雑味がしなかったんだ。でも、それだけじゃこの味にはならないんじゃない？」

「牛乳の代わりに生クリームを使ったのさ。ちょっとした手間が美味しさの秘ひ訣けつってね」

　へ～、とクロノは感かん嘆たんの声を上げた。

「それで、何かあったのか？」

「それは、ちょっと……」

「相談に来たんだろ？　言っちまいなよ」

　女将は豊かな胸をテーブルの上に乗せ、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「実は……シオンさんを泣かせちゃった」

「「何をしたのみたいなッ？」」

　アリデッドとデネブが身を乗り出した。

「……あんた達は」

　女将は二人を横目に見ながら頭痛を堪えるようにこめかみを押さえた。

「何が原因なんだい？」

「農業改革をして、救貧院を再開するって言ったら、自分達は頑がん張ばってもできなかったのにって泣かれちゃった」

「なんだ、クロノ様のせいじゃないじゃないか」

　女将は心配して損したと言わんばかりの表情を浮かべた。

「いや、でも、発ほつ端たんは僕な訳で……」

「発端はそうかも知れないけど、そりゃ逆さか恨うらみって言うんだよ。大体、領主が領民のことを考えて何が悪いってんだい」

「いや、でも……」

　女将に言われると、自分は悪くないのではという気がしてくる。

「……レイラは僕の優しさは毒になるって」

「確かにクロノ様は優しすぎて期待しちゃう部分があったり」

「何かお返ししなければという息苦しさを感じたり」

　アリデッドとデネブは腕を組み、うんうんと何度も頷うなずいた。息苦しさを感じている割に遠慮なくクロノに奢おごらせていたが、そこは突っ込んではいけないのだろう。

「クロノ様の優しさってのは育ちのよさも関係してるからねぇ。長いこと苦労してる人間が嫌いやみに感じたり、どうしてもっと早く助けてくれなかったんだって思ったりするのは仕方がないっちゃ仕方がないねぇ」

　女将はしみじみと呟いた。

「ま、あたしはクロノ様の優しさが好きだけどね」

「……女将」

　女将が照れ臭くさそうに言い、気分が楽になる。ふと目が合い――。

「な、何だか、空気が変わったみたいな」

「お邪じや魔ま？　あたしらはお邪魔虫みたいな？」

　視線を介かいして思いが通じそうな気がしたのだが、そんな気分はアリデッドとデネブによって吹ふき飛ばされてしまった。

「ま、まあ、何だね。また泣かせちまったり、上う手まくいかなかったりしたら相談に乗ってやるからクロノ様は自分が正しいと思うことをやりな」

「分かった。もう一度、シオンさんと話してみるよ」

　クロノは腰を浮うかし、そのまま動きを止めた。

「ん？　まだ、何かあるのかい？」

「シオンさんが引き受けてくれるにせよ、引き受けてくれないにせよ、救貧院を再開する準備を整えておこうと思ってさ」

「話が見えてこないね」

　女将は訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「救貧院を掃そう除じして欲しくて」

「あたしはコックだよ。そんなのメイドにやらせりゃいいじゃないか」

「それもありだと思うけど、救貧院が再開されるって話を広めたいんだよね」

「ああ、ようやく話が見えてきたよ。要は外部の人間を雇って話を広めたいんだね？」

「そういうこと」

「あたしは口入れ屋じゃないんだけどねぇ」

　女将はやれやれと言わんばかりに頭を掻かいた。

「まあ、心当たりはなくもないよ。で、一人いくら出してくれるんだい？」

「一日銀貨一枚かな？」

「銀貨一枚？　ったく、せこいね」

　女将は顔を顰しかめた。妥だ当とうな額だと思うが、ここでケチっても仕方がない。

「一日銀貨二枚までなら出すよ」

「なら、大丈夫だ」

「よかった」

　クロノは胸を撫で下ろし、立ち上がった。





※






　クロノは客室に入り、ホッと息を吐いた。部屋を出た時と同じようにシオンがベッドに横たわり、レイラがその傍かたわらにあるイスに座っていたからだ。

「シオンさんの様子はどう？」

「泥どろのように眠ねむっています。かなりお疲つかれのようです」

「……そう」

　レイラが無言で立ち上がり、クロノはイスに座った。

「きっと、大変だったんだろうね」

　シオンの寝ね顔がおを見つめながら呟く。ふとシオンがエレインの去った方向を見ていたことを思い出した。

　あの時、エレインは地味だが、清潔そうな服を着ていた。もしかしたら普ふ通つうに生きてみたいという思いがあったのかも知れない。

　ぅん、とシオンが呻き、睫まつ毛げが微かすかに震ふるえる。

「目が覚めましたか？」

「――ッ！」

　できるだけ優しく声を掛けると、シオンは飛び起きた。

「く、クロノ様！　申し訳ありませんッ！」

「いえ、気にしていませんから」

　嘘うそだったが、シオンは安あん堵どしたかのように息を吐いた。

「何か言いたいことはありますか？　苦労話でも、愚ぐ痴ちでも、ちゃんと聞きますよ？」

「……」

　シオンは押おし黙り、チラチラと視線を向けてきた。

「……本当に言いたいことを言ってもいいんですか？」

「ええ、構いません」

　クロノが頷くと、シオンは俯いた。そして、絞しぼり出すように言葉を紡つむいだ。

「…………私の父は黄土神しん殿でんの下級神官でした。クロノ様は神殿が何ど処こにあるか知っていますか？」

「申し訳ないですが……」

　ハシェルに神殿がないことは知っているが、それ以上のことは分からない。

「神殿はハシェルから半日くらいの距離にあるんです。すごくボロボロで、盗とう賊ぞくだって見向きもしません。それが父がようやく任せてもらった神殿です」

　シオンは痛みを堪えるかのように唇くちびるを噛かみ締しめた。

「ずっと、父は……ビートの品種改良に取り組んで、いました。品種改良が上手くいけばみんなを豊かにできる。それが父の口くち癖ぐせで、何年も何年も頑張ってようやく成果が実ったのに家畜の飼料なんて食べられるかなんてあんまりじゃないですか！　クローバーのことだって父はずっと研究していたのにッ！」

　シオンは捲まくし立たてるように言った。そこに込められている感情は怒いかりだ。

「私だって、私だって、一いつ生しよう懸けん命めい、頑張って来ました！　炊たき出しをして、みんなのために頑張ったのに……それなのに」

　シオンはクロノの手――アリデッドとデネブに突つき飛とばされて尻しり餅もちをついた時にできた傷がある――に触ふれた。

「黄土にして豊穣を司つかさどる母神よ、癒いやしの奇き跡せきを」

　シオンが祈いのりを捧ささげるが、何も起きなかった。

「そういうことですか」

　クロノはシオンがアリデッドとデネブに催さい促そくされても神威術を使わなかった本当の意味をようやく理解した。

「そうです。私は神威術を使えなくなったんです」

　シオンは今にも泣き出しそうな顔で笑った。やはり、神威術を使わなかったのではなく、使えなかったのだ。

「一生懸命頑張ったのに、神威術まで失って！　それでも、みんなのために炊き出しを続けて！　それなのに何にもならなくて！　私達は何もできなかったのに、貴方は……貴方は！　領主と言うだけで、私達を嘲あざ笑わらうみたいに！」

「クロノ様はそんな方ではありませんッ！」

「いいから」

　クロノは身を乗り出したレイラを手で制した。

「な、殴なぐればいいじゃないですか！　そんな風に憐あわれまれたら……余計に惨みじめです」

　シオンは両手で顔を覆おおい、さめざめと泣いた。

　彼かの女じよの気持ちはよく分からない。何かしらの成果、いや、評価があれば自分達の生き方を誇ほこりにすることができたかも知れない。

　だが、そうはならなかった。誰だれにも評価されず、評価される見込みもなく、同じ生き方を続けるのはさぞや辛かっただろう。

　クロノに想像できるのはここまでだ。それだって正しいか分からない。それなのに分かると口にするのは傲ごう慢まんだろう。

「これからは僕が全部やります」

「――ッ！」

　シオンは息を呑のみ、鬼おにのような形相で睨にらみ付けてきた。

「僕がシオンさんの代わりに休耕地にクローバーを植えさせて、ビートの栽培を広めるので技術指導と救貧院の仕事をやって下さい」

「でも、それじゃ、そんなことをされたら……」

　自分達がしたことを全否定されたと思ったのか、シオンの目から涙が零れ落ちた。





※






　その夜――クロノが天てん井じようを見上げて溜ため息いきを吐くと、レイラが体を起こした。一戦交えた後なので生まれたままの姿だ。控ひかえ目めな胸が愛いとしい。

「どうかなさったんですか？」

「僕は嫌いやなヤツだな～と思って」

「……そうですか」

　レイラは少しだけ間を空けて言った。そこには安堵にも似た響ひびきがある。まあ、愛し合った後で溜息を吐いたら誰でも不安になるか。クロノだって愛し合った後でレイラにアンニュイな溜息を吐かれたら冷静でいられる自信がない。

「シオン様のことでしょうか？」

「まあ、ね」

「シオン様のことでしたら気に病やむ必要はないと思います。私は、その、馬ば鹿かですが、クロノ様が領民のことを考えていることは分かります」

「そう言ってもらえると気分が楽になるよ」

　クロノは苦く笑しようした。女将の時もそうだったが、身近に自分のことを分かってくれる人がいるのは安心する。

　不意にレイラが黙り込んだ。チラチラとこちらに視線を向けてくる。

「どうかしたの？」

「エレイン様の言葉を思い出していました。何な故ぜ、クロノ様は売春と奴ど隷れい売買を許可制に変更したのかと」

　いえ、とレイラは小さく頭を振ふった。

「クロノ様の真意が何処にあるのかと」

「ああ、そのことか。最初は全面禁止にしようと思ってたんだよね」

　レイラは不思議そうに首を傾げた。

「売春させられたり、エレナみたいな目に遭あったりする娘こを出なくしたかったんだけど、隠かくれられたら何もできなくなっちゃうから次善策で許可制にしたんだ。性病の防止も、購こう入にゆう者しやの利益保護も建前だね」

　さらにいえば許可制にすれば密告が活発になると考えていた。

　クロノは不思議そうに目を瞬まばたかせるレイラにキスをした。

「……貴族がクロノ様のような方ばかりならよかったのに」

「それだと周りの人が大変なんじゃないかな」

　今日だって女将に発破をかけてもらわなければシオンと向き合おうと考えられなかったかも知れない。

　そんな人間ばかりが上にいたらなかなか物事が進まないだろう。







第三章　『救貧院』







　帝てい国こく暦れき四三〇年七月下げ旬じゆん――草原に刻まれた傷のような道を通り、クロノ達を乗せた荷馬車は黄おう土ど神殿に向かう。

　救貧院を再開するにあたり、シオンの荷物を運ぶことになったのだ。往路ということもあり、乗車スペースには余よ裕ゆうがあるが――。

「――ッ！」

　突き上げるような衝しよう撃げきが荷馬車を襲おそい、クロノは声を上げそうになった。車輪が小石に乗り上げたのだ。

「すごい衝撃」

「所しよ詮せん、荷馬車ですからね」

　クロノが思わず呟つぶやくと、隣に座すわっていたケインが丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいで言った。

　言葉遣いが気になるが、言っていることは間ま違ちがいではない。荷馬車の車輪は鉄を巻いただけの代しろ物ものだし、サスペンションなんて気の利きいた物はない。

「こんなに天気がいいのにな～」

　クロノは景色を眺ながめた。空には雲一つなく、草原は何処までも続いている。衝撃さえなければこの景色を楽しめたのに残念でならない。

「折せつ角かく、工こう房ぼうを作ったんだし、乗り心ごこ地ちのいい馬車を作ってもらうのもありかも」

　クロノが思い付きを口にした直後、ケインが袖そでを引っ張った。

「どうかしたんですか？」

　そう言って、ケインはちらりとシオンを見る。シオンは御ぎよ者しや席の近く――御者はケインの部下だ――に座っている。

　もちろん、ただ座っているだけならばケインは何も言わなかっただろう。シオンは膝ひざを抱えて座り、険しい目でクロノを睨んでいる。

「まあ、色々ありまして……」

「そうですか」

　事情を察してくれたのか、関かかわるべきではないと考えたのかは分からないが、ケインは頷いてくれた。正直、こういう気き遣づかいはありがたい。

「心中お察しします」

「ありがとう」

　クロノが小さく溜息を吐いたその時、荷馬車が大きく揺ゆれた。今までの突き上げるような衝撃とは違ちがう。何事かと前を見ると、荷馬車は緩ゆるやかな坂を上っていた。

「神殿はこの坂を上った先になります」

　荷馬車が坂を上りきると、かなり離れた所に巨きよ大だいな岩が突き立っていた。いや、岩というよりも岩がん盤ばんだろうか。その陰に隠れるように黄土神殿は建っていた。

「……イメージと違う」

「ち、小さくて、悪かったですね！」

　クロノが思わず呟くと、シオンがムッとしたように言った。ケインはやっちまったと言うように顔を覆った。

　クロノもやってしまったと思ったが、正直な感想だった。神殿というからパルテノン神殿のような建物を想像していたのだが、黄土神殿は古い煉れん瓦が造づくりの建物だった。しかも、周囲は畑になっていて青々とした葉が茂しげっている。

　御者――ケインの部下が荷馬車を神殿の近くに止め、クロノは荷台から飛び降りた。そのまま岩を見上げる。

　高さは二十メートルほどになるだろうか。クロノは宗教というものを理解していないが、信しん仰こうの対象になってもおかしくないと素す直なおに思えた。

「行きますよ！」

　シオンが苛いら立だったように言い、クロノとケインはその後に続いた。ケインの部下は付いてこなかった。

　シオンに先導されて神殿に入ると、小さな祭さい壇だんがあった。それ以外は何もない。信者が座るイスさえなかった。

「私達、いえ、私の居住スペースはこの裏手になります」

　シオンが祭壇の横にある扉とびらを開けて中に入り、クロノ達も扉を潜くぐる。扉の先は細い通路になっていて、扉が三つ並んでいた。

「お邪魔します」

「誰もいません」

「ということは一人で炊き出しをやっていたんですね」

「ええ、一人でやっていました！　予算がないんだから仕方がないじゃないですかッ！」

「予算がない？」

　クロノが首を傾かしげると、シオンは苛立ったように顔を顰めた。嫌な予感でもしたのか、ケインがクロノとシオンの間に割って入る。

「クロノ様、基本的に神殿というものは見返りがなければ何もしてくれないんですよ」

「違います！　私と父さんはみんなのために――」

　シオンは最後まで言い切ることができなかった。ケインに睨まれたせいだ。流石さすが、歴戦の傭よう兵へいと言うべきか。

　以前、ミノはクロノがぞっとするほど冷たい目をすることがあると言っていたが、何かの間違いに違いない。

「……失礼しました」

「い、いえ、私も感情的になり過ぎました」

　ケインが深々と頭を下げると、シオンは申し訳なさそうに俯うつむいた。

「……私は自分の荷物を運ぶので、二人は奥おくの部屋をお願いします」

「はい、分かりました」

　シオンが手前の部屋に消え、クロノとケインは奥の部屋に入った。この部屋は物置として使われているらしく麻あさの袋ふくろや鍬くわなどの農具が置かれている。

　ケインは後ろ手に扉を閉め、深々と溜息を吐いた。

「ありゃ、かなり嫌きらわれてるな」

「丁寧な話し方は止めるんだ？」

「まあ、二人きりだからな。二人の時も丁寧な言葉遣いの方がいいならそうするぜ」

「こっちの方が気楽だからいいよ」

「何かあったのか？」

「実は……」

　クロノが掻い摘つまんで事情を説明すると、ケインは難しそうに眉根を寄せた。

「クロノ様が悪いって訳じゃねーが、もう少し気遣いは必要だと思うぜ？」

「気遣いか～」

「一いつ緒しよにいる時はできるだけフォローするけどよ。大事だぜ、気遣いは」

「頑張る。ところで、いつになったら皆みなの前でも普通に話してくれるの？」

　話題を変えようとしていると思ったのか、ケインは苦笑した。

「具体的には決めてねーけど、もう少し仲よくなってる感を演出してぇな」

「仲よくなってる感」

　それって演出しないといけないものなのかな？　とクロノは内心首を傾げた。

「さて、さっさと荷物を積んでハシェルに帰ろうぜ」

「その前に聞きたいことが……」

「何だよ？」

「さっき、神殿は見返りがないと何もしてくれないって言ってたけど、本当なの？」

「ああ、神殿ってのは寄付金を積まねぇと何もしてくれねーんだよ。当然、予算も寄付金を積んでくれる領地を優先して分配される。で、寄付金の見込めない所は真ま面じ目めだけが取り柄えの下級神しん官かんを配置しておく。そうすりゃ、一から関係を築く必要がないからな」

　ケインは皮肉げな口調で言った。その言葉が事実ならばシオンの父親は冷れい遇ぐうされながら努力を続けてきたことになる。

「質問はそれで終わりか？」

「もう一つだけ……神殿に嫌な思い出でもあるの？」

「そりゃ、盗賊だったからな。けど、昔のことさ。さっさと運んじまおうぜ」

「分かったよ」

　ケインが気遣うように肩を叩たたき、クロノは頷いた。

　両親を殺され、逃げる途と中ちゆうで妹も死んだと言っていたが、もしかしたら神殿に助けを求めて拒こばまれたのかも知れない。

「重そうなのは俺おれが運ぶから、クロノ様は軽そうなのを頼たのむ」

　クロノはケインの気遣いに感謝しながら鍬を手に取った。

　かなり時間が掛かかると思ったのだが、予想よりも短い時間で荷物を馬車に運び終えた。

　荷馬車で待っていると、シオンが小さな袋と本の束を持ってやってきた。

　荷物を荷馬車に載せて畑を見る。

「ビートは……」

「畑の世話なら私と部下で行います」

　ケインの言葉にシオンは驚おどろいたように目を見開いた。

「今でこそ騎き兵へいをやっていますが、私も、私の部下も元は農民ですから。幼い頃ころはよく畑仕事を手伝ったものです」

「苦労、されたんですね」

「ええ、数え切れないくらい」

　ケインが悲しげに微笑むと、シオンは感かん極きわまったように胸の前で手を組んだ。

　農民から騎兵になる。それは帝てい国こくでは有り得ないサクセスストーリーだ。

　僕ぼくと対応が違うな、とクロノは荷物を積んで狭せまくなった荷台に乗り込んだ。





※






「荷台で膝を抱かかえてどうしたんだい？」

「うん、ちょっとへこんでた」

　クロノが顔を上げると、女将が荷馬車に寄り掛かっていた。いつの間にか、ハシェルに辿たどり着ついていたらしい。

「トラブルでもあったのかい？」

「トラブルっていうか、女の子に嫌われるのって辛つらいなって」

　クロノは深々と溜息を吐ついた。いや、嫌われているのは分かっていたのだが、シオンがキラキラした目でケインを見ていたのだ。

　自分は虫を見るような目で見られていたのに――。

「……辛い」

「気分転てん換かんに救貧院を見ていっちゃどうだい？」

「立ち上がる気力が……」

「折角、掃除したんだから見ていきなよ。それに、そんな所で膝を抱えてたってどうにもならないだろ」

　女将は腰こしに手を当て、呆あきれたように言った。それもそうかも知れない、とクロノは荷馬車から降りて救貧院を見上げた。

　救貧院は二階建ての建物だが、何年も放置されていたせいでひどく汚よごれていた。漆しつ喰くいが剥はがれ落ちている部分もある。

「そういえばケインとシオンさんは？」

「ケイン殿どののことは知らないけど、シオン様は二階に行ったよ」

「……そう」

　このまま屋や敷しきに戻もどってふて寝ねしたいが、シオンと今後のことを話さなければならない。

　憂ゆう鬱うつで憂鬱で仕方がない。こんな調子で救貧院を運営できるのかとさえ思う。

「そんな憂鬱そうな顔をしてるんじゃないよ」

「憂鬱そうじゃなくて憂鬱なんだよ」

　クロノが深々と溜息を吐くと、女将がバシッと肩かたを叩いた。

「言っただろ。何かあった時は相談に乗ってやるって」

「相談だけ？」

「……そうだよ」

　女将はクロノから顔を背そむけ、ぼそぼそと呟いた。耳まで真っ赤になっているので期待してもいいのかも知れない。

「と、とにかく！　救貧院の中を見ていきな！」

　女将はクロノの腕うでを掴つかんで歩き出した。

「皆、クロノ様がいらっしゃったよ！　挨あい拶さつしなッ！」

　は～い！　と一階のホールを掃除していた四人の女性が走り寄ってきた。

　年ねん齢れいは女将と同じか、少し上くらいだろうか。

「お願いがあるんだけど、聞いてくれるかい？」

「聞くだけなら」

「ここにいる四人を救貧院の職員として雇やとっちゃくれませんかねッ？」

「……女将」

　女将はホールに響くほど大きな声で言った。クロノは小さく呻うめき、女性達たちに視線を向けた。四人とも期待に目を輝かがやかせている。

「それで、どうなんだい？」

「柄がらの悪い人もくると思うけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「腕っ節ぷしなら並の男にゃ負けないよ。それに全員が読み書きと簡単な計算ができるんだ。いい買い物だと思うけどねぇ」

「そうだね」

　腕っ節の件は話半分に聞くとしても最低限の教養があるだけで採用する価値はある。

「分かった。採用するよ」

「クロノ様が雇って下さるそうだよ！」

　わーッ！　と歓かん声せいが上がった。

「分かったら、さっさと働きな！」

　はいッ！　と四人は元気よく返事をして掃除を再開した。

「女将って軍隊経験でもあるの？」

「父親に護身術を習ったことはあるけど、軍隊経験はないよ。でも、どうしてそんなことを聞くんだい？」

「指示する態度が――」

　ふと視線を感じて顔を上げると、いつの間に一階に下りてきたのか、シオンが怖こわい目でこちらを睨んでいた。

「な～に、クロノ様を怖い目で睨んでるんだい？」

「あぅ！」

　女将はシオンに歩み寄り、無造作にチョップを繰くり出だした。脳天を叩かれ、シオンが仰のけ反ぞる。喧けん嘩かになったらマズい、とクロノは女将に歩み寄る。

「わ、私は何でも簡単に決められてズルいと……」

「何を言ってるんだい。それが領主ってもんだろ」

「そ、それは……」

　女将おかみが腰に手を当てて言うと、シオンは口くち籠ごもった。

「傍はたから見りゃ簡単かも知れないけどね、この傷を見てごらん！」

　女将はクロノをヘッドロックし、右目の傷を指差した。

「クロノ様は体を張って領地を守ってるんだよ！」

「私や父さんだって、みんなのために頑張ってました！」

「……アンタの言う『みんな』って誰だい？」

「農村の人達や貧しい人達です」

「ハッ、笑わせるんじゃないよ」

　女将はシオンの真しん剣けんな眼まな差ざしを真っ向から受け止めた上で鼻で笑った。

「アンタの言う『みんな』ってのはアンタのことさ。だって、そうだろう？　農民や貧民のために頑張っていたんならアンタにできないことをしてくれるクロノ様を睨むなんてできやしないんだよ」

「女将、マズ……グッ！」

　女将は腕に力を込め、クロノの言葉を封ふうじた。

「アンタはアンタのために頑張って、それが報むくわれなかったから拗すねているだけなのさ」

「わ、私の父さんはビートの品種改良を……そ、そのビートから砂糖が採れると」

「アンタの父親の功績は認めるよ。けれど、ビートから砂糖を作ったのはクロノ様さ。アンタの父親はビートから砂糖を採れるなんて知らなかったのに、どうして、ビートの品種改良なんかしたんだい？」

　女将は容よう赦しやなくシオンから逃にげ道みちを奪うばっていく。

「……そ、それは、『みんな』ために」

「そんなことをするよりも、地道に新しい作物の育て方を教えたり、新しい農法を広めた方が『みんな』のためだろ？」

　完全に逃げ道を潰つぶされ、シオンは顔面蒼そう白はくで喘あえいだ。

「アンタの父親だって、自分のためにビートの品種改良をしていたんだよ」

「と、父さんは、父さんはッ！」

　シオンは何も言えずに救貧院から飛び出した。

「ちょ、ちょっと、女将」

「言い過ぎちまったかね？」

　女将はヘッドロックを解き、気まずそうに頬ほおを掻いた。

「言い過ぎだよ。今までの努力どころか、目的まで否定しちゃってるし」

「あれくらい言わないと、クロノ様もやりにくいし、あたしの友達も働きにくいだろ」

「確かに、そうですね」

　誰かが女将の言葉に同意する。振り返ると、ケインが顎あごを撫なでながら立っていた。

「……ケイン」

「個人的な事情でパトロンに噛み付くくらいなら最初から断ればいいんですよ。救貧院にしても、ビートの栽さい培ばいにしてもシオン様でなければいけない理由なんてないんですから」

「いや、必要な人材だよ」

「代わりなんていくらでもいますよ」

　シオンに好意を向けられていたのにケインはドライだ。だが、一理ある。シオンでなければならない理由はないのだ。

　強しいていえば領主として道義を通そうとしただけ――要するに気分の問題だ。

「ここから先はクロノ様の判断次し第だいだね」

「ええ、クロノ様の判断なら何も言いませんよ」

　クロノは深々と溜息を吐き、シオンの後を追った。





※






「ああ、もう！　足が速いな！」

　クロノは走りながらぼやいた。部下からシオンがハシェルを出たと報告を受けた時は走れば追いつけるだろうと考えたのだが、走っても走ってもシオンに追いつけない。

　荷馬車を出してもらえばよかったと本格的に後こう悔かいし始めた頃、ようやくシオンらしき人ひと影かげが見えてきた。

　石にでも躓つまずいたのか、シオンらしき人影が倒たおれる。だが、立ち上がろうとしない。これ幸いと距きよ離りを詰つめると、やはり人影はシオンだった。

「シオンさん？」

「……」

　恐おそる恐る声を掛けるが、シオンは地面に突っ伏ぷしたままだ。倒れたのは一度や二度ではなかったらしくローブは汚れている。

「……うぐ」

　シオンは嗚お咽えつを堪こらえるように呻き、震える腕で体を起こした。立ち上がり、覚おぼ束つかない足取りで歩き――十歩も進まない内に再び転てん倒とうした。

「ひッ、ひぐ――ッ！　ど、どうして、みんなのためじゃ駄だ目め、なんですか？　みんなのためでいいじゃない、ですか」

　シオンは体を起こし、子どものように泣き始めた。

「みんなのためにってお題目みたいに唱えるのが気に入らなかったんじゃない？」

　あッ、とクロノは手で口を覆った。あまり親しくない人にこの言葉遣いはマズいと思ったのだが、取とり繕つくろっても仕方がないかと思い直す。

「クロノ様だって、みんなのために戦ったんじゃないんですか？」

「部下のために戦場に残ったつもりだけど、結局は自分のためなんだと思うよ」

　クロノは右目の傷に触れる。逃げたら敵前逃とう亡ぼうで重罪を科せられていた。戦った方がまだしもチャンスがあると判断したのだ。

　工房に投資したのも、紙を量産しようとしているのも、農業改革も自分のためだ。投資は巡めぐり巡って自分の利益になるのだから。

「自分の心を偽いつわったから、黄土にして豊ほう穣じようを司る母ぼ神しんは私から神しん威い術じゆつを取り上げたのでしょうか？」

「神様の気持ちなんて分からないよ」

　そうですよね、とシオンは打ちのめされたように俯いた。

「……私、最悪です。言い訳して、拗ねて、当たり散らして、何にもならなくて、神威術までなくして、折角、掃そう除じの手伝いをしてくれた人まで怒おこらせて。穴があったら、埋うまってしまいたいです」
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「……僕は」

　クロノが呟くと、シオンは顔を上げた。期待に満ちた目でこちらを見ているが――。

「何か役に立つ話をできればいいんだけど、僕にはシオンさんに掛けられる言葉がないんだよね。精々、穴に埋まってどうするのって突っ込むくらい？」

　シオンは黙だまって話を聞いている。ひょっとしたら呆れてるのかも知れない。

　クロノ自身、何を言ってるんだかと思っているので仕方がない。

「多分、お父さんのことで鬱うつ屈くつした気持ちがあるんだろうけど、それってシオンさんが折り合いを付けるしかない問題だと思うんだよね」

「私はどうすれば……」

「だから、それはシオンさんが考えることなんだって。でも、そんなに辛いんなら辞やめてもいいんじゃない？」

「神官を辞めてどうすればいいのか分かりません」

「シオンさんなら神官以外の仕事もできると思うよ。メイドとか、事務官とか、教師とか、学者なんて選せん択たく肢しがあってもいいと思う」

　シオンは大きく目を見開いた。

「意外だった？」

「はい、私は神官以外になれないと思っていました」

「きっと、視野が狭せばまっていたんだよ」

「そうですね」

　少しだけ立ち直ったかな、とクロノは手を差し出した。すると、シオンは不思議そうに手の平を見つめた。

「立てる？」

「え、あ、はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　シオンはクロノの手を取って立ち上がった。

「それで、どうするの？」

「…………もう少し神官を続けてみようと思います」

　長い沈ちん黙もくの後でシオンは答えた。感情を爆ばく発はつさせた時ほどではないが、声に力が戻っているように感じられた。

「大丈夫？」

「少しだけ不安です。父のように何もないまま死んでしまうのではないかと」

「それはないよ」

「何故ですか？」

「シオンさんにやって欲ほしい仕事が沢たく山さんあるからね。救貧院の院長に、救貧院に入りたくない人のための炊き出し、農業技術の指導、僕の部下に勉強も教えて欲しいし……職業斡あつ旋せんみたいなこともしたいから各方面との折せつ衝しようもやって欲しいかな」

「……すごい仕事量です」

　シオンは指で涙なみだを拭ぬぐった。

「改めて……力を貸してくれないかな？」

「はい、私でよければ」

　シオンは小さく微笑ほほえんだ。





※






　一週間後、クロノはシオンと共に漆喰の塗ぬられた救貧院を見上げた。

　あれからシオンは不満を口にしていたのが嘘うそのように懸けん命めいに働き、居住者が自分の空間を持てるようにホールを板で仕切ったりとアイディアを出してくれた。

「いよいよだね」

「少し不安ですけど、その時は職員やクロノ様に遠えん慮りよなく力を借りようと思います」

　シオンは柔やわらかな笑えみを浮うかべて言った。この一週間で自分の感情を上う手まく処理できるようになったようだ。

　いや、努力した分だけ成果が出るのが嬉うれしいだけなのかも知れない。

「院長、居住者の受付を始めます！」

「あ、すぐに行きます！」

　職員に呼ばれ、シオンは申し訳なさそうにクロノを見つめた。

「僕のことは気にしなくていいから」

「はい！」

　クロノは走り去るシオンの背中を見つめ、頑がん張ばれと小さく呟いた。







幕間　エレナの、それでもなお平穏な日々







　あたし――エレナ・グラフィアスがクロノ様に買われてから二ヶか月げつ余りが過ぎた。

　ちなみに仕事は経理。そのはずだったんだけど、最近は事務仕事までやっている。

　正直、仕事は大変。何しろ、あたししか経理をこなせる人間がいないのだ。

　負ふ荷かは必然的にあたしに集中し、朝から晩まで机に向かうことになる。

　それでも、やりがいはある。

　給料をもらえるし、自分が培つちかった能力で働いている状じよう況きようは心を安らかにしてくれる。

　お母様はあたしが勉強することに反対していたけど、やっぱり勉強は大事だと思う。

　もし、勉強していなかったら――。

　そう考えると、ぞっとする。自じ慢まんじゃないけど、あたしは体力に自信がない。

　農場や鉱山で働いたら一週間と保たずに死ぬ自信がある。

　となればあたしの価値は女であることだけ。少なくとも奴隷商人はそう判断するはずだ。

　その商品価値だって決して高い方じゃない。美人じゃないし、胸も大きくない。

　処女を散らされた後は場末の娼館に転売されて人生が終わっていたに違いない。

　だから、働けて幸せだと思う。今のあたしは自分の能力で居場所を確保している。

　それはあたしに残された最後の誇ほこりだ。

　そんな訳であたしはやりがいを以もつて仕事に取り組んでいる。

　けど、その仕事が一日を単調なものにしてしまっているのも事実だったりする。

　あたしの一日は――朝、眠ねむい目を擦こすりながらベッドから這はい出す所から始まる。

　半分眠っているような状態で侯こう爵しやく邸ていの一階にある使用人専用の食堂を目指す。

　途中で壁かべに頭をぶつけるのは日にち常じよう茶さ飯はん事じ、階段を踏ふみ外はずすのも珍めずらしくない。

　時々、睡すい魔まに負けて眠りこけてしまうこともある。

　そんな時はメイドどもがあたしの面めん倒どうを見てくれる。

　ただ、兵隊あがりのメイドはあたしを荷物みたいに運ぶ。

　本当に荷物のように運ぶからたんこぶができていることがある。

　問い詰めてやりたいけど、記き憶おくがないからそれもできない。

　食事を終えたら自分の部屋に戻り、最低限の身み嗜だしなみを整える。

　それから仕事部屋に行き、夜まで数字と睨にらめっこだ。





※






　その日もあたしは朝から数字と格かく闘とうしていた。ドアがノックされたのは昼過ぎ――使用人用の食堂で昼食を摂とるべきか悩なやんでいた時だった。

「いるんならさっさと扉を開けなよ」

「あたしは仕事をしてるのよ」

「は？」

　女将は荒あら々あらしい足取りで歩み寄り、机の上にトレイを置いた。

　トレイに載のっていたのはパンとスープだ。

「いくら忙いそがしくても食事はするもんだよ。そうしないと失礼だろ」

「失礼って誰だれに？　農民、それとも黄おう土どにして豊ほう穣じようを司つかさどる母ぼ神しん？」

「あたしに決まってるじゃないか」

　女将は腕を組み、胸を張った。重量感のある胸が激しく揺れる。

「いい歳としして恥はずかしくないの？」

「う、うっさいね！」

　自分でも恥ずかしいと思っていたのか、女将は両りよう腕うでで胸を隠した。

　正直、女将のメイド服は下品だ。スカートの丈たけは短いし、大きく胸の部分が開いている。

　もう少し若ければありかな？　と思えるんだけど――。

「……でも、ありがと」

「最初から素直にそう言えばいいのに可愛かわいくないねぇ」

　呆れたように言う女将を横目に見ながらスープを口に運ぶ。

　風味豊かな味わいに口元が綻ほころぶ。こんな格好をしてるのに女将の料理は美お味いしい。

　空腹だったことも手伝って、パンとスープを口に運んだ。

　あたしは瞬またたく間まに料理を食べ終え、幸せな気分でイスに寄り掛かった。

「昼食を抜ぬかなくてよかっただろ？」

「……」

　あたしは勝ち誇ったような笑みを浮かべる女将を睨み付けた。

　何を思ったのか、女将は意地の悪そうな笑みを浮かべ、あたしの首輪を掴んだ。

「いきなり首輪を掴んでどうしたのよ？」

「おかしいね？　少し前はクロノ様に掴まれて、腰こし砕くだけになってたのに」

　少し前――ドワーフに暴言を吐いて、クロノ様に窘たしなめられた時のことだ。

　女将にまで見られていたとは迂う闊かつだったけど――。

「アンタって、それなりの経験者よね？」

「何だい、藪やぶから棒ぼうに？」

「ちょっと聞きたいことが……いい加減に首輪から手を放しなさいよ」

　あたしは女将の手を払はらい除のけ、大きく深呼吸をした。

「クロノ様に首輪を掴まれたり、冷たい視線を向けられたりすると、ドキドキするんだけど、これって恋こいかしら？」

「……」

　女将は無言だった。それだけならまだしも虫でも見るみたいな目であたしを見ていた。

「恋じゃないことだけは確かだね」

「女のあたしがクロノ様を意識してるんだから恋でしょ？」

「そういう風に言いい換かえられると、恋って感じがしなくもないねぇ」

「なんで、否定するのよ？」

「生あい憎にくだけど、あたしはアンタの助けにゃなれないよ」

　女将は溜ため息いき交じりに言った。

「案外、役に立たないのね。六回もしてたくせに」

「ど、どどうしてそれを知ってるんだいッ？」

　女将は顔を真っ赤にして言ったが、すぐに冷静さを取り戻してニヤリと笑う。

「はは～ん、さては覗のぞいてたね？」

「の、の、覗いてないわよ」

　今度はあたしが真っ赤になる番だった。

「た、偶たま々たまよ！　偶々、偶ぐう然ぜん、通りかかったら、アンタがクロノ様の部屋に行く所で――」

「それで思わず、覗いちまったと？」

「盗ぬすみ聞ぎきしてただけよ！」

　思わず怒ど鳴なり、ハッと息を呑のんだ。

「終わるまで見てたって馬ば鹿かかい」

「ば、ば、馬鹿じゃないわよ」

　あたしだって最初は部屋に戻ろうと思っていた。

　けど、女将が切せつ羽ぱ詰つまっていく様子が面おも白しろくて最後まで――。

「ま、アンタのそれが恋かどうか分からないけど、気は合うんじゃないかね」

「どういう意味よ？」

「コックとして雇われる前に、あたしが食堂をやってたのは知ってるだろ？」

「そりゃ、あたしがアンタの給料から返済分を差し引いてるんだし」

　現在、女将の借金は金貨九十八枚。月に金貨一枚返しても返済まで八年以上掛かる。

「パトロンになってもらおうと、クロノ様を誘ゆう惑わくしたことがあるんだけどね」

「アンタ、歳を考えなさいよ」

「こ、これでも、クロノ様は綺き麗れいだって言ってくれたんだよ！」

　女将は真っ赤になって言った。旦だん那なじゃなくて、クロノ様か。

　自分じゃ自覚してないかも知れないけど、もう女将は立派にクロノ様の愛人だ。

　きっと、旦那さんは草葉の陰かげで泣いてると思う。

「……その時に色々と言われてね」

「へ？」

　女将は腕を組み、恥ずかしそうに頬を赤らめた。

「たとえばお尻しりの××に××したり、●●を△△しても構わないってことですよねとか」

「で、でも、そんなことしてなかったじゃない！」

「まあ、そういう願望があるってことだろ？」

　そんなことを考えているなんて、とあたしは恐きよう怖ふに身み震ぶるいした。

　お尻の××に××されたら、た、垂れ流しよね？

　きっと、そんなあたしをクロノ様は嫌けん悪おの表情を浮かべて見下すに違ちがいない。

「どうして、にやけてるんだい？」

「へ？」

　女将に指し摘てきされて、あたしは自分がだらしない笑みを浮かべていることに気付いた。

「ち、違うんだからね！」

「あたしは仕事に戻るよ」

　女将はトレイを手に取り、未知の恐怖から逃のがれるように部屋から出て行った。





※






　あたしが自分の気持ちを確かめるに当たり、解決しなければならない問題があった。

　メイドが噂うわさする愛人の存在だ。何でも毎晩のようにクロノ様の部屋を訪ねているとか。

　確かレイラという名前だったはずだ。

　メイド達の話では三ヶ月前にあった戦いで重要な役割を担になったらしい。

　それはさておき、あたしが自分の気持ちを確かめるにはその女が邪じや魔まなのだ。

　今日はクロノ様の部屋に行かないように言い含ふくめなければならない。

　そんな訳であたしは城じよう壁へきの外にある演習場に来ていた。

　名前しか知らないけど、何とかなるだろう。

「……それにしても暑い」

　あたしは小さく呻いた。太陽に焼かれ、肌はだがピリピリと痛む。

　早く用事を済ませて帰らないと火ひ膨ぶくれができてしまう。

　きょろきょろと辺りを見回す。演習場では亜あ人じん達たちが殴なぐり合っていた。

　その中には人間もいる。クロノ様が部下にした盗とう賊ぞくどもだ。

　お母様を殺した連中のお仲間だ。見ているだけで吐き気けがする。

　しばらくきょろきょろしていると、ミノタウロスが近づいてきた。

「何か、用ですかい？」

「ここにレイラってヤツがいるでしょ？　そいつと話をしたいんだけど」

「今は訓練中なんで終わるまで待ってくれやせんか？」

「――ッ！」

　この牛ッ！　と激げき昂こうしかけたけど、深呼吸を繰り返して冷静さを取り戻す。

　できるだけ丁てい寧ねいな対応を心こころ掛がけろと言われているのだ。

「分かったわ。訓練が終わったら、あたしの部屋に来るように伝えてくれない？」

「分かりやした」

　すぐに侯爵邸に戻ろうと思ったけれど、あたしは街を視察することにした。

　治安が悪い外がい縁えん部を足早に通り抜け、居住区の中なか程ほどでスピードを緩ゆるめた。

　久しぶりに歩いたせいで脚あしがパンパンになっていた。

「……あまり代かわり映ばえしないわね」

　相変わらず雑然としているけど、一ヶ月前に比べて少しは治安が改善したっぽい。

　あの頃は浮ふ浪ろう者と街がい娼しようが目に付いたけど、今は殆ほとんどいない。

　許可を受けた娼館でしか売春ができないってのもあるけど、治安の改善に最も貢こう献けんしているのは救きゆう貧ひん院いんだと思う。

　ハシェルの救貧院に入院しても財産を没ぼつ収しゆうされることはない。利用者が自立できるように寝ね床どこを提供し、仕事を斡旋する場所なのだ。

「退どいた、退いた！」

　威い勢せいのいい声が響ひびき、あたしは慌あわてて道の端はしに寄った。すると、木の枝と樽たるを積んだ荷車が通り過ぎた。どちらも紙工こう房ぼうの従業員だ。

　木の枝は森で集めた紙の材料、樽の中身は灰だ。なんで、灰が必要かといえば木の皮から繊せん維いを分ぶん離りするためらしい。

「……ついでだし」

　何とも行き当たりばったりだけど、あたしは救貧院に寄ることにした。

「院長いる？」

「今、戻った所だけど、入居希望者かい？」

　救貧院の入口にいた女に声を掛かけると、まるで女将のような口調で返された。

「あたしはエラキス侯こう爵しやく領の経理担当者よ」

「へ～、あんたが。噂にゃ聞いてるよ」

　女がニヤリと笑ったので、ムッとして睨み付ける。

「まあ、そんな怖い顔しなさんな。奴ど隷れい商人に殺されそうになるまで逆らうなんてできることじゃないよ」

「馬鹿って言われてるみたいで、今一つ喜べないのよね。で、入っていいの？」

「ああ、構わないよ」

「……ありがと」

　あたしは小さく呟つぶやいて、救貧院の扉とびらを潜くぐった。救貧院の一階はホール――入居者に自分だけの時間や空間を与あたえたいという院長の意向により衝つい立たてで区切られている。

「……思ってたより綺麗に使ってるのね」

　職員がマメに掃除をしているらしく救貧院が再開された時と同じくらい綺麗だ。

　あたしは階段を上り二階へ、突つき当あたりにある院長の部屋にノックもせずに入った。

　そこではクロノ様が院長を組くみ敷しいて――ないわよ、全然。

「ああ、経理の……」

　院長――黄土神しん殿でんの神しん官かんでもあるシオンは手紙を書く手を休め、あたしを迎むかえた。

「エレナよ、エレナ・グラフィアス」

　あたしは挨拶もそこそこに部屋の隅すみにあるソファーに腰を下ろした。

「あ、あの、エレナさん？　今日は、どのような御ご用よう件けんで？」

「ん～、暇ひまだから来ただけ。お茶は出してくれないの？」

　ぐるりと部屋を見回し、壁かべ際ぎわにある本ほん棚だなに注目する。古い本と麻あさ袋ぶくろが収められている。

「お茶はお客様にだけ出しています」

「あたしは客じゃないの？」

「エレナさんは身内ですから」

　シオンはにっこりと微笑んだ。

「まあ、いいけど。で、アンタは仕事中なの？」

「クロノ様のお陰で寄付金が再開されたので、中央に報告を入れようと思いまして」

「ああ、そんなのもあったわね」

　あたしは立ち上がり、本棚に歩み寄った。

　大地の秘技と書かれた本を開く。

「――ッ！」

「そ、それは！」

　あたしは書かれた内容に息を呑み、シオンは悲鳴じみた声を上げた。

「ねえ？」

「な、なんでしょうか？」

「今、神官に似つかわしくない内容が書かれていたんだけど？」

　コホン、とシオンは咳せき払ばらいをした。

「黄土にして豊穣を司る母神様は繁はん殖しよくと多産も司っています。な、なので、神官の嗜たしなみとして男女の営みについても学ばなければならなかったのです」

「じゃ、借りていくわね」

「ま、待って下さい！　一応、神殿の秘ひ儀ぎですよ！」

「本当に秘儀なの？」

「だから、そう言ったじゃないですか」

　シオンは情けなさそうに――多分、本当に情けないのだろう――肩かたを落とした。

　うん、まあ、こんなのが秘儀ってのも情けないと言えば情けない。

「だけど、今のあたしには必要なの」

「そ、そこまで言うのなら貸しますけど、ちゃんと返して下さいね？」

「純じゆん白ぱくにして秩ちつ序じよを司る神に誓ちかうわ」

　神様が聞いたら、怒おこりそうだけどね。

　純白神殿の神官は結けつ婚こんまで純潔を守るべしみたいなことを言ってたし。

　あたしは侯爵邸に戻もどると仕事を再開した。

　事務官から娼館と奴隷商人の審しん査さ結果を受け取り、クロノ様がサインをするだけの状態に仕上げ――外がすっかり暗くなった頃ころ、扉が遠慮がちにノックされた。

「入っていいわよ」

「……失礼いたします」

　しばらくして褐かつ色しよくの肌を持つエルフ、いや、ハーフエルフが部屋に入ってきた。

　このハーフエルフがレイラらしい。あたしはしげしげとレイラを眺ながめる。

　人形みたいな女――それが第一印象だった。これは誉ほめ言葉じゃない。

　人形のように感情が抜け落ちているって意味。

「アンタがクロノ様の寵ちよう愛あいを受けているって聞いたんだけど？」

「はい、事実です」

　レイラは自分が寵愛を受けていることを誇るでもなく淡たん々たんと答えた。

　あたしを見下している感じもしない。

　どうやら、クロノ様の権力が自分の物ではないと分かっているようだ。

　まあ、そういう風に仕込まれただけかも知れないけど。

「アンタって、クロノ様から毎晩のように寵愛を受けているのよね？」

「毎晩ではありません」

「毎晩って聞いたけど？」

「ご寵愛を頂くこともありますが、勉強を教わることの方が多いです」

「……勉強ね」

「何か？」

「クロノ様はアンタのことを大切にしてるのね」

「……はい」

　照れているのか、レイラは少しだけ視線を逸そらした。

「相談なんだけど、今日はクロノ様の部屋に行かないでくれない？」

「お断りします」

　レイラは断固とした口調で言った。

「何でよ？」

「クロノ様に来るなと命じられていないからです」

　チッ、骨の髄ずいまで調教されてるわね。でも、その愚ぐ直ちよくさが仇あだよ。

「だったら、あたしがクロノ様の所に行っても文句ないわね？」

「……」

　レイラは無言だ。

「文句ないわよね？　分かったら、クロノ様に伝えておいて」

「……分かりました」

「分かったら、帰っていいわ」

　あたしが言うと、レイラは部屋から出て行った。





※






　その夜、あたしはいつもより早めに仕事を切り上げた。

　丹たん念ねんに体を洗い、ネグリジェに着き替がえる。そこで、シオンから借りた本が目に留まった。

　それがマズかった。気が付くと、あたしは貪むさぼるように本を読んでいた。

　内容は――マジでヤバい。黄土神殿はハンパない。

　多分、この本を書いた人は宗教的情熱と性欲の区別が付かなくなっていたに違いない。

　これ以上、読んではいけない。

　そう思っているのに指はページを捲めくり、目はそこに書かれた文章と挿さし絵えを追っている。

　ま、まさか、こ、こんな方法が――。あたしは本を読み終え、ハッと顔を上げた。

「む、夢中になりすぎた！」

　枕まくらを掴つかんでクロノ様の部屋に走った。全力で階段を駆かけ上あがり、部屋の扉に耳を当てた。

「じゃ、そろそろ寝ねようか？」

「はい、クロノ様」

　よし、間に合った！　あたしは勢いよく扉を開けた。

「な、何か用？」

「そ、そこのハーフエルフから伝言を聞いているでしょ？」

「何を？」

　あたしとクロノ様はレイラに視線を向けた。

　すると、レイラはそそくさと服を脱ぬいでクロノ様のベッドに潜り込んだ。
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「だから……今夜、あたしがクロノ様の部屋に行くって」

「レイラ？」

「忘れていました」

　レイラはベッドに寝ね転ころんだまましれっと言った。

「あ、アンタ！　ホントは覚えてたでしょ？」

「いえ、本当に忘れていました」

　こ、この女！　とあたしは拳こぶしを震ふるわせた。

「で、何しに来たの？」

「……な、何って」

　クロノ様に言われ、あたしは口くち籠ごもった。

　首輪を触さわられるとドキドキするから、その正体を確かめに来たなんて言いたくない。

　少なくとも、レイラの前では。

「ど、同どう衾きんしに来たのよ」

「え、それって、やっちゃっていいの？」

「やらせるか、馬鹿！」

　あたしは嬉しそうに言うクロノ様に罵ば声せいを浴びせた。

「あ、あたしは純白にして秩序を司る神を信しん仰こうしてるの。だから、そういうのは結婚までダメなの！」

「そうなんだ」

　クロノ様は残念そうに言った。

「だ、だから、ホントに一いつ緒しよに寝るだけよ」

「……分かったよ」

「って、どうして、脱ぐのよ！」

「いつも脱いでるから」

「ぬ、脱ぐな」

　クロノ様は面めん倒どう臭くさそうに下着を上げ、ごろんとベッドに寝転んだ。

　あたしはベッドに枕を置き――。

「……夜中に襲おそい掛かってきたら、な、泣くわよ」

「はい、襲いません」

　微び妙みように信じられなかったけど、その時はその時ということでベッドに寝転んだ。

　クロノ様のベッドは二人で寝るには十分な広さだけど、三人で寝るには少し狭せまい。

　狭いんだけど、久しぶりに動き回ったせいで疲つかれていたんだろう。

　あたしはすぐに眠りに落ちた。





※






「……夢か」

　あたしは天てん井じようを見つめて呟いた。全身がぐっしょりと濡ぬれている。

　また、悪夢を見たのだ。一週間に一度くらいの頻ひん度どであたしは悪夢を見る。

　内容は盗賊が屋や敷しきに押おし入いってきた時の夢だったり、奴隷商人の下にいた頃の夢だったり、クロノ様に引き取られなかったらという夢だったりと様々だ。

　特に最後のヤツは自分の想像力を恨うらみたくなるくらい最悪な夢だ。

　あたしは安あん堵どの溜息を吐ついた。

「――ッ！」

　その時、何かが体に触ふれた。

　あたしは体を強こわ張ばらせ――その正体に気付いて再び安堵の息を吐いた。

　体に触れたのはクロノ様の腕うでだった。多分、寝ね返がえりを打った拍ひよう子しに触れたのだろう。

　起こす訳にもいかないので、あたしはクロノ様に背を向けた。

　すると、クロノ様の手があたしのお腹なかに触れた。

　手は少しずつ胸の方に向かい――。

「アンタ、寝たふりしてるでしょ？」

「……寝てます」

「起きてるじゃない！」

　あたしが突っ込むと、クロノ様は首輪を掴んだ。

「お、怒おこったの？　ご、ごめんなさい、おこ、怒らせるつもりはなくて」

　首輪を掴まれただけで、あたしの心から逆らおうって気持ちがなくなっていく。

「お願いだから、ぶ、ぶたないで」

　あの奴隷商人の下で、あたしはつまらない意地を張るべきじゃないって学んだ。

　あたしが学んだのはそれだけのはずなのに――。

「ふ～ん」

「な、何よ」

「いや、別に」

　クロノ様が耳元で囁ささやき、あたしは女将おかみの言葉を思い出した。




「……その時に、色々と言われてね。たとえばお尻の××に××したり、●●を△△しても構わないってことですよねとか」




　ゾクゾクしたものが背筋を這い上がり、シオンの本に書かれていた内容があたしの思考を埋うめ尽つくし――。

「ち、違うんだから！」

　あたしは頭を抱かかえ、ベッドから転がり落ちた。

「な、なに、こ、この妄もう想そうは！　あたしは変じゃない、変じゃないんだから！　で、出てけ、あたしの頭から出てけ！」

　あたしは妄想を追い払うために何度も床ゆかに頭を打うち据すえた。

「ちょ、錯さく乱らんしすぎ！」

「あたしは正気よ！　変な妄想を追い出すために自分を折せつ檻かんしてるだけなんだから！」

「それを錯乱しているって言うんだよ！」

　パッと壁に取り付けられたマジックアイテムが光を放ち、室内を照らし出す。

　あたしは体を起こし、荒あらい呼吸を繰くり返かえした。

「エレナ様、もう少し静かにして頂けないでしょうか？」

「あ、アンタも起きてたの？」

「あれだけうなされていれば誰でも目を覚ますと思います」

「だったら、クロノ様があたしの体をまさぐった時に止めなさいよ！」

「私には権限がありませんので」

　レイラはしれっと言った。

「うなされるのは分かるんだけど、いきなり頭を打ち据えるなんて変だよ」

「……私、変なのかも」

「いや、それは分かってるんだけど」

「だ、だから、首輪を掴まれたり、ひ、酷ひどいことをされそうになると思うと……ゾクゾクするの。ど、奴隷商人に殴られすぎて、おかしくなっちゃったのかな？」

　あたしは泣きそうになりながらクロノ様に問い掛けた。

　ようやく、ようやく、あたしは自分が変なのかも知れないと思い始めていた。

「マゾヒズムってヤツじゃないの、それ？」

「……何、それ？」

　初めて聞く言葉にあたしは驚おどろきを隠かくせなかった。

「叩たたかれて痛みを感じたり、羞しゆう恥ち心しんを煽あおられたりして気持ちよくなる性せい的てき嗜し好こう……好みみたいなものかな」

　クロノ様も今一つ分かってないみたいだけど、あたしは少しだけ安心した。

　あたしの症しよう状じようは名前が付けられる程度に一いつ般ぱん的てきらしい。

「ちょっと、待って……奴隷商人に殴られた時は何も感じなかったのに変じゃない？」

「ある程度までの痛みとか、精神的な負荷を楽しめるようになったんじゃないの？　よく分からないけど」

「……ある程度って何ど処こまでよ」

　あたしが言うと、クロノ様は貴族に似つかわしくない下げ卑びた笑みを浮かべた。

「じゃ、試ためしてみようか？」

「た、試さなくて良いわよ」

　クロノ様はあたしの鼻の位置まで足を上げ、それから床に下ろした。

「……足を舐なめて」

「ば、馬鹿なことを言わないでよ！」

　あのゾクゾクの正体が分かった今、クロノ様に用はない。

　正体が分かれば、この感情を制せい御ぎよできるはず。

　ふとレイラと目が合う。勝ち誇ったようにあたしを見ている。

　自分なら足くらい舐められると言いたげな目だ。

「……くッ、な、舐めるわよ、舐めればいいんでしょ」

　あたしは尻を突き上げ、クロノ様の足あし下もとに這い蹲つくばった。

　頭が熱で浮うかされたようにボーッとする。

　あたしは顔をクロノ様の足に近づけ、指の付け根を舐めようと舌を伸のばした。

　こ、こんな、い、犬みたいなマネ！　なんて、屈くつ辱じよく！

　それなのにえも言われぬ充じゆう足そく感があたしを満たしていた。

　舌先が触れる寸前、クロノ様が足を引いた。

　あっ、と視線だけでクロノ様の足を追い掛ける。

「ご、ごめんなさい、こ、こんなに時間を掛けるつもりはなくて」

「こっちこそ、ごめん」

　え？　とあたしは体を起こした。

「いや、本当に舐めさせるつもりはなかったんだけど」

「……」

　クロノ様が気まずそうに言い、レイラがわずかに口元を歪ゆがめた。

「こ、この悪あく魔ま！」

　からかわれたと理解した瞬しゆん間かん、怒りが爆ばく発はつした。

「ごめん」

「ご、ごめんじゃないわよ！　ごめんじゃ！　し、死ね、このクズ！」

　あたしはクロノ様を罵ば倒とうし、部屋から飛び出した。

　途と中ちゆうで足から力が抜けてすっ転んだけど。





※






　翌日の昼、あたしは眠り目を擦りながら仕事をこなしていた。

　集中力を欠いているせいか、ミスを連発してしまう。

　クロノ様の部屋に枕を置いてきたせいで首も痛い。

　頭をすっきりさせるために昼ひる寝ねでもしようかな？　と考えてたら扉がノックされた。

　無視していると――。

「いるんならさっさと開けな」

　女将が入ってきた。

「……今日は昼食を食べたじゃない」

「半分眠ねむってたようなもんじゃないか」

　女将はトレイをあたしの前に置いた。

「何よ、これ？」

「食べりゃ分かるよ」

　そう言って、あたしは小皿に盛りつけられた白い塊かたまりを指差したが、女将は答えるつもりがないらしくニヤニヤしている。

　スプーンで掬すくい取とり、口に運ぶ。口に含んだ瞬間、冷たさと甘あまみが口の中で炸さく裂れつした。

「つ、冷たい？　な、何よ、これ？」

「クロノ様に作り方を教えて頂いたアイスクリームさ。作り方は――」

　あたしは偉えらそうに講こう釈しやくを垂れる女将を無視して、アイスクリームを口に運んだ。

「って感じで作るんだよ」

「自分じゃ作らないし」

　女将が説明を終える頃には小皿は空になっていた。

「昨夜は楽しかったかい？」

「な、なんで、アンタが知ってるのよ！」

「これでも、あたしはメイド達たちに慕したわれてるんだよ」

　女将はニヤリと笑った。

「で、どうだったんだい？　やったのかい？　やったんだろ？　素す直なおに言いなよ」

「やってないわよ、邪じや魔ま者ものもいたし」

「三人で仲よくすりゃよかったじゃないか」

「自分には関係ないからって無む茶ちや苦く茶ちやなことを言うわね」

「そりゃ、ね」

　ふふん、と女将は鼻で笑った。

「仕方がないね。あたしが一ひと肌はだ脱ぬいでやるよ」

「別にいらないわよ」

「まあまあ、ここはあたしに任せておきな」

　女将はトレイを持ち、部屋から出て行った。





※






　その日もあたしは早めに仕事を切り上げた。

　丹念に体を洗い、ネグリジェを着て――シオンから借りた本をちょっとだけ読む。

　それからクロノ様の部屋に向かった。

　ドキドキしながら扉を開けると、クロノ様はベッドに横たわっていた。

　レイラはいない。あたしはホッと息を吐き、ベッドに腰こしを下ろした。

　クロノ様の寝ね顔がおを覗き込む。子どもみたいにあどけない寝顔だ。

　そういえば、あたしよりも一つ年上なだけなのよね。

　変に落ち着いてるから、もっと、年上に感じるんだけど――。

　あたしとこいつの違いって何だろう？　身分の差？　性別？　それとも、軍隊経験？

　顔を近づけ、あたしは右目の傷を見つめた。

「アンタ、起きてるんじゃないの？」

「寝てます」

　クロノ様は億おつ劫くうそうに体を起こした。

「右目、どうしたの？」

「唐とう突とつだね」

「べ、別に、前々から聞こうと思ってたけど、機会がなかっただけよ」

　クロノ様は憂ゆう鬱うつそうに右目の傷を指で撫なでた。

「三ヶか月げつくらい前に神聖アルゴ王国の軍が攻せめて来てさ。撃げき退たいはしたんだけど、敵兵に斬きりつけられて、この有様だよ」

「そんなに強かったの、その兵士？」

「僕ぼくが弱かっただけ。何しろ、剣けんも抜ぬけなかったんだから」

　もう一度、クロノ様は右目の傷を撫でた。

「黄土神殿に寄付したのって、その傷を治したいから？」

「傷を治すつもりはないよ」

　クロノ様は溜ため息いき交じりに言った。

「僕の命令で大勢が死んだし、後こう遺い症しようで苦しんでいる部下もいる。それなのに自分だけ目を治すなんてマネできないよ」

「……そう」

　ほんのわずかな遣やり取りでクロノ様が指揮官、いや、為い政せい者しやに向いていないと気付く。

　言うべきか、あたしは迷い――結局、忠告を呑み込んだ。

「何しに来たの？」

「ま、枕を取りに来たのよ」

「あれ、昨日の続きをしに来たんだと思ったんだけど？」

　ぎくりと体を強張らせた。

「まあ、座すわりなよ……床に」

「ば、ば、バカじゃないの？　枕を取りに来ただけだって、言ったじゃない！」

　あたしは文句を言いながらクロノ様の言葉に従っていた。

　クロノ様は憐あわれむような視線を向け、そっと首輪に触れた。

　首輪に触れられた途と端たん、ゾクゾクしたものが背筋を這はい上がってきた。

「ひ、ひどいこと、し、しないでよね。キスはダメだから。い、入れるのもなし」

　拒きよ否ひしてみたものの、クロノ様がその気になれば強ごう引いんに奪うばえる。

　もし、強引に奪われたら――。蹂じゆう躙りんされる自分を想像しただけで下腹部が熱くなる。

「しないよ」

「……そう」

　あたしは小さく呟いた。

「べ、別に残念がってる訳じゃないんだからね！」

「そうなんだ」

「そうなの！」

「……」

　クロノ様は思案するように黙だまり込み、あたしはもじもじと太ふと股ももを擦すり合わせた。

　ああ、どんなことをされるんだろう。

「動物の鳴なき真ま似ねをしてもらおうかな？」

「そ、それくらいなら、犬、猫ねこ、鳥？」

「じゃ、豚ぶたで」

　一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になった。よりにもよって豚の鳴き真似。

「で、できる訳ないじゃない」

「じゃ、枕は返さないよ」

　はは～ん、好きにすればいいじゃない！

　枕なんてなくても眠れるし、新しい枕くらい自分で買えるんだから。

「……ぶ、ブ～」

　それなのに――あたしは頭こうべを垂れて、豚の鳴き真似をしていた。

　クロノ様を盗ぬすみ見みると落らく胆たんしたような表情を浮かべていた。

「エレナ、豚の鳴き真似を舐めてるの？」

「や、やったんだから、枕を返してよ！」

「……エレナ」

　クロノ様はあたしの枕を手に取り、悪魔のように笑った。

　その夜、あたしは――豚になった。





※






　翌朝――あたしは体の痛みで目を覚ました。噛かまれた、舐められた、指を突っ込まれた。

　恥ち辱じよくの記き憶おくが甦よみがえり、あたしは陶とう然ぜんと――ち、違ちがう！　屈辱に身を震わせなきゃ！

「おはよう」

「……こ、この悪魔、ネグリジェと下着を返しなさいよ！」

　あたしは眠っている犬みたいに体を丸めて言った。あたしは裸はだかで、クロノ様も裸だ。

「あ～、ごめんなさい」

「謝あやまるくらいなら初めからすんな！　う～、噛まれた所がジンジンする、息が生なま臭ぐさい……ホント、マジで、最悪、ホントに、最悪、し、死ね！」

　クロノ様を罵倒しながら、あたしは下着とネグリジェを着る。

　視線を下ろすと、歯形。主に胸の辺り。顎あごも痛い。

　ベッドから立ち上がった瞬間、お尻しりから鈍どん痛つうが這い上がる。

「えっと、大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫なはずないでしょ！　なんて所に指を入れるのよ！」

「お尻のあ――」

「うっさい！　ホントに死ね！」

　お尻の痛みに耐たえ、あたしはクロノ様の寝しん室しつを後にした。

　さ、最悪、ホントに最悪！

「で、でも……また、枕を取りに行かなきゃ、だ、ダメなのよね？」

　あたしは足を止め、ぶるりと体を震わせた。







第四章　『補充兵』







　帝てい国こく暦れき四三〇年九月上じよう旬じゆん――クロノが執しつ務む室しつで書類に署名をしていると、扉を叩く音が響ひびいた。大きすぎず、小さすぎず、絶ぜつ妙みような力加減だ。

「どうぞ！」

「……失礼いたします」

　扉がゆっくりと開き、アリッサが入室する。メイド服を一分の隙すきもなく着こなしているが、それが女性的な魅み力りよくを引き立てていることに気付いているだろうか。

　それはさておき、アリッサは筒つつ状じように丸めた羊皮紙を持っていた。どうやら、これが部屋を訪おとずれた理由のようだ。

　だが、扉の近くに佇たたずんだまま動こうとしない。クロノの言葉を待っているのだ。

「どうかしたの？」

「旦だん那な様さま、帝てい都とから書簡が届きました」

「持ってきて」

「承知しました」

　アリッサは小さく頷うなずき、クロノに歩み寄ると恭うやうやしく書簡を差し出した。封ふう蝋ろうには軍務局のマークが刻印されている。

　クロノが羊皮紙を受け取ると、アリッサはすぐに離はなれた。主人宛あてに送られてきた書簡を見ないようにという配はい慮りよだろう。

　クロノが苦く笑しようすると、アリッサはわずかに首を傾かしげる。

「旦那様？」

「いや、何でもないよ。いつもご苦労様」

「ありがとうございます」

　アリッサが恭しく一礼し、クロノは書簡の紐ひもを解いた。書簡を広げて内容を確かく認にんする。

　長々と文章が書き連ねてあるが、要約すれば補充兵を送るとそれだけの内容だ。

　人数や兵科を詳くわしく書いて欲ほしかったが、有力貴族の子し弟ていではないクロノに対する扱あつかいなんてこんなものだろう。ティリアの力ちから添ぞえがなければ無視されていた可能性もある。

　どんな人達が来るのかな～、とクロノは天井を見上げた。





※






　帝都アルフィルク――。

「お前さんは真ま面じ目めだな～」

　フェイが厩きゆう舎しやで集めた馬ば糞ふんを荷車に移していると、シルバが呆あきれたように言った。

　木箱に座っているが、サボっているのではなく仕事が一段落して休んでいるのだろう。

　このドワーフの蹄てい鉄てつ工とは四年の付き合いになるのでそれくらいは分かる。

「これが自分の仕事であります」

「お前さんの後こう輩はいは騎き乗じよう訓練をしてるのに馬ば鹿からしくならないのか？」

「シルバさんこそ、馬鹿らしくならないのでありますか？」

「そりゃ、俺おれはドワーフだからな」

　フェイが問い返すと、シルバは溜息交じりに答えた。

「どういう意味でありますか？」

「選せん択たくの余地がないってことだよ。その点、お前さんは人間の娘むすめで、爵しやく位い持ちで、近衛騎き士し団だんに入れるくらい剣の腕が立つ。おまけに器量よしじゃないか」

「そうでありますかね？」

　フェイは首を傾げ、桶おけを覗のぞき込んだ。髪かみは短く、眉まゆは太い。

　顔立ちは醜みにくいとは思わないが、器量よしとも思えない。

「俺が言いたいのはこんな所で馬糞の掃そう除じなんてしなくてもそれなりの幸せは掴めるんじゃないかってことだ」

「宮きゆう廷てい貴族の爵位にそれほど価値があるとは思えないであります」

　ムリファイン家は領地を持たない宮廷貴族だ。

　十年前に近衛騎き士しだった父が病死してから没ぼつ落らくしたような状態にある。

「商人と結婚するのはどうだ？　成り上がり者は箔はくを付けたがるから爵位持ちのお前さんなら引く手数多あまただぞ」

「そうかも知れないでありますが、やはり武ぶ勲くんを立ててムリファイン家を再興したいのであります」

「厩舎の掃除係がどうやって武勲を立てるんだ？」

「努力であります！」

　フェイは拳を握にぎり締しめた。

「努力していれば夢は叶かなうであります。配属されたばかりの頃は手て際ぎわが悪くて殴なぐられてばかりでありましたが、最近は殴られなくなったであります」

「……そうか」

「そうであります」

　フェイは力強く頷いた。

「シルバさんの夢は何でありますか？」

「俺は建築家になりたいんだ」

　そう言って、シルバは木箱から立ち上がった。

「こんな所でいけ好かない貴族のために蹄鉄工の仕事をするのはうんざりだ！　俺は建物を作りたい！　歴史に残る建造物を作りたいんだッ！」

「つまり、シルバさんは石いし工くになりたいのでありますか？」

「違う！　建築家だッ！」

　シルバは叫さけび、がっくりと肩かたを落とした。

「でもな～」

「どうしたでありますか？」

「俺には石工の経験があるし、建築家になるために勉強もしてる。けど、雇やとってくれる建築家がいないんだよ」

「むぅ、石工をやっていた方がまだしも夢に近かったでありますね」

「近いってだけだけどな」

　シルバは再び木箱に座り、深々と溜息を吐いた。

「兄貴よりマシと思って蹄鉄工を続けるしかないか」

「お兄さんがいるでありますか？」

「ああ、ゴルディって名前で、エラキス侯こう爵しやく領で槍やり働ばたらきをしてる」

「エラキス侯爵領でありますか」

「……死んでなけりゃいいんだが」

　シルバは再び溜息を吐いた。四ヶ月前に神聖アルゴ王国がエラキス侯爵領に侵しん攻こうしたのは有名な話だった。その際に三百五十人以上の兵士が死んだことも。

　これが同等の兵力であれば無能の誹そしりを免まぬがれなかっただろうが、たった千人で一万の敵を撃退したのだから大おお手て柄がらだ。

　実際、指揮官を務めた青年貴族はエラキス侯爵領の新領主になった。

　黒い噂うわさもあるのでそれもシルバの不安を掻かき立たてているのだろう。

　曰いわく、戦功を得るために独断専行に走った。

　曰く、三百人のエルフを捨すて駒ごまとして扱った。

　曰く、エラキス侯爵に横領の罪を着せて毒殺した。

　曰く、毎晩のように亜あ人じんをベッドに連れ込んでいる。

　話半分に聞いても大悪党だ。シルバが心配するのも無理はない。

「夢は遠いな」

「努力でありますよ、努力。努力すれば夢は叶うであります」

「望みは薄うすくても努力するしかないか」

　シルバは深々と溜息を吐いた。

「ところで、お前さんの夢は何なんだ？」

「ムリファイン家を再興し、第一近衛騎士団の団長であるレオンハルト様と轡くつわを並べて戦うことであります」

　レオンハルトは広大な領地を保有するパラティウム公こう爵しやく家の嫡ちや子くしだ。

　武勇に秀ひいで、皇こう帝ていの信しん頼らいも厚く、神しん威い術じゆつすら使いこなす帝てい国こく最強の騎士だ。

「すごい夢だが、お前さんは馬も割り当てられていないし、近衛騎士の鎧よろいだって支給されていないじゃないか」

「心配無用であります！　実は、私は神威術が使えるのであります！」

「なんだって！」

　驚きよう愕がくからか、シルバは目を見開いた。

「神様、私の剣を祝福して欲しいであります！」

　フェイは祈いのりを捧ささげて剣を抜いた。ゴポゴポという音と共に粘ねん性せいの高いマグマのような闇やみが剣の柄つかから溢あふれて刃やいばを覆おおう。

「神威術・祝しゆく聖せい刃じんであり――」

「待てッ！」

　シルバが顔を真っ赤にして叫んだ。

「なんでありますか？」

「祝福どころか、呪のろわれてそうじゃねーか！」

「神様に祝福をお願いした結果だから祝聖刃でいいのであります」

　フェイは少しだけムッとして言い返した。

「いつかは私もレオンハルト様のように聖せい騎き士しと呼ばれ――」

「おいッ！」

「なんでありますか？」

「色だよ、色！　黒くて、ドロドロしてて、禍まが々まがしい感じじゃねーか！　どう見ても暗黒騎士だって！　騎士のくせに漆しつ黒こくにして混こん沌とんを司つかさどる女め神がみを信仰してるんじゃねーよ！」

　フェイは剣を鞘さやに収めた。

「お祈りをして漆黒にして混沌を司る女神様が応こたえてくれたので、宗しゆう旨し替がえをしたのであります。力を貸してくれない神様に用はないのであります」

「信仰は自由だし、邪じや神しんじゃねーけどよ。聖騎士っぽい色じゃねーよな」

　シルバは微妙な顔で言った。

「また、こんな所で油を売ってますの？」

　声が聞こえた直後、衝しよう撃げきが側頭部を襲った。意識が途と切ぎれるが、何とか堪こらえる。

　頭から血を流しながら振り向くと、鐙あぶみから片足を外した女騎士が馬上からフェイとシルバを見下ろしていた。

　女騎士の名はセシリー・ハマル――第五近衛騎士団の団長ブラッドの妹だ。

　柔やわらかそうな金きん髪ぱつを長く伸ばしている。目付きは鋭するどいと言うよりも侮ぶ蔑べつ的だ。

　彼かの女じよは自分より身分の低い者と接する時、侮蔑を隠そうともしない。

　今は鎧に隠れているが、その肢し体たいは鍛きたえられながらも女性的な丸みを失っていない。

　むしろ、女性的な魅力が際きわ立だっているように思う。

「いきなり、蹴けるなんて何を考えてやがるんだ！」

「……人間未満の声は聞こえませんわ」

　セシリーは馬上で剣を抜き放ち、切っ先をシルバの鼻先で揺ゆらした。

「き、斬るつもりか？」

「虫が五う月る蠅さいので追い払はらおうと思っただけですわ。これは独り言なのですけれど、わたくしは虫にも価値があると思ってますのよ？」

「止やめて欲しいであります」

　フェイが割って入ると、セシリーは切っ先をこちらに向けた。

「……虫の次は馬ま糞ぐそ女おんなですの？」

「私は馬糞女ではありません」

「あら、皆みな様さまから馬糞女と呼ばれているから馬糞女だと思っていましたわ」

　セシリーは興味を失ったように剣を鞘に収めた。

「そういえば……団長から馬糞女を部屋に呼ぶようにと伝言を預かっていましたの。早く団長の部屋に行った方がよろしいのではなくて？」

「分かったであります」

　馬と鎧を支給してくれるのかも知れないであります、とフェイは胸を高鳴らせた。





※






　フェイが執務室に入ると、ピスケ伯はく爵しやくは露ろ骨こつに顔を顰しかめた。
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　ベティル・ピスケ――第十二近衛騎士団の団長だ。

　高い鼻とカイゼル髭ひげが特とく徴ちようと言えば特徴だ。

「馬糞の臭においがしないかね？」

「……」

　ピスケ伯爵は鼻を鳴らし、口元を歪めた。

「まあ、君が馬糞臭くさかろうと構わんよ。あ～、フェイ君、フェイ・ムリファイン君。第十二騎士団に配属されてから何年だね？」

「はッ、四年であります」

「道理で馬糞の臭いが染しみついている訳だ」

　そう言って、ピスケ伯爵は鼻を摘つまんだ。

「非常に言い難にくいことなんだが……」

　ピスケ伯爵は立ち上がり、フェイの不安を煽るように室内を歩き回った。

「ああ、そういえばエラキス侯爵領の件は知っているかね？」

「はッ、知っているであります」

「なら話が早い」

　ピスケ伯爵は我わが意を得たりと言うように何度も頷いた。

「皇女殿でん下かから通達があってだね。我が第十二近衛騎士団から補充兵を出さなければならなくなったのだよ。つまり、君だ」

　ピスケ伯爵は回り込み、ゆっくりとフェイの肩を撫でた。

「誤解しないで欲しいんだが、騎士を出せと命令された訳じゃない。だから、君がそれなりに誠意を見せてくれるのなら、こちらも応じる準備があるんだがねぇ」

「……誠意でありますか」

　この場合は体のことでありますかね？　とフェイは天てん井じようを見上げた。

　図はからずも身の振り方を考えることになってしまった。

　父は十年前に、母は四年前――フェイが軍学校を卒業した直後に死んだ。

　死んだ父母のためにムリファイン家を再興しなければならない。

　だが、ピスケ伯爵に身を委ゆだねても現状維い持じが精々だろう。

「エラキス侯爵領に騎士はいるのでありますか？」

「二十人程度はいるようだが、近衛騎士とは比べものにならないほど低レベルだろう」

「……なるほど」

　フェイは小さく頷いた。今のエラキス侯爵は悪党のようだが、人材不足なら重用してもらえるかも知れない。さらにいえば領主だ。

　ベッドに連れ込まれるにしてもピスケ伯爵よりはいい条件を提示してくれるはずだ。

　上う手まくいけば一足飛びにムリファイン家を再興できるかも知れない。

　フェイは拳こぶしを握り締め――。

「軍令に従うであります！」

「馬糞女が生意気な」

　ピスケ伯爵は忌いま忌いましそうに吐はき捨て、興味を失ったようにフェイから離れた。

　そして、大きく溜息を吐いた。

「どうすれば宜しいでありますか？」

「明日、エラキス侯爵領行きの馬車が出る。さっさと荷物を纏まとめて出て行きたまえ」

「分かったであります」

　フェイは頷き、執務室を後にした。





※






　翌日――アルフィルク城の庭には亜人が集まっていた。エルフが最も多く、次にミノタウロスとリザードマン、さらに獣人、ドワーフと続く。人間はフェイだけのようだ。

「よう、お前さんもエラキス侯爵領に行くことにしたのか？」

「その声はシルバさん！」

　振り返ると、大きな荷物を背負ったシルバが立っていた。

「その荷物は何でありますか？」

「石工をやってた頃ころから描かき続けてきた設計図だ。設計図を盗み見たり、石を運びながら細部を観察したりして描き上げた俺の宝物だ。お陰かげで給料は羊皮紙に化けちまったけどな。お前さんは鞄かばん一つきりかい？」

「そうであります」

　シルバが首を傾げ、フェイは軽く鞄を持ち上げて答えた。

「よく決心したな、今のエラキス侯爵は黒い噂が絶えない人物なのに」

「身の振り方を考えたのであります。ベッドに連れ込まれてもそれはそれ、運がよければ一回でムリファイン家が再興するであります」

「……お前さんは凄すごいな」

　フェイが胸を張って言うと、シルバは感心したように呟つぶやいた。

「ただ、一つだけ心配があるであります」

　フェイは服の襟えりを摘まみ、臭いを嗅かいだ。

「馬糞の臭いが染みついていないか心配であります」

「お前さんも女だったんだな。おっと、馬車に乗り込み始めたみたいだな。お前さんはエルフの馬車に紛まぎれ込みな。また、エラキス侯爵で会おう」

　シルバは元気づけるようにフェイの二にの腕うでを叩たたき、ドワーフの列に向かって走った。

　フェイはシルバのアドバイスに従い、エルフの列に並んだ。

　二時間が経過し、ようやく順番が回ってきた。

　馬車に乗ろうとすると、監かん督とく役やくの兵士は不思議そうに首を傾げた。

「どうして、ここに人間がいるんだ？」

「第十二騎士団所属、フェイ・ムリファインであります。昨日、ピスケ団長からエラキス侯爵領に赴ふ任にんするように指示を受けたであります」

　別にいいか、と兵士は馬車に乗るよう促うながした。

　馬車は粗そ末まつな幌ほろ馬車で、両サイドに座席が設置されている。

「ここは埋うまってるよ」

「ここも」

「こっちも」

　フェイが座ろうとすると、他ほかの乗客は意地の悪そうな笑えみを浮うかべて言った。

「ボクの隣となりなら空いてるよ？」

　フェイが途と方ほうに暮れていると、一人の少女が手招きした。

　耳が尖とがっていないのでハーフエルフだろう。フェイは座席に座り、少女を見つめた。

　瞳ひとみは夏の青空を、短い髪は荒こう野やの土を連想させる。白い肌はだは陶とう器きのように滑なめらかだ。

　薄うす汚よごれた服に包まれた肢体は起き伏ふくに乏とぼしいが、わずかに丸みを帯びている。

「ありがとうであります。私はフェイ・ムリファインと申します」

「ボクはスノウだよ」

　フェイはスノウと握あく手しゆを交かわした。

「念のために言っておくけど、ボクは女の子だからね」

「分かっているでありますが、どうしてボクなのでありますか？」

　う～ん、とスノウは考え込むように唸うなった。

「ボクはスラムに住んでたんだけど、すご～く治安が悪いんだよ」

　スラムは帝都を囲む城じよう壁へきにへばりつくように存在している。帝都と認にん識しきされていないので警備の兵士が見回ることはない。犯罪者が逃にげ込んでも追つい跡せきしない。

　法の力が及およばない場所なので『すご～く治安が悪い』はかなり控ひかえ目めな表現だ。

「だから、男の子の格好をして、男の子みたいな喋しやべり方をしてたんだ。男でも構わないって襲おそい掛かかってくる変態もいるから、まるっきり安全って訳でもないんだけどね」

「それは……大変でありますね」

「大変だったし、袋ふくろ叩だたきにされたこともあるけど、ボクは守れたから」

　命を守れたのか、純潔を守れたのか、どちらかの意味なのだろうが、それを問とい質ただすような度胸をフェイは持ち合わせていなかった。

「よし、出発だ」

　兵士が人数を確認し、馬車が動き始めた。

「どれくらいで着くのかな？」

「通常なら一週間でありますが、人数が人数でありますからね。二週間は覚かく悟ごした方がいいであります」

「じゃあ、沢たく山さんお話ができるね」





※






　それから二週間、フェイはスノウと沢山の話をした。湯ゆ浴あみはなし、食事は一日一回、寝ねる時は薄汚れた毛布に包くるまるという旅だったが、不思議と楽しめた。

　濃のう密みつな時間を過ごしたからか、フェイはスノウの変化に気付くことができた。

「今日のスノウ殿はウキウキしているように見えるであります」

「うん、実はね」

　えへへ、とスノウは照てれ臭くさそうに笑った。

「実は、お母さんがエラキス侯爵領にいるんだ」

「母親がいるのでありますか？」

「あ、お母さんといってもスラムにいた時に同じチームだった人だよ。そこで、よくお世話になってたんだ」

「なるほど、あだ名のようなものなのでありますね」

「あだ名というか、口くち癖ぐせかな。直さなきゃ直さなきゃって思ってたんだけど、最後まで直すことができなくて」

「本名は何でありますか？」

「お母さんの本当の名前はレイラっていうんだよ。金色の目がすごく綺き麗れいで、すごく美人なんだ。でも、そのせいでスラムでは酷ひどい目に遭あうこともあって……お母さん、上手くやってるかな」

　スノウの口調は途と中ちゆうでトーンダウンした。

「ボク達たちの上司になるエラキス侯爵ってひどい人なんでしょ？」

「そういう噂はあるでありますね」

「お母さん、大丈夫かな？　ひょっとしてボクも呼ばれちゃうのかな？」

　スノウは憂鬱そうに呟いた。

「スノウ殿が呼ばれた時は代わるであります」

「ホントに？」

　スノウは嬉うれしそうに顔を輝かがやかせ、プルプルと頭を振った。

「だ、駄だ目めだよ。フェイは初めてなんでしょ？」

「何とかなるであります」

「そうじゃなくて！　初めての時はホントに好きな人とするのが一番だと思う。あ、でも、この格好じゃ呼ばれないよね」

　スノウは自分の体を見下ろした。帝都を出てから湯浴みをしていなかったので悪あく臭しゆうを放っている。もっとも、それはフェイも、他の乗客も同じだ。

「誰だれか来たぞ！」

　御ぎよ者しやを務める兵士が叫び、乗客が身を硬かたくする。盗とう賊ぞくではないと思うが――。

「ボクが見るね！」

　スノウは席を立ち、御者の背後に移動した。フェイも後に続く。

「ん～、騎き兵へいが五騎きかな？」

「盗賊でありますか？」

　私には芥け子し粒つぶのようにしか見えないでありますが、凄い視力でありますね、とフェイは感心しながら尋たずねる。

「同じ鎧を着てるし、身なりも綺麗だから大丈夫だと思う」

「そうでありますか」

　スノウが自信なさそうに呟き、フェイは剣の柄を握り締めた。いざという時は自分が戦わなければならない。

　人殺しを経験しておくチャンスでありますね、とフェイは舌で唇くちびるを湿しめらせた。

「盗賊じゃないと思うよ？」

「備えあれば患うれいなしであります」

「そんなこと思ってないでしょ」

　スノウは非難するように眉まゆ根ねを寄せた。

「いきなり斬りかかるのは止めてくれよ」

「……分かったであります」

　御者を務める兵士に注意されて少しだけ力を抜ぬく。

　芥子粒のようだった点が徐じよ々じよに大きくなり、やがて五騎の騎兵に変わった。

　騎兵が十分な距きよ離りを保って止まると、馬車も動きを止める。

「俺おれ達たちはクロノ様麾き下かの騎き兵へい隊たいだ！」

「我々は帝都から来た者だ！　補充兵を届けにきた！」

　騎兵の一人が叫び、御者を務める兵士が叫び返す。

　騎兵は息を吐き、ゆっくりと近づいてきた。

　馬車の脇わきを素す通どおりするのかと思いきや反転して御者席に並ぶ。

　フェイはしげしげと男を見つめた。無ぶ精しよう髭ひげを生やした男だ。

　ニヤニヤと軽けい薄はくそうな笑みを浮かべているが、油断はしていないようだ。

「帝都から遠路遙はる々ばるご苦労さん。俺は騎兵隊長のケインだ」

「はッ、お疲つかれ様さまです」

　答えたのは御者を務めていた兵士だ。

「ここまで来たら護衛は必要ねーと思うんだが、これも仕事だ。先導する」

「はッ、よろしくお願いします」

「こっちこそ頼たのむぜ」

　ケイン達に先導され、馬車が再び動き始める。護衛は必要ないという言葉に偽いつわりはなかったらしく、すぐに城壁が見えてきた。

　城門を潜くぐり抜け、馬車は通りを進む。城門からしばらくは木造の建物が続いていたが、露ろ店てんが建ち並ぶ広場を越こえた辺りから石造りの建物が増えていく。

「悪い所じゃないみたい」

「判断する理由は何でありますか？」

「ん～、臭い？」

　スノウが可愛かわいらしく首を傾げ、フェイはすんすんと鼻をひくつかせた。

「よく分からないであります」

「ボク達、臭いもんね」

　スノウは何ともいえない表情を浮かべた。

「侯こう爵しやく邸ていに入ったらすぐに降りろ」

「分かったであります」

「分かりました」

　馬車がスピードを落とし、門を潜った。しばらくして馬車が止まる。

「後続が詰つまってるからさっさと降りてくれ。降りたら轢ひかれないように隅すみに寄れ」

「行くであります」

「うん！」

　御者を務める兵士が叫び、フェイとスノウは荷物を片手に馬車から飛び降りた。

　指示された通り、後続の馬車に轢かれないように庭園の隅に移動する。

「貴族の館やかたには見えないでありますね」

「そうなの？」

　馬車の邪じや魔まにならないように端はしに寄り、フェイは侯爵邸を見回した。敷しき地ちには四つの塔とうが立ち、ドワーフ達が鎚つちを振ふるい、男達が煉れん瓦がを積み上げている。

　さらに一列になって作業――木の皮を剥はいだり、それを鍋なべで煮にたり、木き枠わくを水に浸つけたりしているグループもいる。

「何をしてるのかな？」

「どうやら、紙を作っているようであります」

　フェイはすのこを見つめながら呟いた。そこには紙が貼はり付つけられている。

「紙って羊の皮から作るんじゃないの？」

「それは羊皮紙であります」

「へ～、そうなんだ」

　手に入れるには輸入するしかない紙が帝国の片かた隅すみで作られている。

　驚きよう嘆たんすべき事実なのだが、スノウはあまり興味がないようだ。

「……エラキス侯爵はなかなか面おも白しろそうな人でありますね」

　フェイが呟いたその時、野太い声が響いた。

「うおぉぉぉぉ、兄貴ぃ！」

「会いたかったですぞ、シルバ！」

　驚おどろいて振り返ると、シルバが見知らぬドワーフと抱だき合あって泣いていた。

　どうやら、シルバは兄と再会できたようだ。

　感動の対面でありますね、とフェイは二人を見守る。

「フェイ、これからどうするの？」

「ここで待っていればいいと思うであります」

「そうだね」

　フェイ達たちは侯爵邸の片隅に立ち、兵士達が馬車から飛び降りる様子を見守った。

　最後の馬車が通り過ぎ、侯爵邸の庭は亜人で埋まっていた。

「注目！」

　亜人達が一いつ斉せいに声のした方――門を見る。

　そこにはケインを始めとする五騎の騎兵がいた。

　ケイン以外は立て札のような物を持っている。

「兵舎に案内するぞ！　立て札を持ったヤツに付いていけ！」

「ボクは行くから！　また、後でね！」

　亜人達がぞろぞろと侯爵邸の敷地から出て行き、フェイだけがその場に取り残された。

　途方に暮れていると、ケインが近づいてきた。

「あ～、人間もいたのか」

「第十二近衛騎士団に所属しておりましたフェイ・ムリファインであります！　騎兵希望であります！」

「参ったな」

　ケインは馬から下り、頭を掻いた。

「何がでありますか？」

「今、騎兵隊は士官用の兵舎で寝ね泊とまりしてるんだが、男しかいねーんだよ」

「私は構わないであります」

「俺が、俺達が構うんだよ。もちろん、俺は部下のことを信頼してるが、絶対に間ま違ちがいが起きないと考えちゃいねーんだ」

「そうでありますか」

　フェイは溜ため息いきを吐き、肩を落とした。

「別に野宿させようなんて思ってねーから安心しろ」

「誠でありますか？」

「当たり前だろ」

　ケインはポーチから透とう明めいな球体を取り出し、背筋を伸のばした。

「……クロノ様」

『聞こえてるよ』

　ケインが透明な球体に話しかけると、くぐもった声が返ってきた。

　どうやら、あの球体は通信用のマジックアイテムのようだ。

「お願いしたいことがあるんだけどよ」

『何？』

　上司に対して随ずい分ぶんな言こと葉ば遣づかいだが、声の主――クロノことエラキス侯爵は平然としている。もしかしたら、ケインはクロノの縁えん者じやなのかも知れない。

「補ほ充じゆう兵の中にフェイ・ムリファインって白い制服を着たヤツがいるんだが、侯爵邸で寝ね泊とまりさせてもらえねーか？」

『分かった。部屋を用意させるからエントランスホールで待たせておいて』

「へ～い」

　ケインは水すい晶しよう球をしまい、フェイを見つめた。しまったという表情を浮かべている。

「念のために言っておくが、俺がクロノ様と普ふ通つうに話せるのは信頼されてるからだ」

「縁者ではないのでありますか？」

「俺が把は握あくしている範はん囲いじゃ血の繋つながりはねーな。まあ、先祖を遡さかのぼりゃ何ど処こかで繋がっているかも知れねーが」

「なるほど、であります」

　つまり、実力を高く評価されているということだ。飾かざらない言葉で遣やり取とりできるのもそのためだろう。そんな風に考え――。

　違ちがうかも知れないでありますね、とフェイは考えを改める。ケインは通信用マジックアイテムに話しかける前に背筋を伸ばしていた。本人が目の前にいないにもかかわらず、クロノに敬意を払っていた。だから、言葉遣いを咎とがめられないのかも知れない。

「クロノ様は優やさしい方だが、敬意を払うことだけは忘れるな」

「分かっているであります」

　フェイは背筋を伸ばして答えた。

「まあ、あとは聞いての通りだ。誰かが迎むかえに来るまでエントランスホールで待ってろ」

「はッ、了りよう解かいであります」

　フェイは背筋を伸ばして敬礼した。

「一応、明日の予定を伝えておく。疲れてるんなら明日は体を休めろ。疲れてないんなら訓練があるから参加しろ」

「はッ、何ど処こに集まれば宜しいでありますか？」

「侯爵邸の裏にある厩きゆう舎しやだ」

「了解であります」

　フェイは改めてケインに敬礼し、侯爵邸に向かった。

「お邪魔するであります」

　重じゆう厚こうそうな扉とびらを開けて中に入る。

　直立不動の姿勢で待っていると、廊ろう下かの角からメイドが姿を現した。

　年ねん齢れいは二十代後半といった所だろう。

　何年も働いているのか、エプロンドレスを着こなす様は堂に入ったものだった。

「フェイ・ムリファイン様ですね？」

「そうであります」

「私は侯爵邸のメイド長でアリッサと申します。以後、お見知りおきを」

　アリッサは丁てい寧ねいに一礼した。

「よろしければ荷物をお持ちいたしますが？」

「結構であります」

「失礼いたしました。御お部へ屋やに案内しますので、どうぞこちらへ」

　アリッサに先導され、フェイはエラキス侯爵邸を進む。

　廊下は広く、隅すみ々ずみまで掃そう除じが行き届いている。

　さらに壁かべには照明用のマジックアイテムが等とう間かん隔かくに設置されていた。

　少し殺風景な気もするが、クロノは装そう飾しよくに拘こだわらないタイプなのだろう。

「こちらがフェイ様の部屋になります」

　案内されたのは二階の突つき当あたりにある部屋だった。

　アリッサが扉を開け、フェイは部屋に入る。きょろきょろと部屋を見回す。

　最低限の家具しかないが、フェイが帝てい都とで住んでいた兵舎よりも広い。

「湯浴みの準備が整っておりますが、いかがなさいますか？」

「お願いするであります」

「かしこまりました。衣類の洗せん濯たくも承うけたまわりますが？」

「それもお願いするであります」

　最初から荷物を渡わたしておけばよかったであります、とフェイは後こう悔かいしながらアリッサに鞄を渡した。

「では、浴室に案内いたします」

　フェイはアリッサに案内されて浴室に移動する。いや、正確には脱だつ衣い所か。

「脱ぬいだ衣類はカゴにお願いいたします。代わりの衣類はこちらで用意しますので湯浴み終えましたら御部屋にお戻もどり下さい」

　アリッサは慇いん懃ぎんに一礼し、脱衣所から出て行った。

「至いたれり尽つくせりで申し訳ないであります」

　フェイは服を脱ぎ、カゴに入れ――汚よごれた下着を見られないように服の下に隠かくした。

　浴室に入り、ぬるま湯を頭から被かぶる。汗あせと垢あかがさらに不快な臭いを放ち始めた。

「……ひどい臭いであります」

　フェイは吐き気けを堪えながら浴室を見回し、垢あか擦すりとブロック状の石せつ鹸けんを手に取った。

　ラベンダーの匂においが鼻び腔こうを刺し激げきする。

「香こう料りようを練り込んでいるとは贅ぜい沢たく極きわまりないであります」

　石鹸で垢擦りを泡あわ立だてて体を洗う。石鹸の効果で垢がみるみる落ちていく。

「こんな贅ぜい沢たくをしてよいのでありますかね？」

　丹たん念ねんに体と髪かみを洗い、夢ゆめ心ごこ地ちで浴室から出ると、新しいカゴに綺麗な下着とネグリジェが置かれていた。スノウとシルバのことを思い出し、罪悪感が湧わき上あがる。

「これっきりであります、これっきりでありますから」

　フェイは友人達に謝罪しながら下着を手に取った。
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　翌日――フェイは侯爵邸の裏手にある厩舎を訪おとずれた。今いる馬は十頭、馬ば房ぼうの汚れ具ぐ合あいから察するにあと二十頭はいそうだ。

「馬と鎧を支給してくれると、ありがたいのでありますが」

　贅沢すぎるでありますかね、とフェイは力なく頭を垂れた。

「馬房を掃除して、少しでも覚えを良くしてもらうであります」

　気を取り直して厩舎の隅に置いてあった掃除用具を手に取る。

　馬のいない馬房から馬糞や尿にようで汚れたオガクズ、食べ残しを回収して荷車に積む。

　気配を感じて振り返ると、三人の子ども――二人は少年で、一人は少女だ――がこちらを見ていた。真ん中にいた少年が前に出る。恐おそらく、彼かれが三人のリーダーなのだろう。

「おい、姉ちゃん！」

「何でありますか？」

「馬房の掃除は俺おれらの仕事だぞ」

「そ、それは済まなかったであります」

　フェイが掃除用具を渡すと、少年は鼻を鳴らした。

「ちゃんと説明を聞いてたのかよ。大人は工こう房ぼうで仕事をするか、街で灰を回収するか、木を集めるか……」

「街の外で木の栽さい培ばいだよ、トニー兄ちゃん」

「わ、分かってるよ！」

　妹らしき少女が指し摘てきし、少年――トニーは顔を真っ赤にして言った。

「来たばかりで申し訳なかったであります」

「掃除をするんだから退どいてくれよ」

　フェイが馬房の外に出ると、トニー達は掃除を始めた。

「貴方あなた達たちは何処に住んでいるでありますか？」

「救きゆう貧ひん院いんに決まってるじゃないか。変なことを聞く姉ちゃんだな」

　トニーは手を休め、不思議そうに首を傾かしげて言った。

「救貧院で働かされているでありますか？」

「違うよ、手伝わせてもらってるんだ」

「どういう意味でありますか？」

　フェイは首を傾げた。

「クロノ様は俺達を働かせたくないみたいだけど、それだと街のヤツらがうるさいんだ」

「クロノ様はね、勉強しろって言うんだよ」

「い、院長のシオン様が勉強を教えてくれるんだ」

　トニーの妹ともう一人の少年が馬房を掃除しながら補足した。

「救貧院の生活は辛つらいでありますか？」

「全然、道みち端ばたで暮らしてた頃に比べれば天国だよ」

「シオン様も優しいし、他の人達も優しいの」

「いつか、俺は騎き士しになるんだ」

「それは難しいのではありませんか？」

　トニーが目を輝かせながら言い、フェイは無ぶ粋すいと承知しつつも口を挟はさむ。

　孤こ児じが騎士になるのは不可能だ。

「姉ちゃんは本当に分かってないなぁ。騎兵隊長のケイン様は傭よう兵へいだったんだし、ドワーフだって工房を建ててもらってるんだぜ。これって、身分に関係なく取り立ててくれるってことじゃん」

「誠でありますかッ？」

「こんなことで嘘うそなんて吐かねーよ」

　トニーはムッとしたように言った。

「何だか希望が見えてきたであります」

　フェイは拳を握にぎり締しめた。傭兵が騎兵隊長になるなど常識的に考えてありえないが、常識を覆くつがえせるだけの力がクロノにはあるのだ。

　その時、ケインが息を切らせて駆かけ込んできた。

「よう、ガキ共！　今日も掃除を頼むぜ！」

「任せてくれよ！」

　トニーが目を輝かせながらケインに答える。傭兵から騎兵隊長に成り上がったケインはトニーにとってヒーローなのだろう。

「フェイ、お前の扱あつかいをクロノ様と話し合っててな」

「そうでありますか」

　騎士として扱って欲ほしいであります、とフェイはケインを見つめた。

「馬は……こいつでいいか？」

「……っ！」

　ケインは顎あごをさすり、馬房にいた黒毛馬を指差した。

「こ、この馬を頂いてよろしいでありますか？」

「大切にしてやってくれ」

　フェイは熱に浮かされたように黒毛馬に近づき、恐る恐る首筋に触ふれた。

　ケインとトニーが話し込んでいたが、それも気にならない。

「よ～し、次は鎧よろいだな」

「鎧まで！」

「念のため言っておくが、オーダーメイドの板金鎧プレートアーマーなんて期待するなよ？」

　ケインに先導され、フェイは侯爵邸を進む。やって来たのは侯爵邸を囲む塔の一つ――ドワーフの工房だった。その中にはシルバの姿もあった。

「シルバさん！」

「お前さんも今日から仕事か？」

「シルバさんこそ」

　馬を頂いたとは言えないであります、とフェイは蹄てい鉄てつを打つシルバから視線を逸そらした。

「……お前さんにゃ言いにくいんだが、建築家として雇やとってもらえることになったんだ」

「ほ、本当でありますか！」

「ああっ！　あ、いや、最初は石工として城じよう塞さいや兵舎の修しゆう繕ぜんやら改築をして、問題がなければ……って、気の長い話なんだが」

　遠えん慮りよしているのか、シルバは申し訳なさそうに頭を掻かいた。

「私も馬を頂いたであります」

「よかったじゃないか！」

　フェイはシルバと互たがいの幸運を喜び合った。

「建築家として雇われたのは分かったでありますが、どうして蹄鉄を打っているのでありますか？」

「そりゃ、石工としての仕事が始まってないからだ」

「働かざる者、食うべからずでありますね」

「まあ、そういうことだ」

　シルバは軽く肩かたを竦すくめた。

「鎧を持ってきたぞ」

　ケインは笑みを浮かべながら木箱の上に鎧一式――胸甲冑ブレストアーマー、脚きやつ甲こう、籠こ手てを置いた。

「こ、これが私の！」

「ベルト式だからな。ある程度まで調整できるようになってるぜ」

「き、着てもよろしいでありますか？」

「構わねーよ」

「ありがとうであります！」

　フェイは震ふるえる手で鎧一式を身に着けた。直観的に身に着け方が分かる。恐らく、これを作ったのは相当な熟練工に違いない。

　そうでなければ直観的に身に着け方が分かる鎧など作れる訳がない。

「う、嬉しいであります」

　フェイは両りよう腕うでで自分の体を抱き締め、体を震わせた。

「鎧を脱いだら、合同訓練だ！」

「はッ！」

　フェイはケインに敬礼した。籠手と胸甲冑のぶつかる音が何とも心ここ地ちよかった。
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　ケインに案内され、木の杭くいが突き立っただけの演習場に行くと、亜人が木の棒や素す手でで殴なぐり合っていた。しばらく見学していると、ミノタウロスがゆっくりと近づいてきた。

「遅ち刻こくですぜ」

「こいつの扱いをクロノ様と話しててな」

「フェイ・ムリファインであります！」

「あっしはクロノ様の副官でミノと言いやす」

　フェイが敬礼すると、ミノは遅おくれて返礼した。やや崩くずれているのは彼が叩き上げの軍人だからだろう。恐らく、相当な手て練だれだ。

　なるほど、クロノは出自ではなく、実力で部下を評価するようだ。傭兵が騎兵隊長となり、亜人が副官となる。有り得ない重用だからこそ、敬意を抱く。

　もしかしたら、馬と鎧をくれたのは評価してやるから実力を見せてみろという無言の要よう請せいだったのかも知れない。

　果たして自分はクロノの御眼鏡に適かなうのだろうかと不安が湧わき上がってくる。

「貴族ですかい？」

「ああ、クロノ様は他のヤツと同じように扱っていいって言ってたけどな」

　ミノが目配せすると、ケインは頷うなずいた。

「早さつ速そく、参加するであります」

　フェイは木ぼつ剣けんを拾い、暇ひまそうにしていたミノタウロスに歩み寄った。不安になるのは動いていないからだ。

「フェイ・ムリファインと申すであります。お暇なら相手をして欲しいであります」

「それは構わねぇが……」

　ミノタウロスが視線を向けると、ミノは小さく頷いた。

「仕方がねぇ。ちょっくら揉もんでやるか」

「手加減は無用であります」

「本気で言ってるのか？」

　ミノタウロスはフェイを見下ろし、目を細めた。正気を疑っているのかも知れない。

　大人と子どもほども体格差があるのだから無理もない。

「俺が本気で殴ったら死んじまうぞ？」

　ミノタウロスは丸太のような棍こん棒ぼうを一ひと振ふりした。濁にごった風切り音が響ひびき、土つち煙けむりが舞まい上がる。確かにこの一いち撃げきを喰くらったら死んでしまうだろう。

「大だい丈じよう夫ぶであります！　殴られなければいいだけでありますッ！」

「死んでも文句を言うなよ」

「死んだら文句を言えないであります！」

「そりゃそうだ」

　ガハハ、とミノタウロスは笑った。フェイは距離を取り、木剣を中段に構えた。ミノタウロスは棍棒を大上段に構える。防ぼう御ぎよのことなど考えていない。一撃必殺の構えだ。

　フェイは舌で唇を湿らせた。こうして誰かと戦うのは軍学校を卒業して以来だ。

「行くぜ？」

「どうぞであります！」

　フェイが言い切るか言い切らないかのタイミングでミノタウロスが動いた。一見すると鈍どん重じゆうだが、気が付くと間近に迫せまっていた。

　体のサイズが違うのだ。ミノタウロスの一歩は人間の二歩にも三歩にも相当する。人間を相手にしているつもりで戦えばあっと言う間に間合いを詰められてしまう。

「ぶもぉぉぉぉッ！」

　ミノタウロスが雄お叫たけびを上げた。空気が揺ゆれ、肌はだがチリチリする。まるで山を相手にしているかのような重圧を感じる。

　濁った風切り音と共に棍棒が振り下ろされる。木剣で受け流すことも可能だが、フェイは躱かわすべきだと考えた。

　相手はまだフェイを見くびっている。いや、気を遣つかっているというべきか。粗そ野やな態度を取っていたが、彼は初対面の小こ娘むすめに手加減をする程度に善人なのだ。

　全力で戦っても大丈夫だと示さなければ彼はずっと手加減を続けるに違いない。それはフェイの望む所ではない。

　フェイは棍棒をかいくぐり、擦すれ違い様にミノタウロスの脇わき腹ばらに木剣を叩たたき付ける。まるで岩を叩いたような感かん触しよくが伝わってくる。

　そのまま駆け抜けて振り返ると、ミノタウロスもゆっくりと振り返った。ダメージを負っていないというアピールか、ぼりぼりと木剣が当たった箇か所しよを掻く。

「痒かゆい。だが、やるじゃねぇか」

「これで本気を出して頂けるでありますか？」

　フェイの言葉にミノタウロスは軽く目を見開いた。

「よく分かったな」

「一いち目もく瞭りよう然ぜんであります」

「初対面の、しかも貴族様の頭をかち割る訳にゃいかねぇからな。次は本気で行く」

「望む所であります！」

「今度こそ、死んでも文句を言うなよ」

　ミノタウロスは棍棒を握り直した。筋肉が膨ぼう張ちようし、体が一回り大きくなる。今度こそ本気の一撃がくる。

「ぶ、ぶもぉぉぉぉぉぉッ！」

　ミノタウロスは雄叫びを上げて突とつ進しんしてきた。棍棒が斜ななめ上うえから振り下ろされる。濁った風切り音を立てるそれが当たれば肉は潰つぶれ、骨は砕くだけるだろう。

　フェイが望んだ本気の一撃だ。思わず笑えみが零こぼれる。本気で戦ってくれている。向かい合ってくれている。それが堪たまらなく嬉しい。

　フェイは棍棒をかいくぐり、突きを放った。木剣の先せん端たんが鳩尾みぞおちに食い込む。人間ならば悶もん絶ぜつ必至の一撃だが――。

「ぶ、ぶもッ！」

　ミノタウロスは痛みなど感じていないかのように棍棒を振り上げた。わずかに膝ひざを屈かがめてやり過ごすが、風圧で前まえ髪がみを持っていかれる。

「ぶもぉぉぉぉぉッ！」

　ミノタウロスは雄叫びを上げ、棍棒を滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回した。まるで竜たつ巻まきだ。フェイはステップと体たい捌さばきを駆く使しして攻こう撃げきを躱し、間かん隙げきを縫ぬって攻撃を仕し掛かける。

　だが、ミノタウロスはやはり痛みを感じていないかのように棍棒を振り回している。攻撃を躱しているだけでは埒らちが明かない。

　スピードを上げて手数を増やしたとしても有効打にはならない。ならば、とフェイは改めて距離を取った。

「へへへ、避よけてるばかりじゃ勝てねぇぞ」

「分かっているであります」

　フェイは腰こしを落とし、木剣が見えないように体を捻ひねる。脇構えと呼ばれる構えだ。ミノタウロスは大上段に再び構える。

「ぶもぉぉぉぉぉッ！」

　今回もミノタウロスが先に動いた。荒あら々あらしい足取りで距離を詰めてくる。フェイが地面を蹴けった直後、ミノタウロスが棍棒を振り下ろした。

　フェイは棍棒を紙かみ一ひと重えで躱し、木剣を振り上げた。勘かんか、それとも経験か、ミノタウロスは棍棒を手放して跳とび退すさった。

「へへへ、やるじゃ――ッ！」

　ミノタウロスは最後まで言葉を紡つむぐことなく、その場に尻しり餅もちをついた。

「お、おかしいぜ。俺があんな攻撃で……」

　ミノタウロスは立ち上がろうとしたが、立ち上がることができなかった。

「無理をしない方がいいであります」

「何をしたんだ？」

「木剣の切っ先が顎を掠かすめたせいで脳が揺れているのであります」

　棍棒を手放して跳び退った時には肝きもを冷やしたが、どうにか切っ先が当たってくれた。

　もし、相手が大上段に構えなければ躱されて反はん撃げきを受けていたかも知れない。

「どうでありますか？」

「ああ、俺の負けだ」

　ミノタウロスは素す直なおに敗北を認めた。

「ありがとうございましたであります」

「ああ、こっちこそ」

　フェイはミノタウロスと握あく手しゆを交かわし、周囲を見回した。

「次は誰だれが相手をしてくれるのでありますか？」

「ならば俺が相手をしよう」

　獅し子しの獣人が歩み出る。大だい剣けんを得意としているのか、大きめの木剣を手にしている。

「レオ百人隊長だ」

「ってことはあの娘むすめは相当デキるのか？」

「馬ば鹿か、見てなかったのか。人間がミノタウロスを倒たおしたんだぞ？」

「へ～、そいつはすごいな」

　兵士達たちの声が聞こえる。フェイは緩ゆるみそうになる口元に力を込め、木剣を握り直した。

　獅子の獣人――レオは相当な実力者のようだ。そんな人物と戦えるのは嬉うれしいが、浮うかれるようなことがあってはいけない。

　レオはフェイから距離を取り、木剣を構えた。いや、担かついだというべきか。先さき程ほどのミノタウロスと同じように一撃必殺を狙ねらっているのか。そんなことを考えて頭を振る。下手の考え、休むに似たりだ。

　とにかく、気を引き締めるであります、とフェイは中段に構えた。

「タイミングはどうする？」

「いつでもＯＫであります！」

「そう――かッ！」

　レオは一気に間合いを詰め、木剣を振り下ろした。木剣が大きいので太た刀ち筋すじは読みやすい。フェイは木剣を横に躱し、軽く目を見開いた。レオの木剣が地面に触れるか触れないかの所で止まっていたからだ。

「ごぉぉぉぉッ！」

　レオは雄叫びを上げ、横よこ薙なぎの一撃を放つ。フェイは咄とつ嗟さに木剣で防いだ。ギシッという音が響く。木剣の軋きしむ音だ。

　このままでは折られてしまうであります、とフェイは自分から後ろに跳んだ。そのつもりだったが、いつのまにかレオが目の前にいた。

　レオが木剣を振り抜ぬき、フェイは吹ふき飛とばされた。空中で体勢を立て直して足から着地するが、その時にはレオは次の攻撃に移っていた。

　レオが木剣を一いつ閃せんさせる。狙いは首だが、彼がいるのは間合いの外だ。攻撃がフェイに当たることはない。焦あせりから間合いを計り損そこねたのだろうか。いや、そんなはずがない。そもそも彼を焦あせらせるようなことは何もできていないではないか。

　フェイは反射的に膝を屈めていた。確信があった訳ではない。単に膝を屈めるべきだと思ったのだ。次の瞬しゆん間かん、木剣が頭上を通り過ぎた。

　レオが手の力を緩め、木剣の柄つかをスライドさせたのだ。理り屈くつは単純だが、握あく力りよくの精せい妙みようなコントロールが必要になる。

　内心胸を撫なで下ろす。レオが力で押おすタイプだと決めつけていたら今の一撃で勝負が付いていた。トリッキーな戦い方は誰のものでもないのだ。

　フェイは膝を屈めた状態から蹴りを放った。攻撃を躱された直後ということもあってか、蹴りが腹部に突き刺ささる。さらに押し込むと、レオはよろめいた。

　フェイは距きよ離りを取り、改めて木剣を構えた。

「……やるな」

「お誉ほめに与あずかり恐きよう悦えつ至し極ごくであります！」

　レオは腹を撫で、再び木剣を担いだ。やるなと言ってくれたが、ダメージを与あたえられなかったのは分かっている。社交辞令のようなものだろう。

「今度は私から行くでありま――すッ！」

　フェイは一足飛びに間合いを詰めて突きを放った。レオは横に跳んで躱し、木剣を振り下ろしてきた。これを躱してもすぐに二撃目が繰くり出だされるに違いない。そう判断して木剣で攻撃を受け止める。

「なかなかやる」

「レオ殿どのも。流石さすが、百人隊長でありますね！」

「世辞はいらん」

　レオが木剣を押し込んでくる。何とか堪こらえるが、それは相手が本気でないからだ。圧あつ倒とう的てきな体格差があるのだ。その気になれば簡単に押し潰せる。

「だりゃッ、であります！」

　フェイが渾こん身しんの力で押し返すと、レオは押し返そうと腕うでに力を込める。タイミングを見み極きわめて片足を軸じくに反転する。突とつ然ぜん、抵てい抗こうがなくなったせいでレオの上体が泳ぎ、無防備な首筋が露あらわになる。

　フェイは木剣を振ふり上げ、後ろに跳んだ。やや遅れてレオの横蹴りが虚こ空くうを貫つらぬく。木剣を振り下ろしていたら横蹴りを喰らっていただろう。冷たい汗が背筋を伝う。

「本当に、やるな」

「こんなに強い相手はレオ殿が初めてであります」

　レオが牙きばを剥むき出し、フェイは笑った。同時に地面を蹴る。レオが木剣を振るい、フェイはそれをいなす。いや、いなしたつもりだったが、衝しよう撃げきが骨の芯しんにまで響く。体格差がありすぎるせいだった。

　木剣を受けたり、いなしたりするのは賢かしこい手とは言い難がたい。だが、躱しているだけでは駄だ目めなのだ。それでは戦いの主導権をレオに握られてしまう。

　フェイはレオの攻撃をいなして反撃に転じる。殆ほとんどの攻撃は無む駄だに終わる。何しろ、レオは判断力に長たけている。どの攻撃を受けたらマズいのか瞬しゆん時じに判断してダメージを最小限に抑おさえてしまうのだ。

　それでも、焦りや恐きよう怖ふは感じない。主導権を完全には握られていないのだ。このままダメージを与え続ければ逆転のチャンスが生まれるかも知れない。

　しかし、そうはさせまいとレオが攻こう勢せいを強める。手数が増え、一撃の重みが増す。フェイは必死に食い下がった。

　レオの攻勢がさらに強まった。振り下ろされた木剣をいなしきれずに腕が弾はじかれる。勝ちたい、もっと戦っていたいと思った次の瞬間、力が湧き上がってきた。その場に踏ふみ止とどまり、神速の一撃で木剣を半ばから切断する。

　そのままフェイが動きを止めると、レオも動きを止めた。

「どうした？」

「この勝負は私の負けであります」

　フェイは切っ先を下に向けた。木剣と体から黒い靄もやのようなものが立ち上っている。

　神威術――祝聖刃と活かつ性せいを使ったせいだ。

　祝聖刃は攻こう撃げき力りよくを、活性は身体能力を上げるためのものだ。実戦形式ならばともかく、この場で使うのはフェアではない。

「そうか。いい戦いだったぞ」

「次は純じゆん粋すいな剣技で勝つであります」
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「それはこっちの台詞せりふだ」

　そう言って、レオはそのまま何処かに行ってしまった。握手をしたかったのだが、同じ大隊にいるのだ。会う機会はいくらでもあるだろう。

　フェイは改めて周囲を見回した。興味を持ってくれたのか、亜人達たちがこちらを見ている。

　その中に人間がいることに気付く。中肉中背で右の額から頬ほおにかけて大きな傷がある。

「暇なら手合わせをお願いするであります」

「いいけど、お手て柔やわらかにね」

「もちろんであります」

　フェイは少年が武器を持っていないことに気付き、木剣をそっと地面に置いた。

　少年と対たい峙じし、拳こぶしを構える。

「構えるであります」

「もう一度言うけど、お手柔らかにね？」

「もちろんであります」

　少年が拳を構え、フェイは眉まゆ根ねを寄せた。彼の構えがあまりに隙すきだらけだったからだ。

　馬鹿にされているのかとも思ったが、彼の表情は真ま面じ目めそのものだ。

「どうぞ、お先にであります」

「そう？　悪い――ねッ！」

　少年は言い切る前に距離を詰つめ、拳を突き出してきた。フェイは軽く目を見開いた。

　動きは素人しろうとに毛が生えた程度だが、その思い切りのよさは素人のそれではない。

　きっと、十分に鍛たん錬れんを積まないまま戦場に放ほうり出されて生き延びたのだろう。

　実戦で磨みがかれた拳技の使い手と戦うのは初めてだ。

　嫌いやな予感がする。下手に長引かせたら負けてしまうかも知れない。

　フェイは少年の拳を払はらい除のけ、背後に回った。首に腕を回し、絞しめ上げる。

　少年はしばらく抵抗していたが、すぐに動かなくなった。

　フェイは腕から力を抜き、少年を地面に横たえた。

「おー、凄すごいな」

「容よう赦しやがありやせんね」

　ケインとミノが手を叩きながら近づいてきた。

「ちゃんと手加減したでありますよ」

「絞め落とすのは手加減って言わねぇんじゃねーか？」

「むむ、嫌な予感がしたのであります」

「その予感は当たってると思うぜ」

　ケインはニヤリと笑った。

「む、やはり、切り札を隠し持っているのでありますか？」

「そういう意味じゃねーよ」

「どういう意味でありますか？」

「お前が絞め落とした相手はクロノ様だ」

「こ、この方がクロノ様でありますかッ？」

　フェイは少年――クロノを見下ろした。血の気が引き、視界が暗くなる。

「く、クロノ様！　大丈夫ですかッ？」

　褐かつ色しよくのハーフエルフがクロノに駆け寄り、怒いかりに燃える瞳ひとみでフェイを睨にらみ付つけた。

　二日目にして居場所を失ってしまったであります。

「ゲホゲホッ！」

「お母さん、次はボクと組み手しよ！」

　クロノが咳せき込んだ直後、スノウが褐色のハーフエルフに抱だきついた。

　どうやら、この褐色のハーフエルフがお母さんことレイラらしい。

「お、お母さんッ？」

　クロノは飛び起き、忙せわしなく目を動かした。

　視線がスノウとレイラの間を行ったり来たりする。

「……子どもがいたんだ」

「違ちがいます！　私はまだ子どもを生んだことがありませんッ！」

　クロノが打ちのめされたように呟つぶやき、レイラは必死に否定した。

　態度から察するに二人はただならぬ関係のようだ。

「凄い展開になってきやしたね」

「ド修しゆ羅ら場ばだな」

　ミノとケインが他ひ人と事ごとのように呟く。クロノは立ち上がり、スノウの前で跪ひざまずいた。

「パ、パパだよ～」

「えッ？」

　クロノが引き攣つった笑みを浮かべて言い、スノウは驚おどろいたように目を見開いた。

「複雑な事情があって、君達を帝都のスラムに置いて行かざるを得なかったんだ。これからは親子水入らずで幸せに暮らそう」

「凄い決断力だな」

「まあ、混乱してるってのもあると思いやすが」

　ケインとミノは呆あきれているような、感心しているような声こわ音ねで言った。

　クロノは立ち上がり、レイラを抱き寄せた。

「お気持ちは嬉しいのですが、本当に私の子どもではないんです」

「あの、勘かん違ちがいさせてごめんなさい。お母さんは……お母さんって呼んでるだけで本当のお母さんじゃないんです」

　レイラとスノウは申し訳なさそうに言った。

「本当に？」

「本当です」

「そ、そうなんだ」

　クロノはレイラの言葉を聞き、ホッと息を吐ついた。

「ぼ、僕ぼくはちょっと屋や敷しきに戻ってるね」

「はい、お疲つかれ様さまです」

　レイラが頭を下げ、クロノは覚おぼ束つかない足取りで演習場から去っていった。

　クロノの姿が見えなくなり――。

「あ、謝あやまり損ねたであります」

「クロノ様は優やさしいからな。心を込めて謝れば許してくれるさ」

　ケインが明るい口調で言った。

「本当でありますか？」

「多分な」

「多分でありますか」

　フェイはがっくりと肩を落とした。
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　夜――フェイは湯ゆ浴あみを終えると、クロノの部屋に向かった。

「……許してもらえればいいのでありますが」

　ケインは心を込めて謝れば許してくれると言ったが、絞め落としたばかりか、部下の前で恥はじを掻かせてしまったのだ。ピスケ伯はく爵しやくやセシリーなら絶対に許してくれない。

「……ムリファイン家再興の支し援えんと引き替かえにしたかったのでありますが、抱かれるしかないでありますね」

　フェイは深々と溜ため息いきを吐いた。

「いや、物は考えようであります」

　勘違いしていたとはいえ、クロノは初めて出会ったスノウを我わが子こと認めるような慈じ悲ひ深ぶかい心を持っているのだ。

　そんな人が一度抱いた女を軽々しく扱うだろうか。いや、扱うはずがない。

「謝罪できて、ムリファイン家再興の足がかりになる。まさに一石二鳥であります。馬糞女と呼ばれないためにも頑がん張ばるであります」

　フェイはクロノの部屋の前で立ち止まった。

　深呼吸を繰り返し、ドアノブに手を伸のばしたその時――。

「……誰よ、アンタ」

　不ふ機き嫌げんそうな声が投げかけられた。

　声のした方を見ると、背の低い少女が腰に手を当ててこちらを睨んでいた。

「フェイ・ムリファインであります」

「名前なんて聞いてないわ。アンタ、何しに来たの？」

　少女は腕を組み、不機嫌そうな目付きでフェイを見上げた。

「抱かれにきたのであります！」

「はぁ？」

「では、失礼するであります」

　扉とびらを開こうとすると、少女がフェイの手首を掴つかんだ。

「何をするでありますか？」

「あのね、今日はあたしの番なの。ようやく巡めぐってきた枕まくらを取りに行っていい日なの」

　フェイは首を傾げた。

「枕を取りに来たなら、早く用事を済ませて帰るであります」

「そういう意味じゃないわよ、そういう意味じゃ！」

　少女が叫さけぶと、扉がゆっくりと開いた。

「君達、元気だね」

「クロノ様、聞いて――」

「チャンスであります！」

　フェイは二人の脇わきを擦り抜け、ベッドにダイブした。仰あお向むけになり、手足を広げる。

「何をしてるの？」

「クロノ様を絞め落としてしまったお詫わびに貞てい操そうを捧ささげに来たのであります！　さあ、謝罪を受け取って欲しいであります！」

　クロノは頭を掻きながらベッドの近くにあったイスに座すわった。

「ちょっと！　今日はあたしの番だって行ったでしょ！　さっさと退どきなさいよ！」

「嫌であります！」

　少女はベッドの傍かたわらに立ち、顔を真っ赤にして叫んだ。

「もう一度聞くけど、何しに来たの？」

「昼間の非礼を詫びるために抱かれに来たのであります」

　フェイはベッドから下り、床ゆかに跪いた。

「馬と鎧を返したくないであります！」

「えっと、それだけ？」

「騎き士しとして武ぶ勲くんを立てるか、クロノ様の正妻の座に納まって、ムリファイン家を再興したいのであります！」

「僕の周りにいる女性は逞たくましいなぁ」

　クロノは呆れたように溜息を吐いた。

「ダメでありますか？　正妻が無理なら愛人で構わないであります。その代わり、資金的な援えん助じよをお願いしたいであります！」

「だ、ダメに決まってるじゃない！　つーか、アンタ、どれだけの価値が自分にあると思ってんのよ！」

「私は処女であります！」

「ば、バカじゃないの！　処女の奴ど隷れいなんてエラキス侯こう爵しやく領には掃はいて捨てるほど集まってくるわよ！」

　フェイが大声で言うと、少女は顔を真っ赤にして叫んだ。

「エレナ、君も似たようなことを言ってなかった？」

「うっさい！」

　少女――エレナは鬼おにのような形相でクロノを睨み付けた。

「許して頂けないでありますか？」

「組み手だったんだから怒おこる方が筋すじ違ちがいだよ」

「ほ、本当でありますか！　明日になって馬と鎧を返せと言わないでありますねッ？」

「言わないよ」

　フェイはクロノを見つめた。嘘うそを吐いているようには見えないが――。

「信じてよろしいでありますか？」

「アンタ、もの凄く疑うたぐり深ぶかいわね」

　エレナは呆れたように言った。

「ようやく掴んだチャンスなのであります」

「一筆書いてやれば？」

「まあ、それで気が済むんなら」

　クロノは立ち上がると、机に向かった。紙を広げ、文字を書き始める。

　しばらくしてクロノは紙を持って戻もどってきた。

「はい」

「感謝するであります」

　フェイはクロノから紙を受け取り、部屋を後にした。
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　翌日――フェイは誰よりも早く厩きゆう舎しやに行き、自分の馬にブラシを掛かけた。

　四年間、繰り返した作業なのに自分の馬だと思えば苦にならない。

　それどころか、にやにやと口元が緩んでしまう。

「やあ、朝から頑張ってるね」

「く、クロノ様、おはようであります」

　フェイは手を休め、クロノを見つめた。

　ま、まさか、約束を破るつもりでありますか？

「フェイの元上司から手紙が届いて……まあ、補ほ充じゆう兵が来た時に受け取ってたんだけど」

「な、何が書かれているでありますか？」

　がくがくと足が震えた。

　昨夜は一筆書いてもらうだけで十分だと思っていたけれど、ピスケ伯爵がフェイの不利になるようなことを書いていたら反ほ故ごにされてしまう可能性がある。

「勤務態度が今一つとか、人の言うことを聞かないとか、まあ、そんな感じ」

「わ、私は真面目に働いてたであります！　確かに手て際ぎわが悪いと怒られたことはあるでありますが……」

　フェイは目め眩まいを覚えた。正直、体を支えるのがやっとだった。

　四年間、真面目に働いてきた。そのはずだ。それなのに、それなのに――。

「真面目に働いていたことについてはシルバが証言してくれたから大丈夫だよ」

「そ、そうでありますか」

　フェイは胸を撫で下ろした。

「こんな手紙を信じ込むほどバカじゃないよ、僕は」

「では、何な故ぜでありますか？」

「情報の共有かな？　直接、フェイに嫌がらせをしてくる可能性もあるしね」

「……クロノ様は、人が悪いであります」

　神様、感謝するであります、とフェイは心の中で祈いのりを捧げた。

　その時、クロノが白銀の鎧よろいを身に纏まとった騎士と斬きり結むすぶ光景が脳のう裏りを過よぎった。







第五章　『成果』







　帝てい国こく暦れき四三〇年十月初しよ旬じゆん――クロノが領主となって初めての徴ちよう税ぜいはシッターを始めとする事務官と経理のエレナに多大な負ふ荷かを掛けながらも無事に終しゆう了りようした。

　大おお幅はばな減税の効果もあり、税を払えない農民が奴隷商人に娘を売ることも、反乱を招くこともなかった。今いま頃ごろ、農村の領民は冬麦の種を蒔まくまでわずかばかりの休きゆう憩けいを取り、ハシェルの領民は冬ふゆ支じ度たくを始めていることだろう。

　クロノは部下の努力の結けつ晶しようである三冊の報告書を見つめた。何度も読み直している収入報告書を改めて開く。そこには村ごとに納められた税金――予想収しゆう穫かく高だか、実際の収穫高、作物の卸おろし値ねなどがこと細かに記されている。

　街から税を徴ちよう収しゆうする時は戸こ籍せきや書類と照らし合わせれば済むのに、農村から税を徴収する時は段階を踏まなければならない。

　まず、徴ちよう税ぜい官かんが七月初旬までに村々を回り、予想収穫高を見積もる。次に予想収穫高を基準に税率を決める。さらに収しゆう穫かくを終えた頃ころに再び村々を回って作物を徴収する。最後に商人に作物を売って、ようやく現金化されるのだ。

　貨か幣へいで税を納めるようにすれば負担が減るんだろうけど、とクロノは疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった風ふ情ぜいのエレナを見つめた。

　残念ながら農民が海千山千の商人と渡わたり合あうのは難しい。こちらも徴税と同じように段階を踏まなければならない。

「エレナ、報告をよろしく」

「エラキス侯爵領の総収入は金貨六万五百枚よ。アンタが部下にした盗とう賊ぞくどもが予想収穫高を再設定したせいで千枚少なくなるはずだったんだけど、大おお儲もうけしてる奴隷商人が損失を埋うめてくれたわ」

　エレナは不ふ愉ゆ快かいそうに顔を顰しかめた。彼かの女じよにとっては元傭よう兵へいのケインも、奴隷商人も不愉快な存在なのだろう。

「真面目に仕事をしていると考えるべきだね」

「盗賊どものこと？　それとも、たった二ヶか月げつで荒あら稼かせぎした奴隷商人どものこと？」

「ケイン達だよ」

　クロノは溜息交じりに答える。エレナにはもう少し謙けん虚きよさを学んで欲ほしいが、性格はそう簡単に変わらないようだ。

　クロノは二冊目の報告書――一週間前に稼か働どうした紙工こう房ぼうの収支報告を手に取った。

「ピクス商会に売った紙は一週間で三万五千枚、紙一枚を真しん鍮ちゆう貨一枚で卸おろしてるから売上高が金貨十七枚と銀貨十枚。人件費金貨七枚を差し引くと、利益は金貨十枚と銀貨十枚よ」

　エレナが機先を制するように説明した。ピクス商会は紙を真鍮貨五枚で販はん売ばいしているので卸値を真鍮貨一枚に設定したのは安すぎだったかなと思わないでもない。

「予定よりも十人多く雇やとったから心配してたけど、トラブルも起きていないし、この分なら心配いらないかな」

　紙工房で働いている作業員の数は二十人――全員が救きゆう貧ひん院いんの利用者だ。

　クロノは十人いれば紙を作るのに十分だろうと考えていたのだが、ゴルディが模も擬ぎラインで確かく認にんした所、材料の調達――木の採取と灰の収集にまで手が回らないことが判明し、採さい用よう枠わくを拡大したのだ。

「あまり喜ばないのね？」

「今は材料費が掛かってないからね。喜ぶのは木の栽さい培ばいが成功して……二つ目の紙工房ができてからかな」

「随ずい分ぶんと用心深くて、気の長い話ね」

　エレナは呆れたように溜息を吐いた。木の栽培は資源の枯こ渇かつに対する備えだ。

　ゴルディによれば紙の材料となる木はエラキス侯爵領のあちこちに自生しているらしいのだが、一日に五百キロも使っていれば遠くない未来に採取できなくなるはずだ。

「材料を安定して確保できないと産業として成り立たないし、やたらと木を切ったら思わぬ所で転こけそうな気がするんだよね」

「アンタって、実は凄い心しん配ぱい性しようなの？」

「あまり図太い方じゃなくてね」

「へぇ、ふ～ん、そう」

　信じるどころか、エレナは侮ぶ蔑べつの念さえ滲にじませてクロノを見つめた。

「言いたいことでもあるの？」

「沢たく山さんあるけど、ここで言うつもりはないわ」

　最後に予算案を手に取ると、エレナが口を開いた。

「さっきも言ったけど、今年の総収入が金貨六万五百枚よ。繰くり越こし金きんが金貨二万一千枚あるから来年の予算は金貨八万一千五百枚になるんだけど……」

「どうかしたの？」

「ちょっと気になることがあったのよ。ほら、こことここ」

　エレナはクロノに歩み寄り、二つの項こう目もくを指差す。

「病院の運営費を増やしたのも、黄おう土ど神しん殿でんへの寄付金も納なつ得とくできるんだけど、ホントに城じよう塞さいの修しゆう繕ぜんや兵舎の新築って必要なの？　念のために言っておくけど、新しく兵舎を建てても帝てい国こくから補助金は出ないわよ」

「それくらいは知ってるよ」

　クロノは苦く笑しようしながら応じる。帝国は軍費の横領に関しては非常にシビアだが、指揮官や領主が超ちよう過か分ぶんを自己負担することについては大らかだ。

　常備軍の設立が軍ぐん閥ばつの形成阻そ止しであることを考えれば何とも矛む盾じゆんした対応だが、現場の裁量を認めなければ組織が回らないのも事実だ。

「アンタが亜あ人じんどもに媚こびるのは構わないんだけど、兵舎まで新しくしてやるなんて媚びすぎじゃない？」

　クロノが薄うすく笑うと、エレナは真っ赤になって俯うつむいた。

「媚びてるんじゃなくて、公共事業の一いつ環かんだよ。税を領民に還かん元げんして、ついでに冬場に仕事のない農民の副収入になればと思ってる」

　クロノは溜息を吐き、背もたれに体重を預けた。

「アンタがそう言うんなら、もう何も言わないわ。取とり敢あえず、報告は以上よ」

「お疲れ様、今日は休んでいいよ」

　クロノが微笑ほほえむと、エレナは不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「……それだけ？」

「それだけだよ」

　エレナは顔を真っ赤にしてクロノを見下ろした。

「だ、だから――ッ！」

　エレナが口を開いた次の瞬間、執しつ務む室しつの扉が控ひかえ目めにノックされた。

「入っていいよ」

「……旦だん那な様さま、失礼いたします」

　アリッサは恭うやうやしく一礼して入室した。

「シオン様と村長様方が会議室でお待ちです」

「分かったよ」

　クロノは恨うらめしそうにアリッサを睨むエレナの耳元で囁ささやいた。

「つ、次に、へ、へ部屋に来る時は準備して来いなんて、ば、馬鹿じゃないの！　この変態！　し、死ね！　ホントに死ね！」

　エレナの罵ば声せいを背に受けながら、クロノは執務室を後にした。

「旦那様、こちらに」

　クロノはアリッサに先導され、シオンと村長達が待つ会議室に向かう。

　案内しなくてもいいんだけど、とアリッサの後ろ姿を見つめる。

「……旦那様」

「何？」

「私ども親子を救って頂き、ありがとうございます」

「藪やぶから棒ぼうにどうしたの？」

「改めてお礼を申し上げておこうと思いまして。治ち療りよう費ひや新しい住居を手配して下さったばかりかお給料まで……」

「礼を言うほどのことじゃないよ」

　クロノは素そっ気けなく返した。こちらにはこちらの思おも惑わくがあったのだ。それなのに何度も感謝されてはバツが悪い。

「それでも、ありがとうございます。お陰かげで娘を私し塾じゆくに通わせられるようになりました。このご恩は忠節を以もつて返したいと思います」

「あまり無理しないでね」

「……はい」

　アリッサは静かに頷うなずき、会議室の前で足を止めた。ざわめきが扉とびら越ごしに聞こえてくる。

「旦那様、よろしいでしょうか？」

「いつでも、どうぞ」

　アリッサが扉を開くと、会議室を満たしていたざわめきは沈ちん黙もくに代わった。

　クロノは自分に視線が集中していることに気付いていたが、平静を装って席に着いた。

「シオンさん、説明は何ど処こまで？」

「は、はい、クローバーが畑の地力を回復させると説明したばかりです」

「あ～、なるほど」

　クロノが村長達たちを見つめると、彼かれらは一様に怯おびえたような表情を浮うかべた。

　恐おそらく、彼らはシオンの言葉を信じられず、文句の一つも言ったのだろう。

　だから、それがシオンからクロノに伝わり、不興を買うことを恐れている。

「という訳で休耕地でクローバーを栽培して欲しいと考えています。もちろん、いきなり全すべての休耕地で実じつ施ししようとは考えていません。最初は休耕地の一割で実施し、翌年の収穫高が過去五年の平均より二割減少すれば失敗と見なし、その耕作地分の税は免めん除じよします」

　クロノは組んだ手で顔を隠かくしながら村長達の顔色を窺うかがった。

「できれば立候補してくれると嬉うれしいのですが」

「では、私どもが」
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　そう言って、挙手したのは見知った老人――盗賊団が根城にしていた砦とりでの麓ふもとにあった村の村長だった。

「では、よろしくお願いします。なお、クローバーの種はこちらで買い取るので採取を忘れないようにして下さい。次は議題は……」

「は、はい、分かりました」

　クロノが目配せすると、シオンは立ち上がった。

「で、では、これから作付けに関する話し合いを始めたいと思います」

　シオンは緊きん張ちようした面おも持もちで切り出した。

　今までエラキス侯爵領では農村ごとにどんな野菜を育てるのか決めていたのだが、この方法では偏かたよりが生じてしまう。そこで作付けに関する話し合いの場を設けたのだ。

　時折、言葉に詰まる場面もあったが、シオンは無難に会議を進行させた。

　会議がつつがなく終了し、シオンはこちらに視線を向けた。

「あ、あのクロノ様……会議を終わらせたいのですが？」

「アリッサ、馬車を手配して村長達を村まで送らせるように」

「かしこまりました、旦那様。村長様方は中庭でお待ち下さい」

　アリッサが退室すると、村長達も会議室から出て行った。

　残ったのはクロノとシオンだけである。

「は～、緊張しました」

「お疲れ様」

　溜息を吐き、シオンは背を丸めた。

「ビートの栽培は無理だったみたいだね」

「砂糖の原料になることも説明したんですけど、土を深く掘ほり起おこさなければなりませんし、追肥の手間も掛かりますから」

「早く、砂糖を大量生産したいんだけどなぁ」

　クロノは頭の後で腕を組み、天てん井じようを見上げた。シオンの畑から収穫したビートは三百キロ強、そこから五十キロの砂糖が精製できたが、交易をするには量が少ない。

「救貧院で斡あつ旋せんする仕事にビートの栽培を追加しようか？」

「よろしいのですか？」

　シオンは驚いたように目を見開いた。

「ただし、収穫したビートは僕以外に売らないこと」

「あ、ありがとうございます！」

　シオンはクロノの手を取り、祈りを捧げるように跪いた。
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　奴隷市場の様子でも見に行こうか、とクロノは侯こう爵しやく邸ていの外に出た。

　新築の紙工房からは湯気が上がり、カーン、カーンと鎚つちを打つ音が響ひびき渡る。

「もっと、ビシッ！　ビシッ！　と木ぼつ剣けんを振ふり下おろすであります！」

　声のした方を見ると、フェイが侯爵邸の一角で三人の子ども――トニー、マシュー、ソフィに剣けん術じゆつを教えていた。

　女の子だからか、ソフィはやる気がなさそうだ。

「フェイ、今日は休みじゃなかったの？」

「はッ、クロノ様！」

　クロノが近づいて声を掛けると、フェイは背筋を伸ばした。

「馬にブラシを掛けていた所、この子達に剣術を教えて欲しいと頼たのまれたので、教えている所であります！」

「なるほどね」

「将来、ムリファイン家を再興した時に家臣に取り立てるであります！　それまでクロノ様には生きて頂き、しっかりと世よ継つぎを残して欲しいであります！」

「子どもができたら、用済みってこと？」

「貴族の一生とはそういうものであります！」

「そんな鮭さけみたいな人生は嫌だよ」

　クロノは深々と溜息を吐いた。

「もう少し見学していこうかな」

「お前達は素す振ぶりを続けるであります！」

　クロノが近くにあった木箱に腰こしを下ろすと、フェイが隣となりに立つ。

「ケインから仕事ぶりを聞いてるよ」

「も、問題があったでありますか？」

「いや、真面目に仕事をしてるって誉ほめてたよ」

「よ、よかったであります」

　フェイは胸を撫なで下ろした。融ゆう通ずうが利きかないので失敗することが多いが、自分達でフォローするので大目に見てやって欲しいと言われている。

「それから……前の上司から手紙が届いたよ」

　びくっとフェイが一いつ瞬しゆんだけ体を強こわ張ばらせる。

「な、なんと書いてあったでありますか？」

「ん～、前と同じ。前の上司に何かしたの？　訓練中に首を絞めて殺そうとしたとか、訓練中に木剣でボコボコにしたとか」

「愛人になるのを断っただけであります」

「心が狭せまいね」

　先日、フェイの言葉を信じて絞め落とされたので、鵜う呑のみにすることはできない。

「あまり無視し続けるのも失礼だと思ったから、『フェイちゃんは真面目な良い子です』って手紙の裏に書いて送り返したよ」

「……私はクロノ様よりも年上であります」

　そういう所かもね、とクロノはムッとした表情を浮かべるフェイを見つめた。

「やっぱり、姉ちゃんは分かってないな」

「剣術の練習をする時は師し匠しようと呼ぶであります！」

　トニーが素振りを止めて大おお仰ぎように肩かたを竦すくめると、フェイは木剣の切っ先を向けて怒ど鳴なった。

「……師匠は分かってないな」

「何が分かってないでありますか？」

　バカにされていると思ったのか、フェイは眉根を寄せた。

「クロノ様が師匠を庇かばったんだから、ちゃんと感謝しなくちゃ」

「私はクロノ様よりも年上で、騎士であります！　『ちゃん』呼ばわりは看過できないのであります！」

「クロノ様は姉ちゃ……じゃなくて、師匠よりも偉えらいんだから、適当に流さなきゃ。格下のヤツは格上のヤツに気を遣つかわなきゃダメなんだぜ」

「……」

　思い当たる節があったのか、フェイは黙だまり込んだ。

　五分ほど、トニーは自分の持論を語った。

「クロノ様、流した方がよかったでありますか？」

　話を聞き終え、フェイは打ちのめされた様子でクロノに尋たずねた。

「僕は気にしてないけど、気にする人はいるんじゃないかな？」

「く、クロノ様は気にしないと言ってくれたであります！」

「やっぱり、師匠は分かってないな」

　フェイが勝かち誇ほこったように言うと、少年は人差し指を左右に振りながら言った。

「じゃ、頑張ってね」

　フェイと子ども達をその場に残し、クロノは寄り道しながら商業区を目指した。
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　五体満足な奴隷と病気持ちでない娼しよう婦ふを抱だきたければエラキス侯爵領に行け。

　そんな噂うわさが癒いやしを欲ほつする紳しん士し達たちの間で囁かれているらしい。

「何だかな～」

　クロノはソファーに寄り掛かり、舞ぶ台たいを見つめた。

　奴隷の少女が舞台の縁ふちを歩いていた。

　着ているのは布きれ一枚で、歩くたびに乳ち房ぶさや淡あわい恥毛が見え隠れする。

　布きれは清潔そうだし、暴力を振るわれた痕こん跡せきもない。

　さらにいえば客席は満員御おん礼れい、立ち見客もいるような盛せい況きようぶりだ。

　奴隷の少女は舞台の中央に立ち――。

「わ、私の名前はマリアです。農村で生まれ育ったので学はありませんでしたが、簡単な読み書きができるようになりました」

　客に緊張した面持ちで語りかけた。

「いらっしゃい、今日の目的は？」

「視察です」

　エレインが隣に座り、擦すり寄よってくる。

「奴隷市場は盛況ですね」

「開かい催さい回数を週二に増やそうって話もあったみたいだけど、立ち消えになったそうよ。お客様の期待を裏切ったらマズいものね」

　エレインはくすくすと笑った。

「文字を教えたのは付加価値を高めるためですか？」

「そうみたいね」

　エレインは他ひ人と事ごとのように――場を提供しているだけという話が事実ならばその通りだが――言った。

「金貨三十枚！」

「三十二枚！」

「三十五枚だ！」

　少女の値段が跳はね上あがっていく様子を眺ながめ、クロノは水で唇を湿しめらせた。

「金貨五十枚！」

「五十枚以上の値を付けられる方は？　いませんね、落札です！」

　司会者は品質保証書を性奴隷の少女に握にぎらせ、落札者に引き渡した。

　品質保証書には医師の診しん断だん結果と処女である旨むねが明記されている。

　これも売り上げを伸ばすために奴隷商人が始めたサービスの一環だ。

　許可制にしたことによって品質が向上し、奴隷売買は活発になり、莫ばく大だいな利益を奴隷商人とエラキス侯爵領にもたらすようになった。

「私の娼館も順調に売上を伸ばしてるわ」

「喜んでいいのやら」

「少なくとも不幸になる娘むすめは減ったわ」

　エレインは微かすかに口元を綻ほころばせた。

「これからもいいお付き合いをしたいわ」

「僕ぼくもできればいいお付き合いをしたいと考えているのですが……」

　奴隷売買・娼館経営を許可制に移行するにあたって世話になったので仲よくしたいと考えているが、彼女には得体の知れない所がある。

「あら、気になることでもあるの？」

「気になることだらけです」

「たとえば？」

　エレインはクロノにもたれ掛かり、猫ねこ撫なで声ごえで言った。

「エレインさんの素す性じようです」

「女はミステリアスな方がいいと思わない？」

「ビジネスパートナーになるかも知れない女性の素性を知らないのは怖こわいですよ」

「あら、嬉しいことを言ってくれるわね」

　エレインはくすくすと忍しのび笑わらいを漏もらした。

「そうね。そこまで言ってくれるのなら教えてあげる。私の出身は自由都市国家群よ。職業は娼婦ギルドのギルドマスター」

「それって教えてもいいことなんですか？」

「あまりよくはないけど、教えたからってどうなるものでもないわ」

　そんなものだろうか。まあ、よくよく考えてみればエレインはエラキス侯爵領で犯罪を犯おかした訳ではない。

「それにしてもその若さでギルドマスターってすごいですね」

「……そうでもないわ。娼婦ギルドのギルドマスターなんて言っても実体は爺じいさん達の使いっ走りだもの」

　エレインは軽く目を見開いた後、溜ため息いき交じりに言った。

「使いっ走りということは僕に接せつ触しよくしてきたのも命令だったんですか？」

「違ちがうわ。あの時も言ったけど、イグニス将軍を破った男に興味があったのよ」

「失望させてなければいいんですが……」

「そんな訳ないじゃない。私の人を見る目は確かだったって胸を張って言えるわ」

「あとになって失望されないか心配です」

「自己評価が低いのね」

　エレインはくすくすと笑った。





※






　その晩――クロノがベッドに横たわって報告書を読み直していると、ガンガンという音が響いた。誰だれかが力任せに扉を叩たたいているのだ。

「……」

「ちょ、ちょっと！　ノックしてるんだから、早く開けなさいよ！」

　あえて無視していると、エレナが顔を真っ赤にして怒鳴り込んできた。

「ごめんごめん、報告書を見直しててさ」

「あたしが何度も計算し直してるし、アンタだってミスがないのを確認したじゃない」

　エレナは荒あら々あらしい足音を響かせてクロノに歩み寄り、報告書を覗のぞき込んだ。

「ったく、こんなに計算を書き込んで……そんなに信用できないの？」

「領民から預かった大切なお金だからね」

「アンタって、ホントに変な貴族ね」

　微かに漂ただようラベンダーの香かおりが鼻び腔こうを刺し激げきする。

「アンタがドワーフに作らせた石せつ鹸けんの匂においよ。それにしてもよく石鹸なんて作れたわね」

「灰が余ってたし、買うと高いからね」

「そういう意味じゃないんだけど……まあ、いいわ」

　気にするだけ無む駄だだと思ったのか、エレナはベッドに腰を下ろした。

「エレナ、準備はしてきた？」

「――ッ！」

　クロノが問とい掛けると、エレナは顔を真っ赤にして俯いた。

「何回目だっけ？」

「……そんなの数えてないわ」

　クロノはゆっくりとエレナに近づき、背後から抱き締しめた。

「何回？」

「よ、四回目」

　首輪を摘つまむと、エレナは怯えと期待を同居させた表情を浮かべた。その表情を見ていると妙みように興奮してしまうのは何故なのだろう。

「だ、ダメ！　キスは嫌いや！」

　唇を近づけると、エレナは腕うでを交差してクロノを押おし止とどめた。

　口でするのはＯＫなのに、キスはなしってのは一体？　とクロノは内心首を傾かしげた。

「そういえばさっき何も言わずに俯いてたけど、もしかして準備をしてこなかったの？」

「――ッ！　そ、それは……」

　エレナは顔を真っ赤にして口くち籠ごもった。

「じゃあ、こっちを使われても仕方がないよね？」

「し、仕方がないって嘘よね？」

「今まで我が慢まんしてあげたんだよ。それに、こっちを使わせてくれたらここは……」

　クロノが下腹部に触ふれると、エレナは体を強張らせた。

「勘かん弁べんしてあげるって言ったのに準備してこないんだもの。これじゃ、処女を散らされても仕方ないよね？」

「じゅ、準備ならしてきたわ」

「あ～、何だかな～。すぐに本当のことを教えてくれなかったから準備してきた方は使いたくない気分なんだよね。だからさ、お願いしてくれないかな～」

「お、お願いって？」

「僕がやる気を取り戻せるようにお願いしてくれないかな？」

「わ、分かったわ」

　エレナは頷いたが、お願いをするまで少しだけ時間が必要だった。





※






　翌日、クロノが目を覚ますと、エレナが背を向けて寝ねていた。もちろん、二人とも裸はだかだ。

「……亜人どもに媚びすぎか」

　昨日の、エレナとの会話を思い出す。あの時は新兵舎の建設を公共事業――領民に税金を還元するためと言ったが、それはあくまで建前だ。

　本当の目的は部下に報むくいたかったからだ。いや、大切にすることで部下を犠ぎ牲せいにした罪悪感から逃のがれたいだけか。

「……全ての人は生まれながらに自由で尊厳と権利において平等である、か」

　世界人権宣言の一節を口にする。

　この世界の現実を考えれば途と方ほうもない、白々しく感じる言葉だ。

　だが、亜人――部下を取り巻く環かん境きようを少しでも変えられないだろうかとも思う。

　十年では無理かも知れない。二十年を費やしても実現は難しいだろう。

　では、クロノの子ども、孫の代まで時間を費やせばどうか。

　いや、それも難しいか。亜人が力を持たなければ権利を認めさせることなど不可能だ。

　そのためにはどうすればいいのか。

「……教育か」

　教養を身に付ければ選せん択たく肢しが増える。軍を辞やめた後、クロノの領地で事務官として働くことも、就職することも、私塾や商売を始めることも可能だ。

　この流れが百年続けばと考えたその時、エレナがゆっくりと体を起こした。

「……お尻しりが痛い」

　地の底から響くようなエレナの声にクロノは苦笑した。

「なに、笑ってるのよ？　こっちはお尻が痛くて仕方がないってのに」

「エレナがお願いしたんだよ？」
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「そ、それは……。でも、なんで、あんなに乱暴に……馬ば鹿か！　馬鹿馬鹿馬鹿！　アンタはマジで最悪よッ！」

　エレナは叫さけび、力ちから尽つきたように枕まくらに顔を埋めた。

「……お尻が痛い」

「あの、エレナさん？」

「何よ？」

　エレナは不ふ機き嫌げんそうにクロノを睨にらんだ。

「……可愛かわいいよ」

「うるさい、馬鹿」

　エレナは恥はずかしそうに頬ほおを朱しゆに染め、クロノから顔を背そむけた。







終章　『予兆』







　帝国暦四三〇年十月中ちゆう旬じゆん――ティリアはユスティア城の一室にいた。体調を崩くずして長らく床とこに臥ふせっている皇后アストレア――母を見み舞まうためだ。

　ティリアが見舞いに来ているにもかかわらず、母はベッドから外の景色を眺めていた。

　いつものことだ。傷付くような感性は失われて久しい。

　ティリアはユスティア城が嫌きらいだ。帝てい都とアルフィルクから半日程度の距きよ離りにあるこの城は居住性を優先して設計されているために城としての機能は脆ぜい弱じやくそのものだ。

　第一近衛騎き士し団だんの精せい鋭えい百名が護衛を務めているが、敵てき襲しゆうを受ければ半日と保たずに陥かん落らくするだろう。

　城とは名ばかりの防衛力の低さも、草原にぽつんと取り残されたように建っていることもラマル五世――父が母に向ける愛情の薄さを表象しているようで好きになれなかった。

　好きになれないというのなら外を眺める母も好きになれなかった。その姿が父を待っているように見えるからだろう。

　父の歓かん心しんは女官長のファーナに移って久しい。

「……舞ぶ踏とう会かいを開いてみたらどうかしら？」

「いきなり何を言っているのですか？」

「貴方あなたは婚こん約やく者しやがいないでしょう？　だから、舞踏会を開いてみたらどうかと思ったの」

　ティリアが問い返すと、母は溜息を吐つくように言った。確かにティリアには婚約者がいない。父が乗り気でなかったし、ティリア自身も結けつ婚こんに興味がなかった。

「私は結婚など考えておりません」

「でも、いつかは結婚して子どもを産むことになるわ。私と陛下のように。それとも、気になっている殿との方がたでもいるの？」

「い、いません！」

　ティリアは少しだけ声を荒あららげた。どういう訳か、クロノの姿が脳のう裏りを掠かすめたのだ。ありえない。クロノはただの友達だ。

「なら、いいじゃない」

「しかし、今からとなると――」

「ファーナ女官長の力を借りればいいわ」

「ですが……」

　正直にいえば母から父を奪うばった毒婦の力など借りたくなかった。

「貴方が嫌っているのは分かるけど、あの子は本当に役に立っているわ」

「……分かりました」

　母上がそこまで言うのなら仕方がない、とティリアは頷いた。だが、今から招待状を送って何人の有力貴族が来てくれるだろうか。

　第一近衛騎士団のレオンハルトは予定がなければ来てくれるはずだが、それ以外は無理のような気がする。

　いや、とティリアは小さく頭を振った。もう一人だけ心当たりがあった。第九近衛騎士団のリオ・ケイロン伯はく爵しやくだ。

　彼ならば予定をキャンセルしてでも来てくれるだろう。忠誠心からではない。舞踏会をぶち壊こわすためにだ。

　ファーナ女官長には招待状を送らないように言いい含ふくめなければなるまい。そこまで考え、ふとクロノのことを思い出した。

　クロノのことだから領主の仕事が忙いそがしいと断ってきそうだが、友達なので招待状を送っておくべきだろう。







番外編　『軍事演習』







　帝てい国こく暦れき四二九年十一月上じよう旬じゆん――クロノ達を乗せた荷馬車は街かい道どうを東へ進む。

　風は殆ほとんど吹ふいておらず、日差しはぽかぽかと暖かい。時折、甲かん高だかい鳥の鳴き声が響く。

　クロノは吹きさらしの荷台から風景を眺めた。

　街道沿いは丈たけのある草で覆おおわれ、木がポツポツと生えている。

「いい天気だ。こんな日にピクニックをしたら気持ちいいだろうな～」

　クロノは眠ねむ気けを堪こらえながら呟つぶやく。暖かな日差しと単調な風景が眠気を誘さそっているのだ。

　このまま一ひと眠ねむりするのもいいかも知れない。そんなことを考えていると――。

「クロノ君、面おも白しろい物でもあるのですか？」

　声のした方を見ると、眼鏡を掛かけた小太りの青年がこちらを見ていた。

　ヒューゴ・エドワース――軍学校の同期生だ。実技の成績は振るわず、クロノと最下位を争っているが、座学の成績は入学してから次席をキープしている。

「私が憂ゆう鬱うつで仕方がないというのに随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあるのですね」

「余裕がある訳じゃないよ」

「景色を楽しむ余裕があるではありませんか」

「……」

　言い掛がかりだと思ったが、反論しない。こうなったヒューゴには何を言っても無駄だと分かっていたからだ。

「まったく、実戦演習なんて冗じよう談だんじゃありません」

　ヒューゴは親指の爪つめを噛かみながら呟いた。

　実戦演習――それがクロノ達が荷馬車で移動している理由だ。

　今日は帝てい都と郊こう外がいの演習場で攻こう防ぼう戦せん――攻こう撃げき側がわは制限時間内に軍旗を奪えば、防ぼう御ぎよ側は軍旗を守り通せば勝利となる――を行う。もちろん、急に決まった訳ではない。

　かなり早い段階――進級して初めての授業で教わっていた。

「眼鏡を壊されたら自腹を切らなければならないというのに……聞いてますかッ？」

　ヒューゴが甲高い声で叫ぶと、荷馬車に乗っていた同期生達は忍び笑いを漏らした。

　そんな中で一人だけ笑っていない男がいた。目付きの悪い、団子っ鼻の男だ。

　サイモン・アーデン――座学の成績は壊かい滅めつ的てきに悪いが、実戦的な科目は滅めつ法ぽう強い。

　暴力に長じているというべきか。

「私は疑問に感じていました。何な故ぜ、我々はこんな野や蛮ばんなことをしなければならな――」

「ヒューゴ！　少し黙ってろ！」

　サイモンがヒューゴの言葉を遮さえぎる。

「私は個人的な感想を述べたに過ぎません」

「黙れと言ったぞ」

　サイモンは立ち上がると拳こぶしをヒューゴに振り下ろした。

「な、何故、殴なぐるのですか？」

「黙らないと、もう一発殴るぞ！」

「……」

　サイモンは涙なみ目だめで訴うつたえたが、ヒューゴが拳を振り上げると口を閉ざした。

「皆みな、いいか！　今日の演習は絶対に勝つぞッ！」

　サイモンは荷台の中央に立ち、声を張り上げた。

「今回の演習が俺おれ達たちの進路を左右する！　ここで活かつ躍やくすれば近衛騎き士しになることも不可能ではないはずだッ！」

　そんなに上う手まくいくかな？　とクロノは前を見る。

　馬車は一列になって街道を進んでいるが、前半分は上級貴族が乗る箱馬車だ。

　今回の演習ではクロノ達――下級貴族が攻撃側、上級貴族が防御側になっている。

　作さく為い的てきなものを感じるどころか、作為しか感じない。

　そう考えてるのは僕だけじゃないみたいだけど、とクロノは視線を巡めぐらせた。

　サイモンに同調している者もいるが、乗り気でない者の方が圧あつ倒とう的てきに多い。

　実技に自信のない生徒にとっては他人事なのだ。

「これは上級貴族を見返す最後のチャンスなんだ！」

　空気を読んだのか、サイモンは切り口を変えてきた。

「俺達は上級貴族に見下されてきた！　水を飲む順番を代われだの、次の試合で俺を勝たせろだの、格下として扱あつかわれてきた！」

　意外に策士だな、とクロノは感心した。サイモンは共通の体験を語り、仲間意識を持たせようとしているのだ。

　ヒューゴでさえ話を聞いているのだから目もく論ろ見みは成功したといってもいいだろう。

「だが、今回の演習は実戦形式だ！　上級貴族であることは何の役にも立たない！　この演習を勝利で飾かざって、気持ちよく卒業しようじゃないか！」

「やろうぜ！」

「そうだ！　見返してやろう！」

　同調の声が上がる。

　サイモンは満足そうに頷くとクロノの隣に座すわった。

「クロノ、真ま面じ目めにやれよ？」

「失礼な。僕はいつも真面目にやってるよ」

「悪かった」

　クロノがムッとして言い返すと、サイモンは素す直なおに非を認めた。

　乱暴者だが、筋の通った所のある男なのだ。

「俺は協力してくれと言いたかったんだ」

「和を乱すつもりはないよ」

「そうか？」

　サイモンは訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「協調性はある方だと思っているんだけど？」

「表面上はな。お前は皆と同じ方を向いて別の場所を見るようなヤツだからな」

　サイモンは溜息交じりに言った。





※






　馬車は昼過ぎに演習場に到とう着ちやくした。演習場の半分は丘おか、もう半分は更さら地ちだ。

　遠くから見た時は気付かなかったが、丘の傾けい斜しやはかなり急だ。

　悪い予感がするな、とクロノは丘の上に移動する上級貴族達たちを見つめた。

「……こういう時は高い所に陣じん取どった方が有利なんだっけ？」

　防御側が有利な位置に陣取るのは仕方がないとしてもどう攻こう略りやくすればいいのか。

「一応、確かく認にんしておくか」

「何ど処こに行くつもりだ？」

　歩き出した次の瞬しゆん間かん、サイモンが肩を掴つかんだ。

「周辺の地形を確認しておこうと思ってさ」

「舌の根も乾かわかない内にそれか」

　サイモンは顔を顰しかめた。

「協力してくれると約束しただろう？」

「協力しているつもりだよ」

　クロノは視線を巡らせた。演習場の周辺は丈のある草に覆われている。

「サイモン、荒こう野やも演習場に含まれると思う？」

「そんなことを確認して何の役に立つ」

　サイモンは苛いら立だたしげに言った。

「荒野も演習場に含まれるんなら負けそうになった時に逃にげ込めるでしょ？」

「今から負けた時のことを考えてどうするんだ」

「百戦して百勝できる訳じゃないんだから敗北も想定しておくべきだよ」

「それは敗北主義だ。お前はワイズマン教師補に毒されすぎだぞ」

「そっちこそワイズマン先生に何を教わってるのさ」

　クロノはムッとして言い返した。ワイズマン先生――アーサー・ワイズマンは軍学校の教師補だ。正規の授業を受け持っていないため補講担当教師といわれることもある。

　クロノは入学当初からお世話になっているし、サイモンだって何度も世話になっている。

「草むらに逃げ込むなど貴族にあるまじき行こう為いだ。恥はじを知れ」

「精神論で勝てるんなら僕の父さんは貴族になってないよ」

「このッ！」

「何を言い争っているんだ」

　サイモンが拳を振り上げたその時、凜りんとした声が響いた。声のした方を見ると、美しい金きん髪ぱつを束ねた女性が近づいてきた。

　それが何者か考えるまでもない。ティリア皇女――皇こう帝ていラマル五世の娘にして第一皇位継けい承しよう者しやだ。同期ということになるのだろうが、一度も話したことはない。

　当たり前といえば当たり前か。貴族と言ってもクロノは下級貴族だ。

　一国の皇女とお近づきなれるチャンスなど最初から持ち合わせていない。

　今も彼かの女じよはクロノを見ていない。彼女にとってクロノは風景のようなものなのだろう。

　ティリア皇女はサイモンの前で立ち止まった。

　香こう水すいを付けているのか、甘あまく、それでいて爽さわやかな匂いが鼻腔をくすぐる。

「お前がサイモンか？」

「はッ、そうであります！」

　サイモンは拳を下ろし、背筋を伸のばした。

「お前が指揮官と聞いたが、相そう違いないな？」

「はッ、その通りであります」

　いつの間に指揮官になったんだろうと思ったが、口にはしない。

「こちらは私が指揮を執とるが、私が皇女だからと遠えん慮りよする必要はないぞ。正々堂々と戦おうじゃないか」

　牽けん制せいのつもりか、ティリア皇女は正々堂々の部分に力を込めて言った。

「はッ、正々堂々と全力で挑いどませて頂きます！」

「そうか、戦うのが楽しみだな」

　ティリア皇女は鷹おう揚ように頷うなずき、踵きびすを返した。そのまま丘の上に向かう。

「クロノ、俺は猛もう烈れつに感動している」

「なんで？」

「皇女殿でん下かが直々に声を掛けて下さったんだぞ？」

「あれは駆かけ引きの一いつ環かんだと思うよ」

「お前は分かってないな」

　サイモンは溜息交じりに言った。

「皇女殿下は俺を認めて下さったんだ」

「……そう」

　クロノはうんざりとした気分で頷いた。ティリア皇女が牽制するつもりでサイモンに声を掛けたのなら大成功だ。物の見事に術中に嵌はまっている。

「それで、作戦はどうするの？」

「俺は正面から挑む」

「皆を煽あおったくせに無責任すぎるんじゃない？」

「皇女殿下は正々堂々と戦おうと言って下さったんだぞ？」

「だから、あれは駆け引きの一環だって」

「そんなことはない。俺は皇女殿下を信じる」

「気持ちは分からないでもないんだけど……」

　結果を想定しなよ、とクロノは溜息を吐いた。

　信じるという行為は尊いと思うが、同時に危険でもある。裏切られた時に許容値以上のダメージを受ける場合は信じるべきじゃない。

「地の利は相手にあるんだから作戦で不利を補わなきゃ勝てないよ」

「策を弄ろうして勝ってどうする？　真正面から戦って勝たなければ連中を見返すどころか、近衛騎士になることだってできやしない」

「作戦は必要だよ」

「くどいぞ」

　予想通りというべきか、サイモンの答えは拒きよ絶ぜつだった。クロノは全すべてがどうでもよくなった。最初からこの演習には乗り気ではなかったが、それなりに頑がん張ばろうと思っていた。

　だから、地形を確認しようと思ったのだ。

　クロノは溜息を吐き、踵を返した。すると、サイモンがまたしても肩を掴んだ。

「何処に行くつもりだ？」

「荒野も演習場として扱われるのか確認に行くんだよ」

「そんなことは許さんぞ！」

　クロノは声を荒らげるサイモンの手を振ふり解ほどいた。

「貴様！」

　クロノは無言で歩き出した。勝ち目がないのに怪け我がをするなんて馬鹿らしい。
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　クロノが教師に荒野も演習場として扱われることを確認して自じ陣じんに戻もどると、サイモン達は盾たてと槍やりで武装し、密集方ほう陣じんを組んでいた。盾は本格的な作りをしているが、槍は穂ほ先さきがない木の棒というべき代しろ物ものだった。

　何処に並ぶべきか戸と惑まどっていると、サイモンが口を開いた。

「……武装して最さい後こう尾びに並べ」

　サイモンは目も合わせずに言った。クロノは溜息を吐き、盾と槍で武装して最後尾――ヒューゴの隣となりに並んだ。

「開始の鐘かねが鳴ったら行進開始だ！」

　サイモンが叫び、同期生――仲間達が槍を掲かかげた。

「クロノ君、貴方は馬鹿なのですか？」

　ヒューゴが小声で言った。最初は何のことか分からなかったが、しばらくしてサイモンと揉もめた件だと気付いた。

「勝つための努力をしたかっただけだよ」

「それは分かりますが、演習の勝敗はクロノ君には関係ないじゃありませんか」

「関係なくはないよ」

「言い直します。演習の勝敗はクロノ君の利益にはならないじゃありませんか」

「まあ、そうだね」

　ヒューゴが溜息交じりに言い、クロノは頷いた。

　演習で結果を出してもクロノの評価が好転することはないだろう。まあ、それ以前に近衛騎士になりたいと思っていないし、軍で出世したいとも考えていないが。

「まったく、自分の利益にならないのに忠告するなんてお節せつ介かいにも程があります。忠告を聞かないサイモンにもうんざりしますが……」

　ヒューゴはぶつくさと文句を言った。

　小声とはいえ、仲間達にも聞こえているはずだが、咎とがめる者はいない。

「ヒューゴはやる気になってたと思ったよ」

「ええ、この杜ず撰さんな作戦を聞くまではそれなりにやる気がありましたよ」

　ヒューゴはうんざりしたように言った。

「今は眼鏡を壊されなければと祈いのるばかりです」

「眼鏡は高いもんね」

「そうです。我わが家やにとっては決して安くない買い物です」

　ヒューゴは眼鏡を押し上げながら頷いた。帝てい国こくにはガラスの製法が伝わっていないので眼鏡は自由都市国家群から輸入しなければならない。当然、値が張る。

「眼鏡が無事ならば演習の勝敗など――」

　ヒューゴの言葉を遮るように鐘の音が鳴なり響ひびいた。

「行進開始ッ！」

　サイモンの号令に従い、クロノ達は行進を開始した。ぶっつけ本番だが、歩いているだけなので隊列は崩れない。そのまま丘を登り始める。

「悪い予感がします」

「僕もだよ」

　クロノはヒューゴの言葉に同意した。丘の中腹まで来ているのに防御側――敵が攻こう撃げきを仕し掛かけてこないのだ。その時、敵が姿を現した。

「盾を掲げろ！」

　サイモンが叫び、クロノは盾を掲げた。次の瞬間、盾から軽い衝しよう撃げきが伝わってきた。

　防御側が矢を放ったのだ。それも大量の矢を、だ。

「アヒャァァァァァッ！」

　隣でヒューゴが悲鳴を上げた。盾を構えているが、ぶるぶると震ふるえている。

　始まったばかりなのに精神的に一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいになっている。

　我ながらひどいヤツだと思うが、ヒューゴがパニックに陥おちいったお陰かげで冷静になれた。

「矢はすぐに尽つきる！　それまで耐たえるんだッ！」

　サイモンが盾を構えながら仲間を鼓舞するが、矢が途と切ぎれる気配はない。

　腕が痺しびれてきた頃ころ、ようやく攻撃が途切れた。クロノは盾を下げ、丘を見上げた。

　矢を撃うち尽くしたのか、敵の姿はない。

「今がチャンスだ！　前進だ！　前進ッ！」

　サイモンの言葉に従い、クロノ達は小走りで前進した。ヒューゴも涙と鼻水で顔をぐしゃぐしゃにしながら前進する。隊列は大きく崩れているが、乱戦になれば勝機はある。

　あと少しで頂上という所で敵が姿を現した。弓兵ではなく、太く長い槍を構えた騎き兵へいだった。横隊を組み、一番端はしにはティリア皇女がいた。

「槍を構えろ！　槍やり衾ぶすまを作るんだッ！」

　サイモンがヒステリックに叫ぶが、仲間達の動きは遅おそかった。

「ま、ましゃか、思いっきり――」

「まさか、手加減してくれるよ」

　クロノは声を詰つまらせるヒューゴに言ったが、どうしても嫌な予感が拭ぬぐえなかった。

　ティリア皇女が木ぼつ剣けんを掲げた。

「蹂じゆう躙りんせよッ！」

「ウーラーッ！」

　ティリア皇女が木剣を振り下ろすと、敵騎兵は雄お叫たけびを上げ、丘を駆け下りてきた。

　腹を突つき上あげる馬ば蹄ていの響きと急激に大きくなる騎士の姿が恐きよう怖ふを煽る。

　それでも、サイモンを中心とした仲間は槍を構えた。

　槍衾と呼ぶには圧倒的に数が足りないそれと騎兵が激げき突とつする。

　サイモン達はあっさりと蹴け散ちらされて地面を転がった。

　それで勝負は付いた。そのはずだったが、敵騎兵は攻撃の手を緩ゆるめなかった。

「逃げろ！　丘を下りて草むらに隠かくれるんだッ！」

　クロノは叫び、盾を捨てて逃げ出した。すると、仲間達も同調した。

「逃げるな！　俺達は戦うんだ！」

「うるせぇ！　こんな棒きれで騎兵に勝てるかッ！」

「逃げろ！　武器を捨てて逃げろッ！」

「真正面から戦うとか寝ね言ごとを言いやがって！　無策で挑んで勝てる訳ねぇじゃねーか！」

　サイモンは踏ふみ止まろうとしたが、従う者はいなかった。

　クロノは敵に背を向け、一目散に走った。

「グヒャァァァァッ！」

　後ろから悲鳴が響き、しばらくしてヒューゴがクロノの脇わきを転がり落ちていった。

「撤てつ退たい、撤退！　草むらまで撤退だッ！」

　クロノは叫びながら走った。
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「何が正々堂々と戦おうだ。ふざけんな。死ね」

　クロノは草むらに身を隠しながらティリア皇女を罵ば倒とうした。敵――ティリア皇女達はクロノ達を徹てつ底てい的てきに蹂躙した。騎兵で追い回し、それが終わったら矢を射かけてきた。

　同期生に対する所行とは思えなかった。まさに悪あく魔まの所行だが――。

「……文句を言ってもどうにもならないか」

　演習が終わるまでここで寝ていよう、とクロノは地面に寝ね転ころがった。

　呻うめき声ごえがあちこちから聞こえてくる。呻き声だけではなく嗚お咽えつも。

　その内の一つはすぐ近くから聞こえていた。放っておいてもよかったが、重傷を負っていたら困る。仕方がなく、声の方に向かう。

　草を掻かき分わけると、男が体を丸めていた。サイモンだった。あのサイモンが泣いていた。

「……サイモン？」

　クロノが声を掛けると、サイモンは涙と鼻水に塗まみれた顔を上げた。

「怪我でもしたの？」

「……違ちがう」

　サイモンは力なく頭を振った。

「……結局、お前の言う通りだった。作戦を立てればよかった」

　何を今いま更さらと思ったが、死者に鞭むちを打つ趣しゆ味みはないので黙だまって泣き言を聞く。

「お、俺は皇女殿下に声を掛けられたのが嬉うれしかった。声を掛けられたことが嬉しくて、舞まい上がって馬鹿をやっちまった」

　サイモンはおいおいと泣いた。

「仲間の信しん頼らいを失っちまったんだ。それが死ぬほど辛つらいんだ。俺は、俺は恥ずかしい。消えてなくなっちまいたい」

　サイモンは顔を覆って嗚咽した。そんなサイモンを見ている内に怒いかりが込み上げてきた。

「泣くな、サイモン」

「……クロノ」

　サイモンは顔を上げ、クロノを見つめた。

「まだ、逆転できる」

「どうやって？」

「まずは仲間を集めるんだ」

　クロノはサイモンの言葉を無視した。

　作戦を立てようにもどれくらい仲間がいるか分からなければ立てようがない。

「行くよ」

「でも、俺の話なんて――」

「駄だ目めでもいいからやるんだよ！」

　クロノは自信なさそうに呟くサイモンを怒ど鳴なりつけた。
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　サイモンの懸け念ねん通り、集められた仲間は三十人余りだった。仲間達はサイモンを恨うらめしそうに見つめていた。特にヒューゴは鬼おにのような形相でサイモンを睨んでいる。理由は眼鏡だ。片方のレンズが割れていた。

「作戦会議をしよう」

「勘弁してくれよ」

「さっさと終わらせて帰ろうぜ」

　クロノが切り出すと、仲間がうんざりしたように言った。皆の気持ちは痛いほど分かる。

　この中の誰だれよりも負ける惨みじめさやプライドを傷付けられる苦しさを知っている。

　だから、どうすればいいかも分かる。

「皆、口く惜やしくないの？」

「お、おい、クロノ」

　サイモンが止めようとしたが、クロノは構わずに続けた。

　どうすれば戦えるのか。簡単だ。怒おこればいいのだ。

「もう一度だけ聞くよ。皆、口惜しくないの？」

「おい、これ以上はマズいって」

　クロノはサイモンの制止を振り切って立ち上がった。

「あんなズルをされて、動物みたいに追い回されて口惜しくないの？　このまま何もしないまま負けていいの？」

「クロノ、もう止やめろ。頼たのむから止めてくれ」

「このまま負けたら連中は自分達のことを棚たなに上げて言うだろうね。僕ぼく達たちはチャンスがあったのに諦あきらめたって」

　クロノはサイモンの懇こん願がんを無視して続けた。

「クロノ君、もう止めて下さい。勝負は付いたんです」

「落ち着け？　ヒューゴ、君は落ち着きすぎじゃないか？」

　クロノはヒューゴを睨み付けた。

「大切なメガネを壊されて口惜しくないの？」

「……口惜しいですけど」

　クロノが問い掛けると、ヒューゴは顔を背けて呟いた。

「聞こえないよ？　口惜しいのか、口惜しくないのかどっちなの？」

「……口惜しいけど」

「声が小さい！　大きな声で言え！」

「口惜しいです！」

　クロノが声を張り上げると、ヒューゴは大声で答えた。

「だったら怒れ！」

「ぼ、僕ぼくは眼鏡を壊された！　眼鏡を壊されたんだ！　ち、畜ちく生しよう、や、やってやる！　やってやるぞ！　ぶち殺してやる！」

　ヒューゴは正気を失ったかのように叫んだ。それからクロノは一人一人罵倒した。

　騒さわぎを聞きつけてやって来た仲間も罵倒した。何度も殴り合いに発展しかけたが、そのたびにサイモンが割って入った。

　それでも、帰ろうとする者はいなかった。劣れつ等とう生せいであるクロノに罵倒された口惜しさが踏み止とどまらせたのだろう。気が付くと、仲間は五十名を超こえていた。
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　夕方、クロノは四十人の仲間と草むらから飛び出した。横一列に並び、木剣を構える。

「……行くよ？」

　クロノが問いかけると、仲間達は無言で頷いた。

「行くぞ！」

「ウォォォォォォッ！」

　クロノが駆け出すと、仲間達は雄叫びを上げて駆け出した。そのまま丘を駆け上がる。

　もちろん、敵も黙ってはいない。雨のように矢が降り注いだ。

　実戦ならば死んでいるが、これはあくまで演習だ。

「構うな！　当たっても痛いだけだッ！」

「ウォォォォッ！」

　クロノの脇をヒューゴが駆け上がっていく。矢に当たっても全く怯ひるまない。

　それどころか――。

「ぼ、僕は眼鏡を壊された！　ち、畜生、ぶち殺してやる！」

　目を血走らせ、口から泡あわを吹きながら矢の雨の中を突き進んでいく。

　丘の中腹まで駆け上がった時、敵騎兵が再び姿を現した。クロノが木剣の切っ先を向けると、ティリア皇女は笑った。それは皇女とは思えないほど獰どう猛もうな笑えみだった。

　サディストめ、と心の中で吐き捨てる。

「蹂躙せよ！」

　ウーラーッ！　と敵騎兵は雄叫びを上げ、横一列になって丘を駆け下りる。

「行くぞ！　下級貴族の意地を見せてやるッ！」

　オーッ！　と仲間達は雄叫びを上げ、クロノと共にティリア皇女に突とつ進しんした。

　敵騎兵の隊列が乱れる。ティリア皇女を守ろうしたせいだ。

「目標変へん更こう！　孤こ立りつした相手を狙ねらえ！」

　ウォォォォッ！　と仲間達は叫さけび、敵騎兵に襲おそい掛かった。

「僕の眼鏡を壊したのはお前かぁぁぁッ！」

「近づくなッ！」

「ぼ、僕の眼鏡ェェェェッ！」

　ヒューゴは殴られながら騎兵に掴み掛かり、力任せに馬から引ひき摺ずり下ろす。

　思いっきり顔面を蹴けられていたが、変なスイッチが入ったのか、全く怯まなかった。

　二、三騎きの騎兵を倒たおしたものの、敵の損害は軽けい微びだ。

　敵騎兵が引き上げ、クロノ達は隊列を組み直した。

「蹂躙せよッ！」

「もう一回だ！」

　クロノ達はティリア皇女に突進したが、騎兵の隊列は崩くずれなかった。騎兵に蹴散らされ、そこを槍を持った敵に襲われた。

　どうやら、ティリア皇女は総力を挙げてこちらを叩たたき潰つぶすつもりのようだ。

　必死の応戦も虚むなしく、クロノ達は袋ふくろ叩だたきにされ、ティリア皇女の前に引き摺り出された。

　ティリア皇女は馬上からクロノ達を見下ろしていた。

「クロノだったか？」

「そうだよ」

　クロノが険のある声で答えると、ティリア皇女は鼻白んだ。不敬であることは分かっていたが、袋叩きにされた後だ。笑え顔がおで応じろと言われても不可能だ。

「態勢を立て直した手しゆ腕わんは見事だったが、勝負だからな。全力で叩き潰させてもらった」

　プッ、とクロノは噴ふき出した。ヒューゴも、他ほかの面々も噴き出した。

「な、何がおかしい！」

　ティリア皇女は馬から下り、クロノの胸むな倉ぐらを掴んだ。

「全力で叩き潰しちゃ駄目だよ」

「何だと？　まさか――ッ！」

　ティリア皇女が振り返ると、サイモンが丘の上で軍旗を振っていた。単純な陽動だ。

　クロノ達が戦っている隙すきにサイモン率いる別働隊が軍旗を奪うばう。それだけの作戦だ。

「ぐ、ぐぬぬぬッ！」

　ざまあみろ、とクロノは口惜しそうに唸うなるティリア皇女の顔を見ながら嗤わらった。
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　一週間後――クロノは校舎の廊ろう下かを歩いていた。

　擦すれ違う誰もがクロノを見つめる。正確に言えばクロノの隣を、だ。

　視線のみを動かして隣を見ると、そこにはティリア皇女がいた。

「あの、皇女殿下？」

「なんだ、ティリアと呼んでくれないのか？」

　ティリア皇女――ティリアが不満そうに頬ほおを膨ふくらませて言うと、周囲にいた生徒達が一いつ斉せいにどよめいた。

　ティリアと呼べと言われたので呼び捨てにしたらムッとした表情を浮うかべたくせに、どうしてこんなことを言うのだろう。

「あのですね。皇女が僕みたいなのと一いつ緒しよに歩くのは……」

「私達は同期生だぞ？　同期生が一緒に歩いていて、どんな問題があるんだ？」

「え～、それは……」

　何を言っても無む駄だなんだろうな、とクロノは溜ため息いきを吐ついた。

　演習以来、ティリアに付き纏まとわれている。正直にいえば逃げ出したい。

　いや、逃げられるものなら逃げたいというべきか。

　ティリアの身体能力はクロノを上回っているので逃げてもすぐに捕つかまってしまう。

　どうすれば逃げ切れるのか考えていると――。

「クロノ、逃げようとしても無駄だぞ」

　そう言って、ティリアは不敵に微笑ほほえんだ。







あとがき







　このたびは『クロの戦記２　異世界転移した僕が最強なのはベッドの上だけのようです』をご購入頂き、誠にありがとうございます。今まさに書店であとがきをご覧になっている方はそっと本を閉じてレジにお持ち頂ければと思います。第１巻をお持ちでない場合は御一緒に購入して頂ければ幸いです。恥ずかしそうに顔を赤らめながら軍服をはだけているレイラさんが目印でございます。売り切れていた場合にはお手数ですが、お取り寄せ頂くか、各種通販サイトをご利用頂ければと思います。

　さて、第２巻になりますが、こちらはクロノが女将と熱い一夜を過ごした翌日からエレナが初めておし――げふんげふん、失礼しました。クロノが税収を得るまで＋クロノの軍学校時代のお話となっております。

　今回もかなり加筆・修正を行いました。ＷＥＢ版のストーリーを踏襲しつつ、さらに面白くすることができたのではないかと自負しております。もちろん、面白いかどうかを判断するのはお客様ですので、そこは謙虚であるべきだと考えております。その上で、序章から第一章の序盤は特に上手く書けたと考えております。とはいえ、そこまでに生みの苦しみがあります。該当する箇所を書き上げた時、私はノートＰＣの前で悩みました。このままにすべきか、さらに手を加えるべきか。

　その時、ある人達の言葉を思い出しました。自分が正しいと思うことをしなさい。ＷＥＢ版であった台詞がなくなってしまうのは寂しいと。蒙が啓けたような気分でした。私はティリアにぶっ掛けました。今でも自分が正しい判断をしたと思っています。

　他に悩んだことといえば馬糞を『ばふん』とルビを振るか、『まぐそ』とルビを振るかですね。悩んだ末、馬糞の時は『ばふん』、馬糞女の時は『まぐそおんな』とルビを振ることにしました。『ばふんおんな』よりも『まぐそおんな』の方が馬鹿にされている感が出ているような気がするというのが決め手でした。

　自分でもしょうもないことで悩んでいると思うのですが、そのしょうもないことで何時間も、場合によっては何日も悩んでしまうのです。世の中には色々なことで悩む人間がいるものですね。まあ、私のことなんですが――。

　話は変わりましてクロノの軍学校時代のエピソードについて語らせて頂きたいと思います。こちらは初公開ではありませんが、恐らくご存じの方はかなり限られていると思います。軍学校時代のエピソードにはちょっとした小ネタを仕込んでいるので元ネタをご存じの方はニヤリとして頂ければと思います。

　では、ここで謝意を。第１巻を購入されたお客様、ありがとうございます。皆様が応援して下さったお陰で本シリーズ――といってもまだ２巻目ですが――の売れ行きは好調なようです。重版することができて、担当Ｓ様と胸を撫で下ろしております。というのも本作は色々な面で攻めております。しかし、忘れてはいけません。スピードを出している時ほど派手に転倒するのです。今にして思えば第１巻のあとがきでＨＪ文庫一の肌色作家になると宣言したのは――。

　担当Ｓ様、お力添え頂き、誠にありがとうございます。序章から第一章序盤にかけてテンポの悪さを指摘して下さったお陰でぐぐっと完成度が上がりました。あの指摘がなければティリアにぶっ掛けるという発想に至らなかったと思います。

　むつみまさと先生、エロ可愛いイラストをありがとうございます。シオン、フェイ、セシリー、スノウ、アリッサ、レオのキャラクターデザイン、素晴らしかったです。

　どのキャラクターも素晴らしいと思いますが、特にアリッサさん！　アリッサさんが素晴らしかったです！　フォーマルなメイド服でありながらエロい。大興奮です！　全サイトウがスタンディングオベーションです！　あのおっぱいの形はもはや芸術の域に達していると思います！

　最後に第３巻について。次回は舞踏会のお話になります。クロノの養父が登場したり、エルフのメイドさんが登場したり、見所は色々ありますが――一番の見所はミニスカメイド服姿のレイラさんですよ！　第３巻を乞うご期待です！

　最後に宣伝です。ＨＪノベルス様より『アラフォーおっさんはスローライフの夢を見るか？』という作品を出しております。こちらは異世界転移したおっさんがツンデレ気質な女子高生と共に冒険を繰り広げるというストーリーです。

　主人公マコトは公園で暴漢に襲われて意識を失う。目を覚ましたそこはダンジョンの地下十階、襲い掛かってくるモンスター、脱出なるかと思いきや地の底へ――。逆境逆境また逆境な人生やり直し系ファンタジーです。もちろん、肌色シーンもあります。

　ＨＪノベルス様の公式ＷＥＢサイトで試し読みができますのでご興味を持って頂けましたらアクセスお願いします。
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